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　夜の帳が下りた、とある旅館の一室。

　美み紅くの目の前にいる夫の三み嶋しま彰あき史ふみが、仲良く並べられた布団の上で胡坐をかきながらこちらをじっと見つめている。

　緊張と興奮が重なり、鼓動がドキドキと高鳴る。美紅は息を小さく吐き、生成りのような生地感の浴衣を結んでいる帯をそっと解いた。

　浴衣がはだけ、珊瑚を連想させる赤色の百合と薄紫色で描かれた露芝が散ったようにも見えた。

　美紅の白い肌を包むのは、羽織っているだけの浴衣と鮮やかなブルーのランジェリー。

　それを纏った姿を彼にさらすべく、肩から浴衣をはらりと落とす。

「プレゼント、受け取ってくれる？」

　吐息混じりの声が部屋に落ちた刹那、彰史の双眸の中にあった雄の欲望が色濃くなった。

　彼の口角が持ち上がり、ふっと笑みが漏らされる。淫蕩な色香が漂う微笑は、それだけで美紅の心を甘やかにくすぐった。

「おいで」

　彰史の声は、まるで美紅を操るようだ。

　美紅はそっと足を出し、上質で柔らかな布団を踏む。瞳の奥を妖しく光らせる視線を受け止めながら、彼がなにを言いたいのかを瞬時に察して膝をついた。

　その小さな衝撃で、豊満な双丘がぷるんと揺れる。

　悩ましいほどに白くまろい膨らみが、彰史を誘惑するかのごとく震えている。ほとんど見えている先端部分がレースに絡むようで、裸よりもずっといやらしい。

　そんな美紅のあられもない姿は、彼の視覚をじわじわと欲で満たしていった。

「俺に好きにされる覚悟はちゃんとできている？」

　艶麗な笑みとともに零された低い囁きが、いたずらに美紅の鼓膜をくすぐる。

　彰史に従順な美紅の身体は、まるでパブロフの犬のように反応し、細い腰が密やかに戦慄いた。

「……うん」

　美紅の中には、彼を拒絶するような考えはない。

　愛する夫になら、なにをされてもいい。もっとも、それは自分を傷つけるようなことはしない……という夫への絶対的な信頼感が根底にあるからだけれど。

「彰史さんの好きにして？」

　恥じらいに満ちながらも微笑む美紅は、どこか妖艶にも見えた。艶やかな色香を湛えるような表情が、一瞬で彰史の心を掴んでしまう。

　彼が息を短く吐けば、室内の空気にいっそう淫靡な熱が増した。

「美紅は俺をどうするつもりなんだ」

　眉を寄せて微笑を浮かべる彰史は、困っているように見えて嬉々としているのがわかる。

　その顔つきはさながら、愛する妻をどんな風に乱れさせようか……と企んでいるようでもあった。

「こんなことされたら、朝まで寝かせてあげられないけど」

　美紅の想像を掻き立てるには、充分過ぎるほどの言葉。結婚してから何度も彼に抱かれてきた美紅にとって、それがどういう意味かはすぐに理解できた。

　けれど、今日は特別な日。

　彰史にならいつ抱かれても嬉しいとはいえ、今夜は普段以上に甘い夜を過ごしたい。

　最初からそう決めていた美紅は、羞恥を懐柔できないままに彼の手をそっと取る。

「うん……。今夜は特別だから……」

　美紅が言い終わるが早く、彰史が美紅の腰を引き寄せる。密着した身体が浴衣越しの硬い胸板に押しつけられると、思わず吐息を漏らしてしまいそうだった。

　ダウンライトに照らされたふたりの顔がグッと近くなり、直後にはどちらからともなく唇を重ね合わせていた──。






一








　桜が散り新緑が眩しい、五月下旬。

　美紅と彰史は、月末の土日を利用して京きょう都との嵐あらし山やまに来ていた。

「見て見て、彰史さん！　綺麗に撮れたよ！」

「ああ、本当だ。今日はよく晴れているから絵になるな」

　かの有名な渡と月げつ橋きょうを撮り、ふたりでスマホのディスプレイを確認しながら会話を弾ませる光景は、誰が見ても仲睦まじい夫婦だろう。

　さきほど乗った人力車では、二十代半ばくらいの車夫から「新婚旅行ですか？」と訊かれ、美紅はどこか照れくさかった。

　きちんと夫婦として見られているのは嬉しい反面、結婚して一年半以上が経つというのに新婚ほやほやに見えたのかもしれないと思うと、気恥ずかしい思いもあったのだ。

「まだ行きたいところはある？」

「うーん、そうだなぁ……」

　彰史に手を取られた美紅は、彼と指を絡ませながら真剣に悩む。

　今朝、京都に着いたふたりは、嵐山の旅館に荷物を預けた足でトロッコに乗り、山を駆け抜ける景色を堪能した。亀かめ岡おかから戻ってくる時には約一時間半の保ほ津づ川かわ下りを楽しみ、人気の蕎麦屋で少し遅めの昼食を摂ってから、嵐山駅周辺を散策した。

　その後、人力車に乗って嵯さ峨が野のの竹林の小径などの、嵐山の観光スポットを巡り今に至る。

「行きたいところは全部行けたし、お土産を見たら旅館に戻ってもいいかも。彰史さんは他に行ってみたいところはある？」

「いや、俺ももう満喫できたよ。まだ明日もあるし、今日は旅館でゆっくりしようか」

　明日は、清きよ水みず寺でらの辺りを観光する予定だ。十五時過ぎの新幹線で東京に戻るため、早朝から動くことになるだろう。今日はゆっくりして、明日のために体力を温存しておきたい。

「うん、そうだね。温泉も楽しみたいし」

　ふたりは土産物店で友人や職場、お互いの実家へのお土産を吟味し、十六時半を過ぎた頃旅館に戻った。

　渡月橋から程近い場所にある老舗旅館は、彰史が予約してくれた。

　今回の旅行は、五月二十四日に三十二歳になった彼と、六月七日に二十六歳になる美紅の誕生日祝いを兼ねている。ふたりで旅行をするのはまだ三度目で、新婚旅行のイタリアと昨年のゴールデンウィークに行ったフランス以来だ。

「部屋風呂じゃないのが残念だな」

「すごく素敵な旅館だし、充分だよ」

　旅行の日程が決まったのは、二週間ほど前のこと。国内で一泊二日でも無理なく旅行できる場所を探した時にはもう露天風呂付きの部屋は満室で、たまたまキャンセルが出た一室をなんとか予約したのだ。

　彰史は残念がっていたが、美紅は今日をとても楽しみにしていた。どこに行くか、どんなところに泊まるかも重要ではあるものの、彼と旅行に行けるということが一番嬉しい。

「それに、彰史さんと一緒に来られて幸せだよ」

「ああ、そうだね。俺も同じ気持ちだ」

　満面の笑みで顔を見合わせるふたりは、渡月橋を望む窓辺で軽いキスを交わした。

　十八時に運ばれてきた夕食はどれもとてもおいしく、中でも鱧の天ぷらと湯葉の椀物は絶品だった。喜ぶ美紅に彰史も満悦そうにし、豪勢な食事に舌鼓を打った。

　食後には仲良く大浴場へ向かい、入り口で別れた。

　広い内風呂にはヒノキの香りが漂い、露天風呂では嵐山の山々を前にゆったりとくつろげる。身体と髪を洗った美紅は、少し熱めの湯に浸かった。

　贅沢な空間にグッと伸びをすれば、歩き疲れた身体がホッと緩む。

（ご飯はおいしかったし、旅館から渡月橋は見えるし、贅沢だなぁ）

　思い出すだけで笑みが零れ、明日はどんな風に過ごそうかと考えてはワクワクする。観光はもちろん、食もしっかりと満喫したい。

　今日の昼間に食べた豆腐ソフトクリームや、写真映えするカラフルな餡が乗った団子、ランチの蕎麦もおいしかった。京料理が食べたいのはもちろん、京都ならではの和風スイーツを楽しめるカフェにも行きたいと目論む美紅の期待は高まるばかりだ。

（でも……まずは今夜、だよね）

　ごくりと息を呑み、芽生えた緊張を隠すように肩まで湯に沈める。

　美紅にとって、今回の京都旅行は夫の誕生日を祝う場でもある。

　彰史の誕生日は平日だったため、その少し前の日曜日にレストランに繰り出した。そして、誕生日当日にはご馳走を作り、革靴をプレゼントした。

　今回の旅行は誕生日が近いお互いのお祝いではあるものの、旅費はいつものように彼が負担してくれている。

　という事情から、美紅は彰史になにかサプライズを仕掛けたいと思い、数日前に高校時代からの親友である中なか本もと麻ま紀きにメッセージで相談した。

　そんな彼女から間髪容れずに返ってきた答えは、【そんなの一択でしょ！】だった。

　麻紀とは長い付き合いだ。ましてや、これまでの経緯を思えば、彼女の提案がそういった方面に向かうことを予想しなかったわけではない。

　恥ずかしさはあるが、美紅自身も相談前に浮かんだのはほとんど同じ案だったこともあり、むしろ少し背中を押された気さえした。

　かくして、美紅はまたしてもセクシーランジェリーを購入することになったのだった。

　旅行前日の昨日、麻紀がこの春から副店長を務めることになった下着メーカー『Ｈｏｎｅｙハニー　Ｄｒｏｐドロップ』の表おもて参さん道どう店へ足を運び、次から次へと彼女に言われるがまま試着した。

　オープンしたばかりの表参道店は、麻紀がこれまでいた店舗よりも店舗面積が広く、普段仕様のものはもちろん、セクシーランジェリーの種類も驚くほど豊富だ。

　そのため、彼女のおすすめも多く、選ぶのが大変だった。

　ただ、広いフィッティングルームのおかげであまり人目を気にせずに相談できたし、今夜使うもの以外にも普段用の下着をたくさん購入してしまった。

　彰史と結婚してからの美紅のクローゼットには、下着が増えた。以前にはそんなに所持していなかったのに、見せる相手がいるとやっぱり違うのかもしれない。

　彼もまた、美紅が新しい下着を身に纏うたびに褒めてくれるため、選ぶ楽しみが増えたのも大きいだろう。

　美紅の父──増ます岡おか隆たかしの部下である彰史に恋をし、大学生の時に一度振られてしまったものの、父の手筈で彼とのお見合いを経て結婚に至り、幸せながらも悩みや不安を乗り越えてきた。

　彰史に初めてを捧げた美紅は、最初こそ彼との情事を重ねるごとに自身の欲に気づかされて戸惑いもしたが、お互いの本音をぶつけてからは随分と積極的になれた。

　出張帰りの彰史のシャツについていた口紅の跡に不安を覚え、喧嘩のようなすれ違いを経験したあとは、ようやくして彼の本音を知ることができ、ますます想いが深まった。

　最初は慣れなかった主婦業も、今ではカフェ『フルール』のパートときちんと両立できるようになったし、日々の生活は充実している。

　これもすべて、彰史のおかげだ。だからこそ、今回の旅行では彼にいつも以上に喜んでもらいたくて、密かに気合を入れていたのだ。

（今日は彰史さんにいっぱい喜んでもらえるように頑張ろう）

　決意を胸に露天風呂も楽しみ、念入りにボディクリームを塗って浴場から出ると、彰史が待ってくれていた。

「ごめんね、待ったかな？」

「いや、俺もさっき出たところだ。よく温まった？」

「うん。すごく広くて気持ちよかったよ」

　笑顔を見せた彼と部屋に戻ると、奥の座敷には仲良く布団が並べられていた。ふわふわの羽毛布団が気持ちよさそうで、今すぐにでも倒れ込みたくなる。

「今日買ったお酒、少し飲んでみようか」

「日本酒だよね。私は飲めないかも」

「売店に酎ハイがあったから買ってきてあげるよ」

　いらない、と言おうとして、はたと気づく。これはチャンスだ、と。

　一応、大浴場にもランジェリーを持参したものの、脱衣所にいた人たちの目が気になって普通の下着を身に纏った。いつ着替えようかと考えていたが、彰史が売店に行っている間なら充分な時間ができるだろう。

「じゃあ、お願いしていい？」

「なにがいい？」

　美紅はわずかに悩んだあと、お任せでお願いした。すぐに部屋から出ていった彼を見送り、急いでサニタリーに駆け込んで浴衣を脱ぐ。

　手にしたのは、夏の海のように鮮やかなブルーのランジェリー。

　総レースのブラは、細い肩紐にラメが織り込んであり、ホックがなくフロント部分で結んでいるサテンのような質感のリボンだけが頼りのものだ。Ｔバック仕様のショーツも同様のデザインで、両サイドのリボンを解けば簡単に着脱できる。

　お揃いのキャミソールは胸元のレース部分以外はシースルー生地のため、ブラとショーツのデザインまではっきりと目視でき、その下の肌も見える。ただ、鮮明に見えるのではなく、角度や光の加減で見えたり見えなかったりするせいで、かえっていやらしく思えた。

（……彰史さん、驚くかな？）

　いつもは白やピンクといったカラーを選ぶことが多いが、今日はブルーだ。パステル系のものは持っているものの、それよりも濃い色と攻めたデザインにソワソワしてしまう。

　肌が白いため、その対比が淫靡さを増しているのかもしれない。パールのブレスレットとアンクレットをつければ、いっそう艶めかしさが増した気がした。

　お風呂や就寝時、仕事の時を除いてずっとつけているそれらは、昨年の結婚記念日と今年のホワイトデーに彰史がプレゼントしてくれたものだ。

　ランジェリーとふたつのジュエリーしか身につけていないと、まるで自分自身が彼のものだと主張しているようにも見える。

　鏡に映る自身の姿は愛する夫を誘惑したいと言わんばかりで、早くも羞恥と緊張が芽生えてくる。

　頬はわずかに紅潮し、普段から手入れを頑張っているぷっくりとした唇がなんだか熱い。このあとのことを想像するだけで身体の芯にも熱が帯び、大きなアーモンドアイがとろんとしてしまいそうだった。

　ただ、彰史の反応が楽しみでもある。彼が選んでくれた珊瑚色の百合と薄紫の露芝が描かれた生成り生地の浴衣を纏い、ひとりきりの部屋でドキドキしていた──。

　

　京都の有名な酒蔵で作られた日本酒を楽しむ彰史を横目に、美紅は彼が買ってきてくれたマスカット酎ハイをちびちびと飲む。

　満悦そうな彰史を余所に、いつ計画を実行しようかと悶々とする美紅は、心ここにあらず……という感じだ。きっと、彼のことだから今夜も上手く誘惑してくれるに違いないが、できれば自分から誘いたくて布団をチラチラと見てしまう。

「美紅、どうかした？　さっきからずっと、ぼんやりしているみたいだけど」

　そんな美紅に、ふと彰史が優しい眼差しを向けた。直後、美紅の鼓動が高鳴り、自身の目論見を見透かされた気がして平静を纏えなくなる。

「えっと……」

「朝が早かったし、たくさん歩いたから疲れた？　それとも──」

　背後を一瞥した彰史が、蠱惑的な笑みを浮かべる。

「早く俺に抱かれたい？」

　次いで、甘く誘惑する囁きが美紅の鼓膜をくすぐった。

「……っ」

　やっぱり、見透かされていた。美紅を見つめる彼は、答えを聞くまでもないと言わんばかりに微笑み、けれど眇められた目を見れば美紅の返答を待っているのがわかる。

　美紅は浴衣の胸元部分をきゅっと握り、羞恥で朱に染まった顔で口を開いた。

「今日は、彰史さんにサプライズがしたくて……」

「うん」

「その……新しい下着を買ったの」

　語尾が弱まった口調から、彰史は〝新しい下着〟が普段使いのものではないと悟ったようで、楽しげに口角を持ち上げた。

「へぇ、それは楽しみだ。だったら、のんびり飲んでいる場合じゃないな」

　言うが早く立ち上がった彼が隣接する和室に行き、布団の上に腰を下ろす。それから、無言で視線だけをこちらに寄越した。

　ほんの一瞬だけ躊躇した美紅は、彰史になにを求められているのかを察して腰を上げた。

　息を潜めるようにそっと歩き、和室に踏み入れたところで足を止める。後ろ手で襖を閉めると、突き刺さる視線を受け止めながら帯に手をかけた。

　彼はわずかに目を丸めたが、またすぐに微笑を浮かべた。

　美紅が緊張で震えそうな手で帯を解いていく。衣擦れの音がどこか生々しく、それでいて愛欲を煽るようでもあった。

　思わず吐息を漏らせば、彰史の目に鋭い光が宿る。視線だけで下腹部がきゅうっ……とすぼまり、つい太ももをすり合わせてしまいそうだった。

　帯を外してしまえば、浴衣がはだけて下着が見える。美紅は羞恥をこらえながら瞳を伏せ、肩から浴衣をはらりと落とした。

　ふっ、と彼が笑ったのがわかり、おもむろに視線を戻す。雄の欲望を纏う双眸と目が合った刹那、美紅はこくりと生唾を飲んでいた。

「プレゼント、受け取ってくれる？」

　これも誕生日プレゼントだということを告げれば、彼が満悦そうに口角を上げる。美紅の二重瞼の瞳は、愛する夫の端正な顔に釘づけになっていた。

　長いまつげに覆われた二重瞼の瞳に、スッと通った鼻筋。色香を纏った笑みを湛える少し彫りの深い面立ちは、いつだって美紅の心を簡単に捕らえてしまう。

「おいで」

　眇めた目を向けられてそう言われるまでには数秒もなく、美紅は従順に頷いて柔らかな布団を踏み、彰史の前で膝をついた。

「俺に好きにされる覚悟はちゃんとできている？」

「……うん」

　淫蕩な意味を孕んだ問いに細い腰を戦慄かせながらも頷けば、彼の瞳に興奮が混じる。

「彰史さんの好きにして？」

　恥じらいを覗かせた微笑は、どこか妖艶にも見えた。艶やかな色香を纏う表情が、一瞬で彰史の心を掴んでしまう。

　彼が息を短く吐けば、室内の空気にいっそう淫靡な熱が増した。

「美紅は俺をどうするつもりなんだ」

　悩ましげにしつつも唇の端を持ち上げる彰史は、困惑と喜びに苛まれているようだった。

「こんなことされたら、朝まで寝かせてあげられないけど」

　彼を喜ばせたい美紅にとって、そこまで思ってもらえるのは本望だ。そんな気持ちを伝えるように、骨張った手をそっと取る。

「うん……。今夜は特別だから……」

　刹那、彰史が美紅の腰を引き寄せた。密着した身体が浴衣越しの彼の硬い胸板に押しつけられ、ダウンライトに照らされたふたりの顔がグッと近くなる。

　彰史のソフトツーブロックの髪から嗅ぎ慣れないシャンプーの香りが漂い、非日常感が増した。

　キスの予感を抱いた美紅が瞼を閉じれば、間を置かずして唇が重なった。

　最初は触れるだけのくちづけ。少し強めに押しつけられる唇からは彼が興奮していることを感じたが、いつものように労わりが混じった優しさもある。

「ねぇ、彰史さん……今日は私がしたい……」

　唇が離れた隙に、美紅はようやく今夜の目的を口にできた。相変わらず恥ずかしさはあるものの、結婚当初に比べればこうして積極的な言葉を伝えられるようになったと思う。

「気持ちは嬉しいけど……俺はされるよりもする方が好きなんだ」

　けれど、彰史は眉を寄せて小さく笑い、意味深な視線で美紅の全身をたどった。

「これを脱がすのが、すごく楽しみだしね」

「でも……」

　今夜のために立てた計画を決行したくて食い下がろうとすれば、言葉を遮るように唇を奪われた。唇が食まれたあと、甘さを秘めた視線を寄越される。

「ね？」

　真っ直ぐな瞳でじっと見つめられてしまえば、素直な美紅はただ頷くしかない。彼は満足げに口角を上げると、親指で美紅の顎を掬い上げた。

　再び唇が合わさり、柔らかな感触に包まれる。下唇を舐められ、戯れるように唇全体を食まれて、甘やかすためのキスが繰り返されていく。

　美紅は、このくちづけが好きだった。

　彰史の情欲を感じるのに、どこか優しくて。このあとの情事を想像してドキドキする反面、大切に扱われている感覚に包まれて嬉しくなるからだ。

　毎日交わす挨拶代わりのキスや、情交中のそれとも違う。

　悪戯のような、それでいて相手の愛欲と熱を感じられるような……。甘やかな意図のある行為を重ねるたび、彼への想いが膨らんでいく。

　何度もキスを交わして唇が熱くなり始めた頃、彰史の舌が美紅の唇を割り開き、そのままゆっくりと押し入ってきた。

　舌先が歯列に触れ、いたずらになぞり出す。熱い肉塊を受け入れるように口を開けば、すぐに彰史の舌が美紅の上顎を撫でた。

　少しくすぐったくて、けれど背筋がゾクゾクと粟立つ。下肢がむずがゆくなるような感覚を抱き、下腹部がじんわりと熱を帯びていった。

　自然と鼻から抜けたような吐息が零れる中、必死に彼の舌を追いかける。程なくしてお互いの舌が絡み合い、表面や側面を丹念に舐められたかと思うと、舌全体を吸い上げられた。

「んんっ……！　ぁ、はぁ……」

　湿ったリップ音が、鼓膜をくすぐってくる。彰史の手が美紅の顔を包むように置かれているせいで耳まで隠れ、淫靡な水音が頭の芯にまで響いていた。

　キスだけで眩暈を覚える。脳が酩酊感に襲われ、鼻先をくすぐる彼の匂いとあいまってクラクラする。

　縋るように彰史にしがみつけば、大きな左手が下りてきた。そのまま美紅のダークブラウンのセミロングの髪をかき分け、無防備になった背中をそっと撫でた。

　美紅の唇から甘い声が漏れ、反射的に細い肩が跳ねる。キャミソールの背面は大きく開いているため、剥き出しの白い肌が彼の指先に弄ばれてしまう。

　産毛を撫でるかのごとく、ふんわりと背筋をたどる指先。その感覚を無意識に追った美紅の腰が密かに戦慄いた。

　塞がれていた唇が離され、肺いっぱいに空気を吸い込む。身体が熱くなり始めているせいか、体内に取り込んだ酸素が冷たく感じて心地好かった。

「ぁん、っ」

　息苦しさから解放されたのも束の間、骨張った手にたわわな膨らみを掴まれた。

　頬を撫でていた右手と背中にあったはずの左手が、ふたつの乳房の形を変えていく。

　下から掬い上げるように、かと思えばゆったりと円を描くように。けれど、小さな蕾には決して触れてはくれず、もどかしくて焦れてしまうほどだった。

　節くれだった指先が動くたび、敏感な先端を愛でてもらえるんじゃないかと期待する。しかし、悪戯に動き回る彼の指は、そこだけを上手く避けている。

　追い縋るように身体をわずかに動かしてみても、彰史は華麗によけてしまい、決して幼気な粒を触ってはくれない。

「……っ、やだ……どうして……」

　涙が浮かぶ瞳で彼を見れば、淫蕩な色をした眼差しとぶつかった。

「こうして触れているだけでも、美紅のここは勃ち始めているだろう？」

　視線を下げてみると、確かに柔らかかったはずの蕾がブラのレースを押し上げている。まだ熟れ切ってはいないが、本当にこのままでも硬くなってしまうんじゃないかと思った。

　それでも、今すぐに刺激が欲しい。そんな気持ちで眉を下げて顔を上げれば、彰史が困ったように微笑んだ。

「その顔はずるいな」

「ずるいのは、っ、ぁ……彰史さん、だよ……」

　甘えたような吐息とともに言い返せば、彼は心外だとばかりに苦笑を零す。直後、胸を弄ぶ手のひらが、硬さを帯び始めていた突起を撫で上げた。

「あんっ……！」

　突然の刺激が美紅を襲う。レースごとこすれた可憐な粒が敏感に反応し、まるで最後の一押しだったようにツンと天を仰いだ。

「もう勃ったね」

　唇の端を持ち上げた彰史が、しっかりと主張するふたつの頂きを指の腹で揉み込むようにし、次いできゅうぅっ……と摘まみ上げる。

　欲していた快感を一気に与えられ、美紅は胸を突き出すようにしながら嬌声を上げた。

「下着の上からなのに、そんなに気持ちいい？　それとも、焦れる感じが逆にいいのかな」

　シースルー生地のキャミソールと総レースのブラがもどかしいはずなのに、彼の言う通り感じてしまっている。けれど、直接触れてほしい。

「ほら、どうしてほしい？　今なら美紅の望み通りにしてあげるよ？」

　優しい囁きが鼓膜をくすぐり、魅惑的な言葉に熱い息が漏れる。脳裏で駆け巡る想像は淫靡なものばかり。いつもの彰史の愛撫を思い出し、密かに内壁が震えた。

「舐めて……噛んで、ほしい……っ」

「このまま？　それとも、直接弄る方がいい？」

　キャミソールの胸元部分を指先で軽く引っ張った彼が、美紅の望みを見透かすようにうっすらと嗤う。意地悪な態度なのに、美紅の胸の奥がキュンキュンと震えた。

　羞恥でいっぱいであっても、言わなければ願いが叶わないことはもう知っている。彰史が美紅の反応を楽しむのはいつものことで、美紅が答えるまで愛撫は与えられない。

「……っ。脱がせて、して？」

　だから、美紅は淫蕩な眼差しを受け止めたまま、眉尻を下げて小さく訴えた。

　瞬間、彼の瞳が弧を描く。その面差しは、言うまでもなく満足げだった。

　足の付け根まで隠していたキャミソールの裾から、骨張った手が入ってくる。下腹部をふんわりと撫で、ウエストラインをくすぐる手に、美紅の期待が高まっていく。

　たわわな膨らみの付け根にたどりつくと、指先がバストラインをツツッ……と走った。

　焦らすような動きに吐息を漏らせば、もう片方の手が臍をかすめたあとでブラのリボンを解いた。美紅の胸を覆うランジェリーが、なんの抵抗もなく緩む。

　キャミソールに引っかかったブラが、彰史の手によって左右にはだけさせられた。

「これ、いいね。上を脱がさなくても最後までできそうだ」

　唇の端だけを持ち上げた彼は、どうやらすべてを脱がす気はないらしい。美紅はそれに気づいたが、愛撫を与えてもらえるのならなんでもよかった。

「直接舐めて噛む、だったね」

　耳元で囁かれて、下肢がすぼまる。あえて確認されると、自分がいかにいやらしいことを求めたのかと思い知らされた。

　そんな美紅を余所に、彰史がキャミソールをたくし上げる。無防備な双丘に、少し冷たい空気が触れた。

　ふるりと身体を震わせた刹那、顔を近づけてきた彼が白い膨らみにくちづけた。ちゅっとリップ音が響き、何度かキスが繰り返される。

　大切に扱われていることがわかるのに、今はそれがもどかしくて仕方がなかった。

　つい太ももをすり合わせれば、それに気づいた彰史がクスリと笑った。

「きっと、もう濡れているんだろうね」

　図星を突かれて、美紅の頬が真っ赤になる。さきほどからずっと、蜜口辺りに冷たいものを感じていたが、いざはっきりと指摘されてしまうと羞恥が大きくなる。

「そっちも早く確かめたいけど……まずはこっちだね」

　一方、彼は楽しげな笑みを零し、刺激を待ちわびていた幼気な蕾に舌を這わせた。

「あっ……！」

　左側の突起の付け根をクルリと舐め、温かい口内に含まれる。唇で吸い上げるようにしながら舌先で弄ばれ、甘い快楽に翻弄されていった。

　もう片方の先端は節くれだった指先にいじくられ、丹念に揉み込むように捏ね回された。

　この快感を待望していた。可憐な粒には絶え間なく喜悦が送り込まれ、あっという間に甘い痺れが広がっていく。

　飴玉を転がすように舌で嬲られるのも、指の腹で摘ままれるのも、弾力のある乳房を揉みしだかれるのも、どれも気持ちいい。

　美紅の弱点を知り尽くしている彰史は、まごうことなき愉悦を注ぎ込んでくれた。

「ひっ……！」

　甘い感覚に陶酔していると、唐突に芯を持った薄桃色の果実に歯が立てられた。痛みを感じないギリギリの強さで噛まれ、先端の小さなくぼみは舌先でグリグリと押される。

　電流が流れるようなビリビリとした刺激が全身を這い回る。喜悦に見舞われた美紅の細い腰が、数回大きく跳ねた。

　絶えず与えられる感覚に翻弄されてしまう。自身が乱れていく様を見られるのは恥ずかしくもあるのに、美紅を見下ろす彰史の瞳に覗く雄の劣情にゾクゾクさせられた。

　甘ったるい声が漏れ、空気を揺らす。住み慣れた家とは違う場所での行為というのもまた、ふたりの興奮を煽っていった。

　けれど、美紅はもっと気持ちよくなれることを知っている。そのせいで次第に焦れ始めていき、無意識のうちに膝をすり合わせてしまっていた。

「次はどうする？」

　すると、目敏い彼が顔を上げ、淫悦に溺れかけていた美紅に笑みを寄越した。

「……っ、ぅん、あぁっ」

　上目遣いのまま愛撫が再開され、舌と指先に与えられる刺激に視界が歪む。熱を持った口腔に飲み込まれた先端が、溶けてしまうかと思った。

「もっと、っ、してほしい……！」

「〝もっと〟って？」

「んんっ」

　美紅の答えに満足しなかった彰史は、たしなめるように突起を吸い上げる。美紅は、自身の膨らみを弄んでいた右手を取り、おずおずと下肢に誘導した。

「……こっちも、して？」

　直接的な言葉は言えなくて、精一杯のおねだりをして見せる。眉を下げた彼が、ふっと微笑んだ。

「美紅は俺を煽るのが本当に上手いね」

　そのセリフはそっくりそのまま返したい。ただ、今はそんなことはどうでもよくて、新たな悦楽ばかりを求めてしまう。

　そんな美紅の望みを受け入れるように、彰史の手がショーツの上で動いた。

　レースに透けている柔毛辺りをふんわりと撫で、デザインを楽しむかのごとく指が生地の上をたどっていく。脚の間に膝が入ってくると、素直に受け入れた。

　相変わらず、双丘の頂きは舐められたまま。さらにはショーツの縁をなぞる指先に期待を寄せ、鼓動がドキドキと高鳴っていた。

「Ｔバックだと紐をずらすだけで触れるのがいいな」

　喜色を孕ませた声音が落ちてきた直後、クロッチ部分の紐を軽く引っ張られて、美紅の脳裏に口にはできないような想像が駆け巡った。あられもなく乱れる自身が安易に浮かび、それだけで吐息が漏れてしまいそうになる。

　彰史はふっと目を眇め、まだ芽吹いていない下肢の蕾を指先でそっとかすめた。

「……ぁ、っ」

　触れるか触れないか。その程度の刺激なのに、過敏な粒はしっかりと快感を受け取る。

　ほんのわずかな快感すら嬉しくて、美紅は思わず腰を揺らめかせた。一番敏感なその場所を、自ら彼の指の腹に押しつけるようにしてしまう。

　はしたないとわかっているのに、悦楽を追う身体が止まらなかった。

「今日はいつも以上に興奮しているね。うちとは違うから？　それとも、このランジェリーのせいかな」

　きっと、どちらも正しい。両方の理由が相乗効果となり、美紅をどんどん淫らにしていく。

　身も心も羞恥に襲われているのに、自分が大胆になると彼が喜んでくれることを知っているから、美紅は素直に本能のまま求めることができた。

「……ん、彰史さん……早く……っ」

　焦れてねだる美紅に、彰史が笑みを零す。愛おしいと言われているような優しい眼差しなのに、瞳の奥はギラギラとした欲に塗れている。

「仕方がないな。……ほら、ここだろう？」

「あぁッ……！」

　いきなり花芽をグリッと押し潰され、美紅の背中が弓なりになる。求めていた刺激だったのに、予想以上に苛烈な喜悦を持て余して咄嗟に首を振っていた。

　彰史はうっとりとしたように微笑み、ショーツの紐をずらしたまま指先を動かす。

　包皮の上からクリクリといじくり、時折蜜孔から雫を掬っては脆弱な一点に塗りたくって。蜜をまぶした小さな粒を、丹念に優しく捏ね回す。

　彼の手にかかれば蕾が芽吹くのはあっという間で、つるりとした真珠のような赤い芯が顔を出した。

「気持ちいいね？」

「……はぁ、ッ……うん……いい、っ……」

　従順に頷く美紅に、彰史の顔は満悦そうな笑みを湛える。

　姫粒を掬い上げるように押されるとたまらなくて、落ち着いた部屋の雰囲気に似つかわしくない嬌声が飛び散る。声を抑えようと唇を噛みしめても、啼き声は止まらなかった。

　滲む視界に彰史を映す美紅は、絶え間なく零れる体液で臀部の方まで濡れていくのを感じながら、必死に快楽を追いかけ続けた。

　やがて、とどめとばかりに淫芽をグリグリと押し、強く捏ね繰り回された刹那。

「……ひっ……！　ああぁぁぁぁっ──！」

　下肢から頭頂部に向かってビリビリとした痺れが駆け抜け、引き攣ったような声を上げながら法悦の波に飲み込まれてしまった。

「上手にイけたね。ここ、真っ赤に腫れているよ」

「ふぁ……ぁ、んっ」

　ここ、と指摘しつつ蜜芯をツンと突かれ、華奢な腰が震える。

　熱い吐息を漏らせば身体を寝かされて膝を抱えられ、秘部に彼の顔が近づいてきた。

　そこを見られるのは未だに恥ずかしい。反して、羞恥をこらえれば得も言われぬ淫悦を与えてもらえることを知っている。美紅は抵抗も見せずに、彰史を受け入れていた。

　ふっ、と息を吹きかけられ、熱を孕んだ空気が当たる。敏感な部分はそれだけで幼気な反応を見せ、蜜口がヒクヒクと戦慄いた。

　柔毛をかき分ける指先に期待が高まり、触れてもらえるのを今か今かと待ちわびている。

　ようやくして、舌先が秘芽をくすぐった瞬間。

「……あぁんっ！」

　悩ましいほどに甘い声が響き、美紅が腰をくねらせた。

　熱い舌が突起の根元をクルリとたどり、下から持ち上げるように押し潰す。口内に飲み込まれて嬲られると、喜悦を受け止め切れなくなって全身が跳ねた。

「動かないで。ちゃんと舐めてあげられない」

　言葉とは裏腹に、彼の手は美紅の太ももをがっちりと掴み、大きく広げている。自由になるのは膝から下だけで、美紅は爪先を丸めながら嬌声を上げた。

　ちゅっ、ぴちゃ……と艶めかしい音が鼓膜を犯し、頭がおかしくなりそうだった。

　そんな美紅をさらに追いつめるがごとく、節くれだった指が蜜路に侵入してきた。

「やぁ、っ……あぁ、っん、ぁ……」

　いきなり二本の指を飲み込まされ、息を詰めそうになる。

　外側と内側に与えられる刺激に翻弄される美紅を余所に、彰史は中指と人指し指を広げるようにしたり指の腹で押すように襞を撫でたりと、性急に蜜壺を解していく。

　程なくして指を鉤状に曲げ、弱く過敏な部分をこすり上げた。

「──ッ、ひっ……ああっ……！」

　最初から容赦なくこすられて、全身がビクビクと痙攣する。

　そこで達することを教え込まれた美紅は、掻きむしるような動きに涙を流した。

　姫粒と姫襞を同時に愛でられ、為す術もなく高みへと押し上げられていく。こうされることを望んでいたはずだったのに、快感の渦から逃げ場を探すように首を横に振り、必死に脚をばたつかせた。

　けれど、美紅の弱点を知り尽くしている彼にとって、そんなものは抵抗ですらない。

「……そろそろ、かな」

「やっ……！　ぅっ、あああぁぁぁッ──」

　とどめとばかりに花芽を吸い上げられると、美紅の身体は瞬く間に愉悦の沼に放り込まれ、彰史の指を食いしめながら蜜飛沫を散らせた。

　はぁ……と熱い吐息が触れた直後、肉襞を捏ねていた指が抜かれる。甘苦しい刺激が遠のくと、秘孔が寂しげにパクパクと轟いた。

「美紅、このまま挿れるよ」

「ん、っ……もうちょっと、待って……」

「だめ。俺ももう我慢できない」

　虚ろな視線を下げれば、浴衣をはだけた彰史の中心はそそり立っていた。まだ呼吸が整わない美紅は、窮屈そうにボクサーパンツを脱いだ彼の下肢から目が離せない。

　ごくりと喉を鳴らせば、クスリと笑われてしまった。

　彰史は帯を外して浴衣を脱ぎ捨て、手早く雄幹に薄膜を被せた。パチッとゴム製特有の音が鳴ると、程よく鍛えられた身体を折り曲げるようにして彼が美紅に覆い被さった。

　ショーツの紐が邪魔だと言わんばかりに寄せられ、下肢同士が密着する。

　硬く大きくなっている剛直で濡れそぼったあわいを撫でられると、すっかり熟れた蜜粒まで届き、そのわずかな刺激すらたまらなかった。

　美紅も腰を押しつけるようにして、夢中で下肢をこすり合わせる。こんな感覚だけでは足りないのに、可憐な淫芽を弄ばれるほどに興奮が大きくなっていく。

「はやく……あきふみさっ……！」

　少し前には待ってほしいと願ったはず。それなのに、今はこの刺激では足りない。

「美紅……っ、さっきは『待って』って言わなかった？」

　興奮を隠さない彰史の視線が、いたずらに美紅を咎める。けれど、その声の甘さはただの意地悪であることを語り、美紅は涙に濡れた瞳で彼を見つめた。

「お願い……っ、ね？」

　逞しい腰に足を絡め、触れるだけのキスでねだる。

「……っ、ああ、もう……。俺の奥さんは本当に最高だ」

　幸せそうに言うが早く、ぬかるみに照準を定めた彰史が腰を押し進めると、ぷっくりと膨らんだ先端が蜜壺に侵入し、次いで雄芯が柔壁をゆっくりとかき分けてきた。

「アッ……」

　美紅は縋るように真正面にある彼の首に腕を回し、自らくちづける。自分がされたことを真似るがごとく、柔らかな上唇と下唇を食み、唇同士をすり合わせた。

　その間にもどんどん押し入ってくる楔に、蜜襞は抵抗するようでいて嬉しそうに纏わりつく。うごめく肉壁は、まるで愛する人の分身を抱きしめているようだった。

「ふぁ、っあ……」

「……っ、はっ……！　全部、挿った……」

　その言葉と体内を埋め尽くす感覚に、蜜壺がきゅうぅっ……と轟く。

「……ぅ」

　刹那、彰史が眉根を寄せて小さく呻き、恍惚混じりの笑みを浮かべた。

　骨張った手が美紅の下腹部を撫で、「動くよ？」と首を傾げてくる。ただ、それは了承を得るためのものではなく、美紅がどう答えようがこの先に起こることは決まっている。

　美紅はすべてを察した上で微笑み、大きく頷いて見せた。

　その直後、彼は雄杭が抜けるギリギリのところまで腰を引くと、さきほどに反して勢いよく腰を打ちつけてきた。

「ひぅ……っ、ああっ！」

　身体を揺さぶられ、反射的に閉じた瞼の裏が明滅する。甘苦しい律動は、美紅が受け止め切れないほどの喜悦を与えた。

「……ここ。美紅はこの浅いところと、奥が好きだよね」

　淫靡な指摘に、イヤイヤをするように首を横に振る。図星を突かれたことが恥ずかしく、それ以上に快感を持て余してどうすればいいのかわからなかった。

　一方で、彰史は目をスッと眇めて微笑み、さきほど指で可愛がった浅い部分を丹念にこすり始めた。

「はぁっ、んぁ……アァッ、ぁ。ああっ……」

　愛する人の身体の重みが心地好く、けれど激しさを増す抽挿に全身がじんじんと痺れる。気持ちいいのかすら判断できなくなりそうな感覚に息を詰め、甘い声で啼く美紅の眦からは雫が伝った。

　美紅を高める彼の熱杭に、脆弱な内襞を繰り返し嬲られて。硬い身体に巻きつけていた脚が、何度もずり落ちそうになる。そのたびに絡め直し、そしてまたいたずらに穿たれた。

　もうだめ、と脳裏に過る。滲む視界に映る彰史の面持ちにも余裕はなく、下腹部の裏側をいっそう強く搔きむしられた。

「ッ、だめ……っ、あぅんっ……イッちゃ……ッ」

　不随意に蜜窟がすぼまり、柔らかな肉が屹立に纏わりつく。そこに秘した欲望を求めるようにきゅうきゅうと絡みつき、彼がたまらなさそうに歯噛みした。

　刹那、ガツンッ……と充溢した滾りを突き立てられ、美紅の全身が大きく跳ね上がった。ビクビクと痙攣する肢体が昇り詰め、爪先がピンと伸び切る。

「──ああああぁぁぁっ！」

「……クッ、ぅ……ハッ」

　彰史の腰に巻きつけていた脚が落ちるさなか、彼は息を詰めながら低く呻いた。次いで腰をぶるりと震わせ、薄膜の中に飛沫を迸らせた。

　歪み切った視界の端に彼の顔を捉え、美紅がふんわりと微笑む。優しい笑みが返ってきたことに安堵して瞼を閉じると、身体を横向きにされた。

「……彰史さん？」

　かすれた声で名前を呼べば、背後から抱き寄せられた。そのまま右足を持ち上げられ、秘裂に獰猛な切っ先があてがわれる。

「えっ……!?　ああぁっ……！」

　疑問を紡ぐ暇もなく隘路を突き上げた昂ぶりが最奥に届き、美紅は抵抗もできずに受け入れるしかなかった。まださきほどの法悦の余韻に満ちた姫洞が、キュンキュンと戦慄く。

　シーツについた左側に身体が倒れそうになるが、彰史がそれを許さない。彼は美紅の身体を大きく開くように右脚を抱え直し、無防備なうなじに唇を落とした。

「やぁ……も、むりぃ……」

　後側位で挿入され、美紅は涙を零しながら振り返った。

「美紅の『無理』は『嬉しい』にしか聞こえないよ」

　クスクスと笑われて、熱い吐息が耳朶をくすぐる。それだけで内壁がうねり、彰史の笑みが深まった。

　いやらしいと指摘されているようで、恥ずかしくてたまらない。それなのに、身体が悦び始めていることにも気づき、否定もできない。

「ほら、ここは悦んでいるだろう？」

　美紅の脚を拘束している骨張った右手が、繋がっている部分をいたずらに撫でた。指の腹が膨らみ切った蜜核をかすめ、美紅は喉を引き攣らせながら透明な蜜をとろりと零す。

「今度は一番奥を優しく突いて、ゆっくりイかせてあげる」

　まるで子守唄でも歌うような穏やかな声音とは裏腹に、その言葉にはひどく淫蕩な熱が混じり、耳殻に触れる息も熱い。

　けれど、甘やかすようにゆったりと腰を動かされると、夫に従順な蜜襞は剛直にしがみつくように轟いて見せた。

「クッ……！　もう待ち切れない？」

　ゆるゆると遊ばせているだけだった腰が、最奥をめがけて押し進んでくる。その間にも柔襞の至るところをこすられ、太く逞しい楔から繰り出される刺激に啼き声が止まらない。

「ぁ、ぅんっ、ああっ……ふぁ、ん……」

　激しさはないのに、一番奥のくぼみをトントンと叩かれると至上の快楽が全身を走り抜け、脳芯がじんじんと痺れた。

「……ッ、は、っ」

　美紅の背中にくちづけながら、彰史が息を噛み殺す。色っぽい吐息に胸が高鳴り、心と連動するように淫道がすぼまった。

　もう本当に無理だと思うのに、甘苦しい感覚に身体は歓喜し、熱芯をきゅうきゅうと食いしばる。すると、今にも爆ぜそうなほどに充溢した滾りがピクピクと震えた。

「これ……ちょっと邪魔だね」

　脱がしたくなかったんだけどね、という呟きを耳にした直後、左右のリボンを解かれてしまう。彼は焦れったそうにショーツを引っ張り、まろみを帯びた臀部側から抜き取った。

　下着で締めつけられていた秘部が解放感に包まれても、美紅にはそれを気にする余裕なんてない。

「あ、っ、ああっ、ふぁ……んっ、あんっ」

　限界がすぐ目の前まで迫ってきている。彰史はそれを察したのか、最奥だけを穿ち始めた。

　凶暴な切っ先で叩かれれば叩かれるほど、愉悦が襲いかかってくる。思考が煮崩れるように脳が痺れ、美紅の身体はされるがまま揺すぶられていた。

　彼の責めは寸分の狂いなく繰り出され、美紅はとうとう四肢を大きく強張らせた。

　数瞬して閉じた瞼の裏がチカチカと光り、むりやり高みに追いやられる瞬間。

「アッ……ひっ、ぁああっ……やぁ……ああああぁぁぁっ──！」

　美紅は蜜路をうねらせながら法悦の波にさらわれ、密着した下肢が熱い飛沫に塗れた。

　とどめとばかりに数回ほど腰を打ちつけた彰史も、荒い息を吐き捨てるように声を漏らして胴震いする。刹那、怒張がビクンッ……と大きく跳ね、濃密な精が解き放たれた。

　彼は美紅を抱きすくめ、愛おしむようにうなじにそっとくちづけた──。
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　京都旅行から一ヶ月以上が経った、暑さ厳しい七月上旬。

　まだ梅雨明けは訪れず、じめじめとした日が続いていた。

　先週はずっと雨でうんざりしたものの、週末には彰史と一日中まったりと過ごせ、これはこれでいいなと思った。ああいう時間があるのなら、洗濯物を外に干せないことくらいどうということはない。

　美紅にとっては、長雨が運んでくる憂鬱よりも、愛する夫と四六時中ふたりきりで過ごせる至福の方が大きかった。

　週に三回のパートは相変わらず楽しく、主婦業と両立しながら〝カフェで働く〟という夢を満喫している。

　パートのない日には、少し手の込んだ料理を作ったり、丁寧に掃除をしたり……。はたまた、麻紀とランチに行ったり、実家に帰ったりすることもある。

　最初はままならなかった掃除や洗濯も、今やお手の物。自他ともに認める箱入り娘だった美紅だが、些細なことでも褒めてくれる彼のおかげで上達できた。

　それでも、彰史は休日には家事を分担してくれるし、激しく抱かれた翌朝に寝坊した時にはブランチが用意されていることも珍しくはない。

　彼の作る食事はおいしく、そうしてまた幸福感に満たされる。

　特に、今日のような金曜日の夜は幸せな気持ちになれる。明日と明後日の二日間は彰史とずっと一緒に過ごせると思うと、ワクワクしてたまらなかった。

　あの京都旅行の頃からは彼の帰宅が早い日が増え、嬉しいこと尽くめだ。

　今夜も定時で退社できたらしい彰史は、ベッドで美紅に腕枕をしていた。

　美紅も喜びを噛みしめつつ、ふと彼を見て口を開いた。

「そういえば、最近は仕事が落ち着いてるの？　帰りが早いことが多いし、前は土日にもたまに仕事をしてたけど、それも減ったよね」

「この春に大おお阪さかから異動してきた部下のおかげで、俺の負担が少し減ったんだ。それに、同時期に来た派遣社員さんの中にも優秀な人がいて、すごく助かってる」

「そうなんだ」

「ああ。部下の楢なら崎さきくんとは大阪出張に行った時に一緒に仕事をしたんだが、その時から優秀だと思っていたんだよ」

　名前につけられた敬称が『くん』であることに密かに安堵し、楢崎という男性のおかげで彰史の負担が減ったのだとしたら、自然と感謝の念が芽生えた。

「派遣社員の津つ村むらさんは、よく気が利くし仕事も速い。こっちが頼んだこと以上にやってくれるから、契約期間が短いのが勿体ないと思うくらいだ」

　ところが、次に出た名前はどうやら女性のようで、美紅は平静を装いながらも少しだけ不安になってしまう。彰史が浮気するとは思えないが、相手が彼を好きになる……というパターンはすでに経験済みだ。

「その……津村さんって方は女性……だよね？」

「気になる？」

　クスッと笑われて、美紅が視線を彷徨わせる。彰史は目を眇め、美紅の唇にキスを落とすと、「可愛い」とひとりごちた。

「大丈夫……！　だって、お仕事だもんね！」

　明るく言って見せたが、微笑む彼に見透かされていることは明白だった。

「本当に？」

「……本当は、ほんのちょっとだけ気になってるけど……」

　語尾を小さくしながら白状すれば、彰史がふっと瞳に甘さを湛えた。

「確かに、津村さんは真面目で素敵な女性だけど、それはあくまで仕事上での話だ。俺にとって生活も共にしたいと思えるような素敵な女性は、美紅以外にいないよ」

　それがお世辞ではなく彼の本音であることは、もう知っている。お見合いで再会して以来、自他ともに認めるほど大切にされているからこそ、心から信じられた。

　ただ、素直に受け取りつつも恥ずかしさはあって、頬がわずかに赤らんだ。

「えっと……ありがとう」

　彰史が柔和な眼差しで頷き、美紅の頬にキスを落とす。

「それに、心配しなくていい。前みたいに美紅を不安にさせないように、津村さん以外の女性ともちゃんと距離を置いているから」

「そ、そういう心配はしてないんだけど……。でも、彰史さんはモテるから……」

「別にモテないよ。それに俺は、俺の奥さんにだけモテていれば充分だ」

「……っ」

　見据えるような瞳と甘い言葉に、胸の奥が大きく高鳴る。一瞬で美紅をドキドキさせる彼は、無意識下でも女性の心を虜にしそうで、妻としては気が気じゃない。

　もっとも、彰史の普段の言動を思い返せば、大切にされているのも愛されているのも、十二分に伝わっているけれど。

「私にはずっと……っていうか、一生モテてるから大丈夫だよ」

「じゃあ、安心だ。こんなに可愛い奥さんに捨てられたら、俺は生きていけないかもしれないからね」

「私も同じだよ？　彰史さんに捨てられたらきっと生きていけない」

「俺が美紅を捨てるわけがないだろう。こんなに愛しているのに」

　ふたりを包む雰囲気は、蜂蜜を絡めたように甘ったるい。

　ドキドキして、ふわふわして。なんだか、心がどこかに飛んでいってしまいそうだ。

　ベッドの中の空気が面映ゆくて、つい顔を見合わせてクスクスと笑ってしまう。

　いつの間にか窓を叩く雨音が小さくなっていたことに気づいた時、彼が美紅の顎を掬い上げて唇にそっとくちづけた。

「俺がどれくらい美紅を愛しているか、今夜もじっくり教えてあげるよ」

　艶麗な笑みを浮かべた彰史の囁きに、美紅の腰が密かに戦慄く。従順な反応を見せる身体は、彼だけに甘く開くように創り変えられてしまったのかもしれない。

　けれど、それもまた幸せだと思う心はときめきを感じ、砂糖を溶かし込んだようなキスに陶酔していった──。
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　数日後の木曜日。

「相変わらず、心も身体も満たされてます、って感じね」

　昼下がりのカフェレストランの一角で、麻紀が呆れ混じりの笑みを零した。

「まだ新婚って言える期間なんだろうけど、さすがにラブラブ過ぎない？」

「……麻紀が訊くから答えたんじゃない」

　彼女が彰史との生活について尋ねてくるのはもう挨拶代わりみたいなもので、こうして呆れた笑顔を向けられるところまでセットになっている。

　美紅はそれをわかっていながらも、つい素直に彼とのことを話してしまう。

　今日も今日とて、一日三○食限定のランチセットを注文し、京都旅行のお土産を渡した直後に、『最近は彰史さんとどうなの？』と尋ねられたのだった。

「うん、だって訊きたいし。ここまで仲がいいといっそ清々しいっていうか、嫉妬も芽生えないほど微笑ましいんだよね」

「それ、褒め言葉だと思っていいの？」

「もちろん。まぁ、私としては色々訊けるのも楽しいし、今回はとりあえずセクシーランジェリー作戦が成功してよかったねって感じ」

「ちょっ……！　声が大きいよ！」

「誰も聞いてないでしょ」

　確かに、周囲のお客さんたちがこちらの会話を気にしている素振りはない。麻紀の声も特別大きかったわけではないが、それでも真っ昼間のカフェで話すような内容ではない。

「聞かれてなくても、こんなところで話すなんて恥ずかしいよ……」

「え～、なんなら私はもっと色々訊きたいけど？」

「旅行から帰ってきた時に、ちゃんとメッセージ送ったじゃない」

「【喜んでもらえたよ。ありがとう】だけね。もっと濃厚な報告を楽しみにしてたのに」

　彼女はいったいなにを知りたいというのだろう。

　恐らく、どんなプレゼントを贈り合ったか……なんてことではないはずだ。そもそも、美紅が彰史に革靴を贈り、彼からはネックレスをもらったことはとっくに報告済みである。

　プレゼントしてもらったネックレスは今もつけている。三日月のようなモチーフに、小さなパールとダイヤモンドがあしらわれたデザインで、とても気に入っていた。

　ただ、求められているのはそういう話ではないことを察しているため、これ以上この話をするのはやめようと決める。

「それより麻紀はどうなの？　新店舗に配属されて、そろそろ三ヶ月くらいでしょ？」

　麻紀の近況を知りたいこともあって話題を変えると、彼女の顔がパッと輝いた。

「充実してるよ！　今までの店舗より敷地面積が大きい分、これまで以上にディスプレイにこだわれるし、商品もたくさん置けるから売上にも直結しやすいし。店長は厳しいけど、うちにいる子はみんな意識が高いから、切磋琢磨できる感じがいいんだよね」

　麻紀は表参道店の副店長に抜擢されてから、今まで以上に仕事を頑張っている。バリバリ働く彼女がかっこよくて、話を聞くたびに憧れを抱いてしまう。

「まぁ、下の子の教育は難しいけど……。でも、それも含めてやり甲斐はあるしね」

　同い年なのに職場ではスタッフを教育する立場にあって、バイトスタッフの面接にも携わっているらしい。それに、最近では本社の会議にも出ているのだとか。

　明るくて気さくなところは出会った時から変わらないし、お互いのことをよく知っている長年の友人ではあるけれど。こうして仕事のことを話す麻紀は、普段の彼女と少しだけ違っていつも以上に輝いて見えた。

「そうだ！　今度さ、うちのスタッフと一緒に飲みにでも行かない？」

　そんなことを考えていた美紅に飛んできたのは、唐突過ぎる提案だった。きょとんとすると、麻紀が朗らかに笑った。

「私と一緒に表参道に配属されたスタッフなんだけど、すごく素直で可愛くて、最近はよくご飯に行ってるんだー。美紅とも気が合いそうなんだよね」

「私と？」

「うん。その子、年上の彼氏がいるんだけど、めちゃくちゃラブラブなの」

　彼女から説明された〝年上の彼氏〟と〝めちゃくちゃラブラブ〟というワードに、美紅は興味をそそられた。どんな子なんだろう、と想像してワクワクする。

　高校時代にも何度かこんなことがあった。交友関係の広い麻紀を介して美紅の友人も増え、今でも彼女とともに複数で会う子たちがいる。

　学生時代は今よりも少しだけ内気だった美紅だが、麻紀のおかげで初対面の人とも普通にコミュニケーションが取れるようになり、フルールで働き始めた時にも随分と助かった。

　なにより、彼女に紹介されて仲良くなれなかった人はいないため、自然と胸が弾んだ。

「惚気てる時なんて、まるで美紅と話してるみたいなんだよね」

　そんな風に言われると照れくさかったが、本当に気が合いそうな予感がしてならない。

「麻紀がそう言うなら会ってみたいな」

「美紅ならそう言ってくれると思ってた！」

　嬉しそうにした麻紀が、「近いうちに会おう」と破顔する。彼女のことだから、きっと夏の間には予定を立てるに違いない。

「ふたりが惚気合うのが楽しみだなー」

「……惚気合うのは決定事項なの？」

「絶対そうなるよ。だって、恋人に翻弄されてるところもそっくりだもん。あ、美紅の場合は旦那さんだけど」

　クスクスと笑う麻紀は、どうやらその子と美紅をからかう気なんだろう。けれど、彼女にそこまで言わせる相手ならば、きっと気が合うに違いない。

「……で、美紅は最近どうなの？　少しは彰史さんを翻弄できてる？」

　話題の矛先が自分たち夫婦のことに戻って少々たじろぎつつも、素直に首を横に振る。

「全然だよ。私、彰史さんには一生敵わないと思ってるもん」

「あー、あの子も同じこと言ってたなぁ」

　楽しげな麻紀は、「年上の男ってそんなに難しいものなのかな」とごちる。

「難しいっていうか、敵わないって感じなの。こっちが翻弄したくて頑張っても、いつの間にか立場が逆転してるんだよ」

「まぁ、そもそも美紅の場合は彰史さんが全部初めてなわけだし、主導権を握るのは難しいでしょ」

「主導権が握りたいわけじゃないんだけど……」

　それは本音だった。美紅は別に彰史に対して主導権を握りたいわけではなく、今の関係性でも充分に幸せなのだ。

　ただ、たまには自分に翻弄される彼を見たい……とは思う。

「どっちにしても、彰史さんが相手だと、美紅は縛るくらいしないと勝てないんじゃない？」

「へっ……？」

　突拍子もない言葉に目を瞬かせれば、麻紀がからりと笑う。

　少し遅れてその意味を理解した美紅は、すぐさま顔を真っ赤にした。

「そっ、そんなことしないよ！　私は主導権が握りたいわけじゃないんだってば！　だいたい、別に勝ち負けの問題じゃないから……」

　彰史と経験値が違うことも、彼の方が何枚も上手なこともわかっている。

　ただ、少し……ほんの少しでいいから、美紅の言動に翻弄される彰史の姿を見てみたいし、たまには彼にも心置きなく甘えてほしい。

　甘やかされてばかりだからこそ、甘えてほしくなってしまうのだ。

「勝ち負けじゃなくても、たまにはいつもと違う姿が見たいとは思うんでしょ？　だったら、いっそのこと手首くらい縛ってみたらいいかもよ？」

「なっ……！　もうっ、麻紀！　そもそも、そういう意味じゃないからね！」

「でも、そういう意味もちょっとあるでしょ？　これを機にやってみたら、意外と楽しめちゃうかもよ？」

　まだ日も高いうちからこんな会話をするなんて、恥ずかしくてたまらない。テーブル同士の間隔は広いが、昼間のカフェで話すようなことではない。

　そう思うのに、うっかり彰史の手首を縛る想像をしてしまった美紅の顔は、まるで血液が集中したように熱くて……。鏡を見なくても、自分の頬が真っ赤なのがわかった。

　そんな美紅を前にした彼女は、ケラケラと笑っていた。
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　茹だるような暑さが続く中、八月に入った。

　水曜日の今日はフルールのパートの日で、美紅は朝からホールを駆け回っている。

　グリーンが並ぶ店内に差し込む日差しをウッド調のブラインドで遮り、空調もよく効かせているが、スタッフはみんな汗ばんでいた。セミロングの髪をポニーテールにしている美紅も、仕事の合間に何度もハンカチで額や首筋を拭った。

　そんな中、カフェタイムに入った一時間前からは客足が一気に増え、店の前に並ぶ人たちの列は増すばかりだ。猛暑日だというのに、テラス席まで満席だった。

　つい先日、ＳＮＳで告知した『とろける桃色パンケーキ』が今日から発売になったため、ほとんどのお客さんがそれを目当てに来ているのだろう。

　昨日まで一番人気だった『常夏のマンゴーパフェ』は、今日はまだ三食しか出ていないのに対し、桃のパンケーキの注文はすでに二〇食ほど出ているくらいの人気ぶりである。

　どちらも季節限定メニューだが、新メニューが出た初日は毎回大きな差が出る。

「ご注文を繰り返します。とろける桃色パンケーキがおふたつ、アイスコーヒーがおひとつ、トロピカルマンゴーティーがおひとつ……以上でお間違いないでしょうか？」

　ふたり組の女性客に笑みを向ければ、彼女たちは笑顔で返事をした。美紅は頭を下げてテーブルから離れ、キッチンスタッフにオーダーを通す。

　写真映えするマンゴーパフェも作るのが大変みたいだが、桃のパンケーキは調理に時間がかかる。キッチンスタッフの中には苦笑を零す者もいたものの、店長の機嫌はすこぶるよさそうで、誰よりも張り切っている。

　美紅も気合を入れ直し、出来上がったばかりの桃のパンケーキを手にし、さきほどとは別のテーブル客のもとへと急いだ。

　その後もオーダーが止まらず、キッチンもホールもてんてこ舞いだった。

　大学の夏休みと同時に入ってきたばかりのバイトスタッフは、仕事を捌き切れないようで混乱している。それに気づいた美紅は、彼女に声をかけに行った。

「なにをすればいいのかわからなければ、オーダーと片付けを優先してね。わからない時はいつでも呼んで。あと二時間もすれば落ち着くから、焦らずに頑張ってね」

「は、はい……」

　パニックになりかけていたバイトスタッフの表情が、ほんのわずかに和らぐ。美紅が笑顔を向けると、彼女からはぎこちないながらも微笑が返ってきた。

「すみませーん！」

「はい、少々お待ちください」

　美紅はバイトスタッフに、「笑顔を忘れずにね」と言い置き、六十代くらいの夫婦らしきお客さんのところへと足を向けた。

「えっと、この桃色パンケーキってアイスはなんの味ですか？」

「ピーチソルベとバニラアイスになっています。ピーチソルベはバイラアイスに変更することも可能です」

「じゃあ、このパンケーキをひとつ。あ、アイスはそのままにしてください。これと一緒に頼むなら、ドリンクはなにがおすすめですか？　できれば紅茶がいいんですけど」

「それでしたら、アールグレイかセイロンティーがおすすめです。季節限定のものですと、ミントティーやトロピカルブレンドをおすすめしています」

「ミントティーってさっぱりしてておいしそうね。じゃあ、私はそれにしようかな。あなたはアイスコーヒーよね？」

「ああ」

　質問に答える男性の声はぶっきらぼうだったが、美紅と話している女性を見つめる目は優しかった。きっと、奥さんを大切にしているんだろう。

　柔和な雰囲気の彰史とは違うタイプの男性ではあるが、とても素敵な夫婦に見えた。

　できれば、自分たちもそうなりたい。きっと、彼とならそんな未来を歩める気がして、少し想像するだけで幸せな心地がした。

　今夜、彰史が帰ってきたらこの話をしてみよう、と考える。彼が笑顔で相槌を打ってくれるところを予想し、自然と柔らかな笑みが零れていた──。

　

　その夜、二十一時頃に帰宅した彰史は、珍しく疲労感を滲ませていた。

　お盆前ということもあり、仕事が大変なんだろう。美紅の父も、ゴールデンウィークやお盆、年末年始などの休暇前は特に忙しそうだった。

　いつも通りにキスを交わし、美紅は笑顔で労う。

「お疲れ様。ご飯とお風呂、どっちを先にする？」

「今日は先にお風呂にしようかな。美紅はもう入ったんだね」

「うん。仕事中に汗を掻いちゃったから」

「それは残念」

　悪戯な笑顔になった彼に、「もう……」と小さく抗議する。

　彰史は、最近はよくこんな風に言うようになった。

　どうやら、未だに一緒にお風呂に入ることを恥ずかしがる美紅の姿が見たいようで、週に数回はバスルームに連れ込まれてしまう。情事に至るかどうかはその時次第ではあるが、美紅にとって問題はそこではなく、それ以前なのだ。

　ただ、誘惑上手な彼の誘いを断り切れないのが常で、いつも受け入れているのだけれど。

「じゃあ、ひとりで入ってくるよ」

「うん。ご飯を温めておくね」

「ありがとう」

　バスルームに向かう彰史を見送り、自身はキッチンに行く。

　今夜は、夏野菜カレーを作った。今月に入ってからずっと忙しそうな彼にスタミナをつけてほしくて、旬の野菜を甘みが出るまでしっかりと炒めてから時間をかけて煮込んだ。

　少量のオリーブオイルでグリルしたナスやオクラ、赤や黄色のパプリカなども添えれば見た目にも鮮やかになり、スパイスの香りが食欲をそそった。

　今日は美紅も動き回っていたため、調理中からずっとお腹の虫が鳴いている。空腹感を抱えながら、彰史がバスルームから戻ってくる頃を見計らってマカロニサラダや麦茶を注いだグラスも並べ、夕食の準備を整えた。

「いい匂いだね。お腹空いたな」

　タイミングよくリビングに現れた彼が、テーブルを見て目を細める。

「今日は夏野菜カレーだよ。じっくり煮込んでるから、おいしくできたと思うんだ」

「そうか」

　彰史は穏やかな微笑を零すと、美紅の額にくちづけ、頭をポンポンと撫でた。

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ。ただ、癒されるなと思っただけ」

「ふふっ、それならよかったです」

　特になにもしていないが、ほんのわずかでも彼の癒しになれたのなら嬉しい。そんな気持ちを隠すことなく笑った美紅は、お礼代わりのキスを返した。

　ふたりは微笑み合い、今度はお互いに顔を近づけて唇を重ねた。

「せっかく作ってくれたし、冷めないうちに食べよう」

　美紅が頷き、テーブルを挟んで向かい合う。「いただきます」と声を揃えると、彰史はスプーンを手にしてカレーを口に運んだ。

「すごくおいしいよ」

「本当？」

「ああ。ピリッとしているけど野菜の甘みがあるし、食欲がそそられる。おかわりしてしまいそうだ」

「いっぱい食べてね」

　彼は笑顔で頷くと、二口目を運んだ。お腹がペコペコだった美紅もカレーを頬張ると、思わず笑みが零れた。

　中辛のカレーは辛過ぎず、スパイスと野菜の甘みが感じられて空腹中枢を刺激してくる。彰史の言う通り、おかわりしてしまいそうだった。

「グリルした野菜もおいしいな」

「今日は野菜の特売日だったから、ついたくさん買っちゃったの。ピクルスも作ったから、明日から食べられるよ」

　夕食の支度をする傍ら、作り置き用に夏野菜のピクルスも作った。

　きゅうり、オクラ、二色のパプリカ、ミニトマト、人参を、少し甘めにしたピクルス液に漬けているところだ。明日の夜には食べ頃になるだろう。

「いいね。この時期、そういうさっぱりしたものが食べられるのは嬉しいよ。お酒のつまみにもなるし」

「そう言うと思って、いっぱい作っておいたよ」

　笑みを深める彼に、美紅も相槌を打つ。

　その後、今日のことを話しながらも夕食を楽しみ、食後には美紅の手製の紅茶のゼリーも食べ、日付が変わらないうちにベッドに入った。

「そういえば今日ね、フルールに来たご夫婦がすごく素敵だったの」

　昼間のことを詳しく話すと、彰史は微笑みながら相槌を打っていた。

「歳を重ねてもあんな風に仲良くスイーツを食べに来られるような夫婦って、なんだかいいなぁって思ったんだ」

「確かに、いい歳の重ね方だね。俺たちもそんな風になれるといいな」

「うん！」

　彼が同じように考えてくれていたことが嬉しくて、美紅が自然と破顔する。

　それからも他愛のない話をし、お盆のことにも話題が及んだ。

「彰史さんの実家への手土産、なににしようかな」

「たぶんなんでも喜ぶよ」

　来週に控えたお盆休みの予定を再確認しつつ、それぞれの実家に持っていく手土産のことを相談する。

　今年の彰史の休暇は土日を含めて五日間。

　大学生のスタッフが多いフルールは、お盆期間中は社員とバイトスタッフで回すことになっており、ありがたいことに美紅や家庭のあるパートスタッフは休暇をもらえた。

　初日の木曜日に彼の実家に、金曜日にはふたりでプールに行こうと約束している。本当は先月末に海に行く予定だったが、あいにくの天気で断念したため、代わりに都内にあるレジャー施設に赴こうということになった。

　三日目の土曜日には美紅の実家に顔を出す予定だが、残りの二日間はまだなにをするか決めていない。

「どこか行きたいところはある？」

「そうだなぁ……」

　考えてみたものの、意外と候補が浮かばない。

　お盆期間中はどこも混雑しているのは目に見えているし、今さら旅行に行くのも難しいだろう。この猛暑が続く中で屋外に出向くのは避けたいし、かと言って屋内では人混みを避けられないに違いない。

　それに、三日間は出かけるのだから、残りの二日は家でのんびり過ごすのも悪くない気がした。彰史と一緒に過ごせるのなら、カフェに出かけるくらいでも楽しいし、多忙な彼に身体を休めてほしい気持ちもある。

「特にないかも。彰史さんは？」

「俺も別にないけど、家にいるのはつまらないだろう？」

「そんなことないよ。彰史さんと一緒にいられるのなら、どこで過ごしても楽しいよ」

　笑顔を見せる美紅に、彰史がふっと瞳をたわませる。

「俺の奥さんは本当に可愛いことを言ってくれるね」

　額にくちづけられ、面映ゆさに頬が綻ぶ。頬や鼻先、眦に触れるだけのキスが何度か落ちてくると、最終的な目的地とばかりに唇が重なった。

　ちゅっ、ちゅっ……と唇を触れ合わせ、いたずらに食み合う。戯れのような行為によって生まれた甘ったるい空気の中、彼がおもむろに上半身を起こした。

　視線が絡み合い、なにを求められているのかを察する。美紅は自分も同じ気持ちでいることを伝えるように、自ら彰史の首に手を回して唇を奪った。

　刹那、後頭部を押さえるようにした彼の舌が唇を割り開き、さきほどとは一転したようにキスが深く淫靡なものへと変わった──。
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　蝉時雨が真夏の暑さを助長させるような、八月中旬。

　彰史のお盆休み初日の今日、美紅は彼とともに郊外にある三嶋家を訪れた。

「お義父さん、お義母さん、こんにちは」

「美紅ちゃん、いらっしゃい。待ってたのよ」

「暑かっただろう。早くこっちで涼もう」

　満面の笑みで美紅を迎え入れた彰史の父の信のぶ夫おと母の敏とし恵えは、息子にはたいして構わず、美紅を居間へと誘う。

　彰史は苦笑し、美紅はそんな彼を気にしつつも、彰史の両親に言われるがまま「お邪魔します」と頭を下げ、部屋へと上がった。

　閑静な住宅街の一角にある三嶋家は、４ＬＤＫの戸建てである。家の中はいつも綺麗に整頓され、小さな庭には敏恵の趣味である家庭菜園の野菜たちが所狭しと並んでいた。

　今はちょうどミニトマトやナス、きゅうりが豊作なのだと、敏恵は嬉しそうに話した。

「銀ぎんちゃん、こんにちは」

　居間に行くと、お気に入りの座布団の上にいた黒猫の銀ぎん之の助すけが尻尾を振りながら寄ってきた。美紅が腰を下ろせば、我先にと言わんばかりに膝の上を陣取った。

「銀は今日も美紅ちゃんがいいのね」

　銀之助は、もう十三歳になる雄猫だが、まだ元気で毛並みも美しい。

　美紅が彰史と上手く話せなかった頃、彼が会話のひとつとして銀之助の写真を見せてくれたことがある。彰史の前ではいつも緊張していた美紅だったが、そのおかげで自然と会話が成り立つようになり、彼と少しずつ打ち解けられた。

　言わば、ふたりが仲良くなるきっかけを作ってくれたキューピットのような猫である。

　結婚前の挨拶で三嶋家に来た時には銀之助に警戒されていたものの、今ではすっかり甘えてくれるようになった。

「頂き物の紅茶でアイスフルーツティーを作ったんだけど、どうかしら？」

「ありがとうございます。いただきます」

「彰史はどうする？」

「もらうよ」

「じゃあ、淹れてくるわね」

「あ、手伝います」

　腰を下ろしたばかりの美紅が立ち上がろうとすると、敏恵がふわりと微笑んだ。彰史は父親似だが、こうして見ると笑ったところは母親似だと思う。

「気を遣わなくていいのよ。美紅ちゃんはここにいて、お父さんの話し相手になってあげてちょうだい。この人、美紅ちゃんが来るのをすごく楽しみにしてたのよ」

「それは母さんもだろう」

「ええ、そうよ。だって、話したいことがたくさんあるんだもの」

　彰史は、一歳年上の兄──幸ゆき史ふみとふたり兄弟である。三嶋家に娘はおらず、幸史がまだ独身ということもあり、彰史の両親は美紅をとても可愛がっていた。

　素直で明るい性格の美紅は、いい意味で彰史の両親に甘えているため、義両親とは思えないほど良好な関係を築いている。

　ここ最近では、三嶋家に訪れると彰史や幸史よりも美紅の好物ばかりが用意され、毎度しっかりともてなしてくれる。どうやら、美紅が来る日が決まるや否や、彰史の両親が百貨店などに繰り出し、美紅が好みそうなものを探しているらしい。

　美紅はいつものように恐縮しつつも喜び、本人は無意識下ではあるが、義両親の心をしっかりと掴んでいた。

　そして、今日も今日とて、テーブルにはフルーツティーとともにカラフルなマカロンが並べられた。

「ここのお菓子、今すごく人気なんですって。お父さんがテレビで観て、『美紅ちゃんは絶対に好きだろう』って言い張るから、若い人たちにまぎれて並んでみたのよ」

　和風マカロンの専門店で購入してきたと言うそれらはすべて、和風の味なのだとか。

　小豆、きなこ、黒蜜、抹茶、ほうじ茶、柚子のクリームに、わらびもち粉で作られた白玉ほどのサイズの餅が挟まれている。

「すごいんだぞ。マカロンなのに和風の味しかないんだ」

「おいしそう！　私、洋菓子と同じくらい和菓子も好きだから嬉しいです」

「たくさん食べるといい。まだまだ買ってあるんだ。今回はこの六種類しか買えなかったんだが、他にも色々あったんだよ」

　聞けば、みたらし、さつまいも、緑茶など、全部で十五種類以上のマカロンが売っているが、どれも人気過ぎて買えなかったようだ。

　彰史の両親は残念そうにしていたものの、美紅は喜色を浮かべてお礼を言った。

　そんな美紅に、彰史の両親は目尻を下げている。

「……美紅にメロメロだな」

「あら、こんなに可愛い子にメロメロにならない方がおかしいでしょ。うちにお嫁に来てくれて嬉しいわ」

　呆れる彰史に、敏恵がお馴染みの言葉を返す。美紅は照れくさそうにしながらも微笑み、彰史の両親を交互に見た。

「私も、おふたりの娘になれて嬉しいです」

　美紅は常々、彰史の両親と話す時は楽しそうで、敏恵ともよく連絡を取り合っている。紡いだ言葉も、決して社交辞令ではなかった。

「ふふっ、ありがとう。ほら、食べましょう。美紅ちゃんが買ってきてくれたプリンは、あとで幸史が来たら一緒にいただくわね」

「あ、買ってくれたのは彰史さんで……」

「美紅ちゃんが選んでくれたんだから、美紅ちゃんも一緒に買ってくれたってことよ」

　甘やかすのは血筋なのかもしれない、と美紅は頭の片隅で考えてしまう。

　彰史も彼の両親も、本当に美紅に甘い。彰史に至っては、別の意味でもとても甘い。とにもかくにも、これは遺伝に違いないと思った。

　

　時間は飛ぶように過ぎていき、いつの間にか十七時半近くになっていた。

「そろそろ夕食の支度をしなきゃいけないわね」

「手伝います」

「あら、いいのよ」

「でも、お義母さんのお手伝いがしたくて、エプロンを持ってきたんです。もしご迷惑じゃなければ、キッチンにお邪魔してもいいですか？」

　バッグから淡いピンクの花柄のエプロンを出した美紅に、敏恵が目を丸める。次いで、柔和な笑みを零した。

「じゃあ、お願いしようかしら。彰史とお父さんには悪いけど、ちょっと美紅ちゃんを独占しちゃうわね」

　彰史は小さく頷き、信夫は羨ましそうにしつつも笑っていた。

「うちは息子ふたりだし、こんな風に娘とキッチンに立つことに憧れてたの」

　これまでにも、美紅は自分から手伝うことを心掛けていたが、敏恵がいつも食事の支度を済ませているか出前を取っていたため、洗い物くらいしかしたことがなかった。

　こうしてキッチンに並ぶのは少しだけ緊張する反面、嬉しそうな敏恵を見ていると多少強引にでも申し出てよかったと思う。

「これからはもっとお手伝いさせてください。三嶋家の味も知りたいので、お義母さんのお料理をたくさん伝授してもらいたいです」

「ありがとう。美紅ちゃんは、本当に素敵なご両親に育てられたのね」

　自分のことを褒められるのも嬉しいが、両親のことを言ってもらえるのはそれよりももっと嬉しい。美紅は、その言葉を素直に受け取るように頬を綻ばせた。

　今夜のメニューは、天ぷら、茶わん蒸し、お吸い物らしい。タコときゅうりの酢の物はもう冷蔵庫で冷やしてあるようで、敏恵は手早く出汁を取る準備を始めた。

「美紅ちゃんは、天ぷら用の野菜を切ってくれる？」

「はい。じゃあ、ナスから切りますね」

　キッチンに並べられた野菜の中から、ナスを取って洗う。それ以外にも、椎茸、とうもろこし、大葉、じゃがいも、人参、玉ねぎ……と盛りだくさんだ。

「じゃがいもと人参と玉ねぎは、細切りにしてかき揚げにするの。あとは鶏天もね」

「おいしそう。そういえば、天ぷらって一回しか作ったことがないかもしれません」

「そうなの？　彰史は、天ぷらだと大葉と鶏天が好きなのよ。お父さんと幸史も同じなんだけど、好みって似るのかしらね」

「ふふっ、男性陣の好きなものが一緒なんですね」

「あの子たちが成長期の頃はよく取り合いしてたわ。お弁当にも入れるために多めに作るんだけど、結局は全部なくなっちゃうのよね」

　懐かしそうに目を細める敏恵の横顔に、美紅は温かい気持ちになる。こんな風に彰史の話を聞けるのが嬉しく、彼のことや三嶋家のことをもっと知りたくなった。

「作り甲斐があったでしょうね。お義母さんはなにがお好きなんですか？」

「ナスと椎茸かな。昔から好きで、ついたくさん食べちゃうの。美紅ちゃんは？」

「私は、鶏天ととうもろこしです」

「そう。それなら、とうもろこしを買っておいてよかったわ。美紅ちゃんのお母様は、どんな天ぷらを作られるの？」

「うちの母も、お義母さんと同じような感じです。ここにあるもの以外だと、ちくわやイカとか……夏だとゴーヤも定番で、冬はかぼちゃなんかもありました」

「私もかぼちゃの天ぷらは好きよ。ゴーヤは次に作る時に真似してみようかしら」

　会話が弾み、ふたりしてつい手が止まってしまう。

　そのたびに顔を見合わせてクスクスと笑い、「このままだと明日になっても料理が完成しないかも」という敏恵の冗談にまた噴き出して、和やかな雰囲気の中で料理を続けた。

　

　やがて無事に夕食が完成し、ちょうどいいタイミングで幸史もやってきた。

　敏恵と一緒に作った料理で埋め尽くされたテーブルを囲み、みんなで乾杯をした。

「美紅ちゃん、久しぶりだね。お正月以来かな。元気だった？」

「はい。お義兄さんもお元気でしたか？」

「うん。まぁ、仕事三昧の日々だけど」

　彰史と幸史は、顔の造形がよく似ている。

　二重瞼の瞳に、長いまつげ。少し彫りの深い、通った鼻筋。声音こそ違うものの、穏やかそうな雰囲気を纏い、笑うといっそう優しげになるところもそっくりだ。

　身長もほとんど変わらないし、どちらも程よく鍛えられた体躯のため、背格好も同じくらいである。

　ソフトツーブロックの彰史に対し、幸史はミディアムヘアだが、ふたりとも髪色はアッシュ系のため、髪型を似せてしまえば双子に見えそうなほどだった。

　敏恵いわく、むしろ中学生くらいまではよく双子に間違えられていたらしい。

「彰史とは仲良くしてる？　いじめられたら味方してあげるから、すぐに言うんだよ」

「大丈夫です。彰史さんはすごく優しいですから」

　ふふっと笑いながらも、やはり甘やかすところは血筋だと考えてしまう。

　幸史はまだ結婚する気はないようだが、きっと恋人になる女性は幸せだろう。

「あなたは、美紅ちゃんたちのことより自分の心配をしてよ。幸史はちっとも恋人を連れてこないんだから。母さん、あなたが心配なのよ」

「今はいないんだよ。仕事が忙しいし、ひとりでも充分楽しんでるしね」

　外資系の企業で働く幸史は、いわゆる独身貴族の部類になるのだろう。心配しなくてもモテるに違いないが、それでも気を揉むのが親心というものなのかもしれない。

　そんな仲睦まじいやり取りを、美紅は微笑ましく思いながら見ていた。

「悠長なこと言ってると、美紅ちゃんみたいな可愛くていい子はさっさと他の奴らに持っていかれるぞ」

「なんだよ、父さんまで。俺、久しぶりに帰ってきたのに扱いが雑じゃないか？」

「幸史にも、美紅ちゃんみたいないい子と結婚してほしいのよ」

「そうだぞ」

　敏恵の言葉に信夫も共感し、彰史は相槌を打っている。明るく笑う三人に、幸史までもが「そんな子がいれば全力で口説くよ」と頷いてしまう。

　美紅はひとり恐縮し、そこでハッとしてバッグの傍に置いていた紙袋を手にした。

「あの、お義兄さん。これ、遅くなってしまいましたが、お誕生日プレゼントです。彰史さんと選んだので、よかったら使ってください」

「ありがとう。可愛い義妹いもうとが俺のために選んでくれただけで嬉しいよ」

「兄貴、選んだのは俺だよ」

　にっこりと微笑む幸史に、彰史が鼻先で笑うように言い放った。

「彰史が？　美紅ちゃんが選んでくれた方がもっと嬉しかったんだけど」

「なににするかを決めたのは彰史さんで、色を選んだのは私なんです。私はまだお義兄さんの好みを知らないので……」

「美紅ちゃんが考えてくれた気持ちが嬉しいんだよ。ありがとう」

「人の妻に愛想を振りまくなよ」

「おいおい、これくらいで嫉妬か？　余裕のない男はすぐに愛想をつかされるぞ」

「余計なお世話だよ」

　兄弟仲がいいふたりのこんなやり取りが、美紅はとても好きだった。いつも大人で余裕がある彰史の、弟らしい一面が見られることが嬉しくてたまらない。

　美紅だけでは決して見ることができない、弟の顔をする彼に心がくすぐったくなる。

「美紅ちゃん、開けていい？」

「はい、もちろんです」

　四月生まれの幸史へのプレゼントは、柔らかく吸水性が高いと評判のバスタオルと、シルクのパジャマだ。彰史と相談した末、家でリラックスしてもらえるようなものがいい……ということになり、バスタオルはブラウン系、パジャマはネイビーにした。

　箱を開けた幸史は喜んでくれ、美紅は安堵混じりの笑みを零していた。

　美紅たちも幸史から誕生日プレゼントをもらっていたため、ようやくお返しができてホッとしたのもある。

　夕食は始終賑やかで、料理に舌鼓を打ったあとは美紅たちが持ってきたプリンと、彰史の両親が用意していたケーキも食べた。

　男性陣はビールも入り、信夫はいつも以上に飲んでいるようで顔を真っ赤にしている。彰史と幸史はけろりとしているものの、そろそろお暇することになるだろう。

　さりげなく片付け始めた敏恵に倣うように、美紅も席を立って洗い物を手伝った。

　その時にもまた、敏恵は彰史の子どもの頃の話をしてくれ、笑顔で聞き入った。これは三嶋家に来た時の楽しみのひとつでもある。

　美紅たちが片付けを済ませた頃には、信夫は居間で眠ってしまっていた──。

　

　帰宅後、彰史は美紅を労ってくれた。

「今日は色々とありがとう。手伝いまでしてくれたし、疲れただろう」

「ううん、ちっとも。彰史さん家って明るくて楽しいから、大好きなんだ。お義父さんとお義母さんもすごく優しいし、今日はお義兄さんにも会えたし」

　兄弟がいない美紅にとって、兄という存在は義理であっても嬉しいものだった。両親には大切に育ててもらい、不満はなかったが、昔から兄や姉がいる友人たちが羨ましかった。

　子どもの頃に抱いていたそんな思いに加え、コミュニケーション能力が高い幸史が可愛がってくれるのも、義兄と仲良くなれた大きな要因だろう。

　義両親である信夫と敏恵も、美紅を本当の娘のように大切にし、いつも温かく迎え入れてくれるため、世間一般の義実家へのイメージに反して居心地も好い。

　美紅自身も、早く三嶋家に溶け込みたい一心で努力している部分はあるものの、変な気遣いをすることはなかった。

「父さんも母さんも兄貴も、美紅のことをとても気に入っているからね」

「ふふっ、嬉しいな。もっと仲良くなりたいし、またお義父さんたちに会いに行こうね」

　美紅がこんな風に言うたび、彰史は喜色を浮かべる。

　美紅自身も、自分の両親と彰史が仲良くしている姿を見ると嬉しくなるため、彼の気持ちはよくわかった。

「明日はプールに行くし、今夜はもう寝ようか」

　今夜は帰宅が遅くなった上、彰史は信夫と幸史につられるように結構飲んでいた。

　疲労感を抱いていなかったはずの美紅も、そろそろ睡魔に負けてしまいそうだ。

　ふたりはベッドに横たわって寄り添うと、お互いの体温の心地好さに吸い込まれるように眠りに就いた──。






三








　翌朝、窓の外を見た美紅はがっかりした。

　昨日の朝に確認した天気予報では『曇りのち晴れ』だったはずだが、どんよりとした空からは今にも雨が降り出してしまいそうだったからである。

　日が高くなる午後からプールに行く予定だったものの、スマホとテレビの朝の情報番組の予報では午後からは雨が降るようだった。レジャー施設には屋内プールも併設されているが、この天候ではみんな考えることは同じだろう。

　海に行くために買った水着を、ようやく彰史にお披露目できると思っていたのに……。リベンジするはずの今日も叶いそうにない。

「そんなに落ち込まないで。明日は美紅の実家に行くけど、明後日と明々後日はまだ予定を入れてないから、どっちかに行こう」

「……うん、そうだね」

　気を取り直して笑う美紅に、彰史が優しい眼差しを向ける。

「お盆休み中に行けなかったとしても、屋内プールなら他にもあるし、またすぐに行ける機会があるよ。海だって来年リベンジすればいいんだから」

　当たり前のように未来の話をする彼に、大きく頷いて見せる。

「じゃあ、今日は買い物に行くか、ご飯でも食べに行こうか。そういえば、美紅は観たい映画があるって言っていたよね」

「あ、うん。でも、彰史さんはなにかやりたいことはないの？」

　美紅のリクエストを訊く彰史に、美紅も質問を返す。すると、彼は悩むような素振りを見せたあと、にっこりと笑みを湛えた。

「しいて言うなら、美紅を喜ばせることかな」

「え？」

「ああ、うん……それがいいな。今日は奥さんを甘やかす日にしよう」

「いつも甘やかしてもらってるよ？」

「じゃあ、いつも以上に甘やかす日だ」

　柔和な笑顔の彰史が、美紅の唇を優しく奪う。

「決まりだね」

　瞳を緩めた彼に、美紅は面映ゆさを浮かべて破顔した。

　

　近所のカフェでモーニングを食べたあと、六ろっ本ぽん木ぎにある大型商業施設に赴いた。

　夏休み期間だけあって開店直後の施設内にはすでに人が多かったが、幸いにも映画館は比較的空いていて、カップルシートを取ることができた。

　映画を楽しんだあとは様々な店舗を巡り、ランチを摂ったり、お互いの服を見繕ったり、キッチン用品を買い足したり……とデートを満喫した。

「他に見たいものはある？」

「ううん、もう大丈夫だよ。彰史さんは？」

「じゃあ、本屋だけ寄ってもいい？　買うものは決まっているから」

「もちろん。なにを買うの？」

「好きな作家の新刊が昨日出たんだ」

「あ、えっと……ミステリー作家の速はや水み祐たすく？」

「そう。よく覚えているね」

「彰史さんの本棚にたくさん並んでるから。でも、ハマったのって最近だよね？」

「ああ。前に話した大阪支社から来た楢崎くんが好きらしくて、勧められて読んでみたら見事にファンになったんだ。彼のおかげで、今うちの部署内でファンが急増中だよ」

「そうなんだ。私、ミステリー小説って読んだことないかも」

「いつでも読んでいいよ。美紅もハマるかもしれないし」

「うん、今度貸してね。部署内でブームになってるなら、おもしろそうだし」

　施設内の書店に立ち寄ると、彰史はミステリー小説を手に取り、美紅が選んだ雑誌とともに購入した。

　地下駐車場に停めていた車に乗って外に出れば、予報通りの雨模様だった。しかし、彼の家族サービスならぬ妻サービスが功を奏し、始終笑みを絶やさない美紅の心は晴れている。

　帰宅後はコーヒーを淹れ、ソファーで並んでそれぞれに小説と雑誌を読んでいたはずだったのに、いつの間にか肩を寄せ合って眠ってしまっていた。

　目が覚めると夕方だったが、エアコンの効いた部屋での昼寝は心地好く、一時間ほどの睡眠で体力も回復できた。

「彰史さん、夕日が綺麗だよ」

「本当だ」

　雨はやみ、空は鮮やかなオレンジ色に染まっている。二時間ほど前まではどんよりとしていたのが嘘のように、すっきりとした夕空が広がっていた。

　ベランダに出ると、雨の匂いが残る空気に混じって食欲をそそる香りが漂ってきた。きっと、近所の住人が夕食の準備をしているんだろう。

「夜ご飯はなにが食べたい？　今日はたくさん甘やかしてもらったから、旦那様のリクエストを受け付けます」

「美紅の作るものはなんでもおいしいから、それは決めがたいな」

「そう言ってくれるのは嬉しいけど、褒めてもなにも出ないよ？」

「キスも？」

　悪戯な笑顔を寄越され、美紅はふふっと笑う。少し背伸びをして彰史の唇にキスをすれば、彼は満足げに瞳を緩めた。

　甘やかな雰囲気に、顔を見合わせて微笑む。夕日に照らされた街が、いつにも増して美しく見えた。

「あ、そうだ」

　不意に思い立ったような顔になった彰史が、美紅を見て意味深な笑みを浮かべた。

「夜ご飯もいいけど、もしお腹が空いていないなら今から出かけないか？」

「どこに行くの？」

「リベンジ、かな」

　その言葉に小首を傾げると、彼は水着を持っていくように言い、美紅はすぐに期待に満ちた顔で頷いた。

　

　彰史の運転する車で着いた先は、千ち代よ田だ区にあるシティホテルだった。

　宿泊者以外も利用できるプールは、ナイトプールも営業していてとても人気である。今日は昼間の天候が影響してか、普段よりも人は少ないようだ。

　彼とは更衣室の前で別れ、美紅は新しい水着に着替えた。

　サーモンピンクのオフショルタイプのビキニは、胸元から袖の部分がフリルのようになっているギャザー生地が可愛らしく、谷間のところはレースアップ風に紐で結ぶ仕様だ。

　ショーツはシンプルなデザインだが、両サイドが胸元と同様の仕組みになっており、大人っぽさの中にガーリー感がある。

　白やブラウンと悩んだ末、やっぱりピンク系に手が伸びた。

　髪は緩く纏め上げ、ヘアアクセもつける。ずっとシミュレーションしていた通りの着こなしができ、美紅は鏡を見つめながら頬を緩めた。

　更衣室を出ると、彰史がすぐ近くで待ってくれていた。

　サーフパンツに着替えた彼は、美紅に気づくと微笑んだ。

「可愛いね。よく似合っている」

　美紅をまじまじと見つめてくる彰史に、頬が熱くなってしまう。彼のことを考えながら選んだとはいえ、じっくり見られると恥ずかしくもあった。

「……でも、俺以外の男には見せたくないかな」

　その上、甘ったるい嫉妬を隠さない彰史は、美紅をするりと腕の中に閉じ込めた。

「……っ！　彰史さん……周りの人に見られちゃうよ」

「気にしなくても、デートスポットでいちゃつくカップルなんて五万といるよ」

　ちらりと周囲に視線を遣れば、確かに仲睦まじそうな男女ばかりだ。身を寄せ合うカップルが多く、彼の言う通りなのかもしれない。

　ただ、なにも身に纏っていない彰史の上半身と密着していることにドキドキして、人目があることも羞恥心を増した。

「で、でも……」

「そんなに恥ずかしがらなくても、こんなところで手を出したりしないよ」

「ッ……も、もう！」

　クスクスと笑う彼に、美紅の頬はとうとう真っ赤になった。

　日が暮れた時間帯であっても、ライトアップされたプールサイドではそれがよくわかる。

「そういうことは帰ってからのお楽しみ、だろう？」

　なおも蠱惑的に囁く彰史は、恥ずかしがる美紅の反応を見て楽しんでいるのは明らかだった。けれど、美紅自身もこの甘い空気に喜びを感じている。

　とはいえ、水着姿の彼は色っぽくて、目のやり場に困った。

　黒地にブランドロゴが入っただけのシンプルなデザインだが、彰史が着ていると様になる。見慣れているはずの軽く隆起した胸板や、綺麗に割れた腹筋は普段以上に色香が増し、妙にどぎまぎしてしまった。

「ほら、泳ごう」

　満面の笑みで頷けば、彰史がそっと身体を離す。夏の夜風は心地好いのに、彼の体温が遠のいたことがほんの少しだけ寂しい。

　つい数秒前までは恥ずかしくてたまらなかったのが嘘のように、また抱きしめてほしくなる。女心というのは、なんとも複雑だ。

「おいで」

　先にプールに浸かった彰史が、両手を伸ばして美紅を呼ぶ。

　まるで子ども扱いされているようにも見えるのに、美紅は素直に爪先からゆっくりと入水し、彼にギュッと抱きついた。

「寒くない？」

「うん、平気だよ」

　外気温に合わせて水温を少し高めにしてあるのか、ちょうどいい冷たさだった。ライトに照らされたホテルのプールはまるでリゾート地を思わせ、非日常感を味わえる。

「彰史さんってどれくらい泳げるの？」

「人並みくらいだよ。美紅は？」

「私は苦手なんだ……。プールや海に行っても、いつも浮き輪で浮いてるだけなの」

「それは見たいな。浮き輪をレンタルすればよかったか」

　頬を綻ばせた彰史につられ、美紅も肩を竦めて小さく笑う。

「溺れないように抱っこしてあげようか」

「さすがにこの深さで溺れないよ……」

　身長が一五四センチの美紅でも、胸の辺りまでしか水に浸かっていない。一七五センチの彼から見れば美紅は小さいが、さすがに溺れはしないだろう。

「美紅とくっつく口実だよ」

　唇を尖らせそうになると、彰史が先手を打つように美紅の耳元で囁いた。

「でもまぁ、これも帰ってからのお楽しみかな」

　そう言いつつも手を離さない彼は、美紅と密着したままでいる。

　朝の宣言通り、今日は本当に甘やかされてばかりだ。こんな風にされてしまったら、お盆休みが終わった時にはいつも以上に彰史と離れがたくなってしまうに違いない。

　いささか不安を抱きながらも、心はくすぐったくて笑みが零れる。

　彼に翻弄されつつも、美紅は念願のプールを心から楽しんだのだった──。

　

　二時間ほど遊んでから帰宅すると、美紅はバスルームに行き、浴槽に湯を張った。

　ホテルの更衣室にはシャワーブースがあったが、他のお客さんもいたために長時間の使用は憚られ、塩素を流す程度に留めたのだ。

「お風呂が沸くのを待ってる間になにか作るね。あ、うどんならすぐにできるかも」

「うん、いいね。ちょうど温かいものが食べたかったんだ」

　笑顔で頷いた美紅がエプロンをつけ、冷凍うどんを使って手早く調理していく。うどんを茹でる合間に出汁を作り、出来上がったそれらに牛肉と玉ねぎを甘辛く炒め煮にしたものを載せた一品だった。

「簡単でごめんね」

「そんなことない。どんなものでも調理するのは手間がかかるし、美紅が作ってくれたことが嬉しいよ。片付けは俺がするから、美紅は食べたらお風呂に入っておいで」

　彰史はいつも、どんな時でも美紅を気遣ってくれる。今日だって美紅が喜ぶことを考え、実行してくれた。

　時刻は二十一時半を回ったところ。昼間にも出かけていた上、少し前まではプールにいたのだから彼だって疲れているはずなのに、そんな素振りは一切見せない。

「片付けくらい平気だよ。洗い物も少ないし、彰史さんこそ先にお風呂に入ってね」

　当たり前のように思いやってくれるのは嬉しいが、美紅は笑顔で首を横に振った。

「そうすると美紅はひとりでお風呂に入るだろう」

「え？」

「先に美紅が入ってくれれば、俺もすぐに入っていける。でも、俺が先に入ると、美紅は俺が出るまで入る気はないよね？」

　すんなりと見透かされて、苦笑を零してしまう。

　一緒にお風呂には入ることが恥ずかしいのは、未だにちっとも変わらない。

　明るいバスルームでは身体の隅々まで見られる上、一緒に湯船に浸かるとお互いの肢体が密着する。抱きしめられるのは嬉しいため、後者はまだいい。

　しかし、彰史の手が悪戯な動きを見せ始めると、あられもない声が漏れて……。鼓膜を犯すようにバスルームに反響する自分自身の嬌声が、普段以上にいやらしく聞こえる。

　美紅は、それが恥ずかしくてたまらない。

　昼夜問わずに数え切れないほど彼と抱き合い、今では新婚当初よりも随分と積極的になった自覚はある。それなのに、どうしてもバスルームという場所では羞恥ばかりが大きくて、ふたりで入るとリラックスできないのだ。

「今日は疲れてるだろうし、別々にゆっくり入った方が……」

「俺は美紅と一緒に入る方が疲れが取れるんだけどね」

　頬杖をついて微笑む彰史は、なんだかとてもずるい。そんなことをされてしまったら、嫌だなんて言えなくなってしまう。

「嫌？」

　そもそも、嫌なわけではない。彼だって、それはよくわかっているはずだ。

「嫌じゃないよ。でも……やっぱり恥ずかしいし」

　ただ、その上で彰史が美紅に答えさせたいのも、美紅自身きちんと理解している。だから、視線を落としつつも素直な気持ちを口にした。

「恥ずかしがる美紅も可愛くて好きだよ」

（もう……本当にずるいなぁ）

　眇めた目を寄越され、やっぱり彼には敵わないと思い知らされる。

「じゃあ、こうしよう。一緒に片付けをして、一緒にお風呂に入る。そうすれば、ずっと一緒にいられるしね」

　その言い分だって美紅の心を掴むために用意されていたのかと思うほどで、どうしても魅力的に感じられた。

　結局、彰史の言う通りにふたりで片付けを済ませ、彼はドキドキする美紅をバスルームに誘った。

　

「もっとこっちにおいで」

　バスタブの隅で膝を抱える美紅に、彰史が柔らかい眼差しを向ける。

　あのあと、美紅は『洗ってあげる』と言う彼をかわし、なんとか自分で髪と身体を洗い、少し熱めに張った湯に浸かったところだ。

　一足先に洗い終えた彰史に『あんまり見ないで』とお願いしても視線を感じ、身体を洗うところを見られるのは本当に恥ずかしかった。

「……意地悪しない？」

　そんな数分前の出来事を反芻してささやかな警戒心を持つと、彼が心外だとでも言いたげに肩を竦めた。

「意地悪なんてしたことがないだろう？」

　ひどいな、と彰史が苦笑を零す。

　彼のことが大好きな美紅だが、それについては物申したい。

　確かに、彰史はかっこよくて優しくて素敵な旦那様ではある。ただし、情交の時の彼の態度はそれだけとは言い切れない。

「でも……その……〝あの時〟はいつも意地悪だよ……」

「ああいうのは意地悪とは言わない。可愛がっているとか、愛でているとか、そういう表現の方が正しいよ」

　あまりにも飄々と返されたせいで、うっかり納得してしまいそうになる。そこでハッとし、よくよく思い返してみた。

　可愛がってもらっているのも、愛でられているのも、間違いないけれど……。行為のさなかの彰史の態度は、本人がどう言おうと〝意地悪〟である。

　美紅が散々達してからも、彼はまだ愛撫をやめなかったり。ようやく挿入してもらえたかと思えば、気がおかしくなりそうなほど焦らされたり……。涙に濡れた瞳でもう無理だと懇願しても激しく抱かれ、かと思えばなかなか果てさせてはくれない。

（……やっぱり意地悪だよ）

「そんなに不服そうにしなくてもいいだろう」

　困り顔で微笑む彼が、美紅の腕を優しく引っ張る。そのまま湯の中で身体をくるりと反転させられ、背中越しに逞しい胸の中に閉じ込められてしまった。

「俺は美紅が気持ちよくなれるようにしているだけだし、美紅だっていつも悦んでいるよ？　それに、ああやって責められるのが好きなのもわかっているんだ」

　耳殻にちゅっとくちづけられ、甘く囁かれる。

　刹那、腰がズクンと疼きだし、秘所がきゅうっとすぼまった。

　美紅の身体が微かに震えたのを、彰史が見逃すはずがない。クスッと笑う声音に背筋が粟立った直後、耳朶をねっとりと舐め上げられた。

「ぁ……」

　まだ眠っているはずの秘芯辺りが、急激にむずがゆくなって。身体にはろくに触れられてもいないのに、美紅の唇からは甘い吐息が零れてしまう。

　耳の形をたどるように舌を這わされたあとは、耳朶をゆるゆると食まれた。敏感な部分に当たる息遣いと悪戯な動きに、湯に浸かっているのとは別の理由で熱が帯びていく。

　くすぐったさをこらえるように唇を噛めば、彰史が耳の後ろに唇を落とした。

「美紅が意地悪だって言うなら、今夜はとびきり優しく抱こうか」

「え……？」

　思わず振り返ると、淫蕩さの混じった笑みとぶつかる。すでに予感していたが、これから彼に抱かれることは決定事項なのだ。

「美紅の弱いところにじっくり触れて、思い切り気持ちよくなれるようにたっぷり感じさせて──」

　その上で、彰史は〝どんな風にするのか〟という説明を施し、眇めた目で美紅を射るようにしながら唇の端だけをそっと持ち上げた。

「最後は一緒にイくんだ」

「……ッ」

　甘く低い声で紡がれた囁きに、美紅の腰がぶるっ……と震える。反射的に膝をすり合わせれば、彼がクッと喉の奥を鳴らすように笑った。

「相変わらず、想像するのが上手だね」

　褒め言葉のようでいて、揶揄されている気がする。

　けれど、鈍くなり始めた美紅の思考は、そこに意識を割くよりもこのあと自らの身に起こることばかりを考えてしまった。

　楽しみだな、とごちた彰史が、美紅のうなじにくちづける。ヘアクリップで髪を上げているせいで、隔てるものはなにもなく、簡単に唇を受け入れさせられた。

　ちゅっ、ちゅっ……と緩慢な動きで落とされていくキスに、美紅の身体は勝手に期待を持ち始める。触れられるたびに腰が小さく揺れた。

　思わず自分の下腹部辺りにあった彼の手を掴めば、その手が戯れるように美紅の指をくすぐり、五指が絡んでいく。ギュッと手を握られると、安堵感が心を包んだ。

「まずはここ、かな」

　安心したのも束の間、うなじに舌が這わされたのと同時に右側の乳房に骨張った手が置かれた。緩やかな力加減で揉まれ、白くたわわな膨らみがわずかに形を変える。

　柔らかさを確かめるように、全体をふんわりと揉まれて。繋いでいる手のひらをくすぐりながら、胸に軽く指を食い込ませてくる。

　緩慢で焦らすような動きは、快感よりももどかしさが勝った。

　嬌声には満たない悩ましげな吐息が、バスルームの壁にぶつかっては反響する。

　程なくして、彰史は美紅の手と絡めていた手を離すと、下腹部をゆったりと撫でてから上へと向かわせ、もう一方の無防備な膨らみを優しく掴んだ。

　双丘を下から持ち上げるようにし、ゆったりと揉んでいく。うなじを軽く吸い上げる唇に肩を竦める美紅は、もどかしい刺激に太ももをぎゅうっと閉じた。

　次第に主張し始めた頂きは、ほんの少し摘ままれれば芯を持つだろう。にもかかわらず、彼の手は決して先端には触れず、ただ豊満な乳房だけを弄んでいた。

「……っ、彰史さん……。これ、やだ……」

「どうして？　美紅が俺のことを意地悪だって言うから、とびきり優しくしているのに」

　確かに、触れ方そのものは壊れ物を扱うように優しく、大切にされているとは思う。それでも、これもまた意地悪のように思えてならなかった。

　彰史はきっと、美紅の言わんとすることを理解している。その上で美紅に言わせようとしていることを、美紅も察していた。

「優しい、けど……じれったい……」

　吐息混じりに訴えれば、背中で彼がクスッと笑った。

「でも、意地悪だって思われたままなのは嫌だし、今日は美紅を悦ばせたいって言っただろう？」

　恐らく〝よろこばせる〟の意味が朝とは違う。それに気づいて首を小さく横に振る美紅に、彰史が「残念だけど」と楽しげに零す。

「今夜はとびきり優しくするって決めたから、いつもみたいに激しくしないよ？」

　子どもをあやすような口調に、優しい言葉。ただ、それだけではなさそうなのは明白で、美紅はどんなことをされるのだろう……といささか不安に駆られる。

　同時に、それでも必ず気持ちよくしてもらえるという信頼感から、期待もしていた。

「んっ……ぁ」

　不意に、彼の手が胸全体を揉み上げ、手のひらで幼気な蕾をこすられた。求めていた刺激に、美紅はうっとりと瞼を閉じてしまう。

「でも、たくさんいじってあげるから安心していいよ」

　言うが早く、長い指が先端を突き、指の腹で捏ねられていく。両方の突起をいじくられ、もどかしかったのが嘘のように愉悦が送り込まれた。

「あ、んっ……ァ、ふっ」

　姫粒の先っぽを爪で引っかかれ、クリクリといたぶられて。指の腹をこすり合わせるように、丹念に嬲られて。絶妙な喜悦に、甘い声が止まらない。

　これだけでは達せなくとも、美紅を陶酔させるには充分だった。

「気持ちいい？」

「ぅんっ……気持ち、いい、っ、よ……」

　もともと敏感だった小さな尖りは、彰史と結婚してから随分と彼に可愛がられ続け、その結果さらに過敏になった。

　彰史に触れられれば、薄桃色の蕾は芯を持ったように硬くなり、赤く色づいて熟れた果実へと変貌する。

「この体勢だと触りやすいけど、舐められないのが難点だね」

　ひとしきりそこを弄んだあとで呟いた彼が、「身体をこっちに向けて」と指示する。美紅は与えてもらえる法悦を予想しつつ、素直に身体を反転させて膝立ちになった。

「ああ、とてもおいしそうだ。ここ、舐めてほしい？」

　先端を指先で突かれ、美紅の腰が微かに跳ねる。ツンと上を向いた頂きは、食べ頃だと言わんばかりに主張していた。

「うん……舐めて？」

　彰史は満悦そうに瞳をたわませ、美紅の胸元に顔を近づけた。次いで舌が伸ばされ、その様子を見ていた美紅はこくりと唾液を飲み込んだ。

「ふぁっ……」

　直後には肉厚の舌に可憐な果実が捕まり、ぺろりと舐め上げられた。右側の乳頭は相変わらず指先で捏ねられ、それぞれに違う淫悦が注入されていく。

　尖らせた舌先で果実の中心のくぼみをつつかれ、周囲をなぞるように舐められて。唇で食まれたかと思えば、歯を立てられてカリッと噛まれる。

　もう片方は指の腹でこすられ、縦横無尽に捏ね回されて。ぷっくりとした形を歪めるように、きゅうぅっ……と摘まみ上げられた。

　噛まれながら舌先でくすぐられると、気持ちよくてたまらない。

　大きな右手でまろみを帯びた臀部を撫でられ、白く細い腰がピクピクと跳ねる。無意識に閉じていた太ももに力が入り、それによって秘部を圧迫していた。

　彼の肩に置いている手に力がこもる。胸に与えられる快楽に溺れていく反面、今度は下腹部の奥がもどかしくなっていった。

　下肢にある蕾にも触れてほしいが、羞恥心に邪魔をされて声にできない。

　勇気を出して言おうかと動いた唇が戸惑い、開いては閉じる。意識すればするほど足りなくなってしまい、あまりの甘切なさに腰を大きくくねらせた。

　左側の胸の飾りをちゅうっと吸い上げられ、もう片方の先端を摘まみ上げられて。同時に右手の指先がお尻側からあわいをなぞり、ゆったりとした速度で蜜口にたどりつく。

「ひっ、あぁっ……！」

　刹那、熱気がこもるバスルームに、ひどく甘ったるい声がこだました。

「すごく濡れているね。ほら、もう指が入りそうだ」

　淫裂を撫でた指先が、小さな秘孔をくすぐる。第一関節まで挿れられただけで、待ちわびていたと言わんばかりに蜜壁が戦慄いた。

　ところが、指は蜜を掬うようにしてから離れていく。咄嗟に追いかけた直後、そこよりも少し上にある幼気な秘芽をかすめた。

「──ッ、あんっ！」

「こっちも胸と一緒に可愛がってあげるよ」

　今度は前に手を回され、触れるか触れないか……というくらいのタッチで、ふんわりと小さな突起をこすられる。弱い三点の粒を同時に責められて、背筋がゾクゾクと粟立った。

　胸の先端はしっかりといじられているのに、花芽は軽く指の腹を当てるようにされているだけ。もどかしくなって腰を押しつけようとすれば、すぐに指が離れてしまう。

「やぁ……ッ」

「優しくするって約束だろう？」

　たしなめるような声音なのに、美紅を見上げる彰史の顔は嬉々としている。優しくする、なんてどの口が言うんだろう。

　それなのに、彼の笑顔に胸はときめき、鼓動が高鳴った。

　薄い唇が双丘に実る果実をちゅうちゅうと吸い上げ、節くれだった指先でもう片方の先端が捏ね繰り回される。

「ふぁ、んっ、ぁ……っ」

　右手の中指は秘孔に下り、ゆっくりと上をめがけて花粒にたどりつくと、優しく撫でるようにこすってから下に戻っていく。

　秘裂を行き来する指は、とろりとした体液を掬っては蜜核をそっと撫でた。それを何度も繰り返されて、美紅はとうとう涙を零してイヤイヤをするように首を横に振った。

「あんっ、ぁ……は、んっ……」

　やり場のないもどかしさをごまかすように、彰史の肩を掴んでいた手で頭を掻き抱く。濡れた髪に指を差し込み、そのまま彼を抱きしめた。

　そんな美紅に応えるように、彰史の舌が硬く尖り切った果実を嬲る。付け根を歯で噛みながら先端を舌でほじくられると、秘所から蜜が溢れるのが感覚でわかった。

「おねが……もっと、ちゃんと……」

「ちゃんと触っているよ？」

　ほら、と言って胸の果実を摘ままれ、彼を見ながらかぶりを振る。

「そこじゃっ……！　アッ……」

　クスクスと笑う彰史は、腫れ上がったようにぷっくりとした頂きにくちづけ、淫芽をなぞっていた指をグッと押しつけた。

「こっちが足りない？」

　美紅は眉根を寄せながらこくこくと頷き、甘やかな声で啼きながら腰を揺らめかせる。彼の指が、その場でクルリと円を描いた。

　焦らされたあとの刺激は、予想よりも遥かに強い淫悦になり、思わず腰を引いてしまう。

「自分でねだったんだから逃げないで」

　意地悪な囁きが美紅の鼓膜を撫で、姫核を軽く引っかいた。クルクルと回し、指の腹でこすり、押すように捏ねられる。

　さきほどまでに反し、的確で鋭い愛撫に呼応するように悦楽が急激に増していった。

「ふぁ、っ、ああっ……それ、だめ……」

「だめ？　〝いい〟の間違いじゃないのか？」

　蜜芯から喜悦が広がっていき、じんじんとした痺れに包まれた全身が強張る。

　身体を支えている膝が震え、今にも崩れ落ちてしまいそうだった。湯気のせいでぼやけていた視界に涙まで加わり、彰史の姿を上手く見られない。

　脳が酩酊したように揺れ、瞬く間に白んでいく。

　双丘と下肢の果実。その両方を責められ続け、蓄積し過ぎた喜悦が弾ける予感がする。

　極めつけに胸の飾りをカリッと噛まれ、蜜粒が容赦なくグリグリと押し潰される。

　快楽と苦しさが同居した刺激に逃げようとする細い腰を掴まれれば、逃げ場を失くした肢体はひとたまりもなかった。

「──っ!?　ぁ、っ……ああぁぁぁぁあっ──！」

　肌の白い四肢がガクガクと震え、背中が大きく反る。たわわな双丘を揺らしながら天井を仰いだ美紅は、悩ましいほどに甘い声を上げて法悦の果てへと押し上げられた。

　そのまま自身の身体を支えられなくなった美紅が、彰史に縋るように寄りかかる。

「……イッたね」

　目を眇めた彼は、柔らかな肢体を受け止めながら口元を緩め、淫蕩な笑みを浮かべた。

　快感の余韻を逃がし切れない美紅の頬やこめかみにキスを落とし、唇もそっと重ね合わせる。優しいくちづけを与えられ、美紅はぼんやりとしつつも微笑みを零した。

「このまま最後までしたかったけど、さすがに無理そうか」

　痺れた脳芯は彰史の言葉を理解し切れず、力が抜けた美紅の身体は彼にされるがままに抱かれている。

「逆上せる前に上がろう」

　彰史は美紅に言うでもなくごちると、美紅を抱き上げて湯船から出たあと、脱衣所で自身と美紅の身体を拭いた。

「髪はあとで乾かしてあげるよ」

「ありがとう……」

　熱のこもった全身を持て余す美紅は、かすれた声でお礼を紡ぐ。心配そうに苦笑を零した彼の中心は、天高くそそり勃っていた。

　

　程なくして、美紅は彰史に抱かれてベッドに連れていかれた。蒸し暑い寝室にエアコンを入れるや否や、彼に組み敷かれてしまう。

「本当はもっと焦らしたかったんだけど……」

　俺ももう限界、と彰史が囁く。そのまま長い指があわいを撫で、濡れたままのそこを何度か往復した。

　くちゅっ……と水音が響き、中指が押し入ってくる。まだ解されていない蜜路は狭く、けれど確実に指を飲み込んでいく。

「はっ……あ、ッ……ん」

　苦しさや痛みはなく、あるのは期待感と微かな快感だけ。指を軽く動かされると、それを表すように姫洞が轟いた。

　彼の指は、内壁をこすりながら美紅の悦ぶ部分にたどりつく。鉤状に曲げた指で下腹部の裏側をクイッと押されると、美紅の身体がビクビクと跳ねた。

　花芽の真裏あたりを丹念に捏ねられると、ジクジクとした疼きが大きくなっていく。すぐに指が増やされ、二本の骨張った指が襞の形を確かめるようにこすり上げる。

　指を広げて入り口をぱっくりと開き、内襞を撫でながら指を閉じる。それを繰り返したあとには指をバラバラに動かし、きゅうきゅうと収縮する姫筒を執拗に嬲った。

　腰を捩って快感を逃そうとしても、押さえつけられるようにされていて逃げ場がない。

　美紅に覆い被さる彰史は、喜悦に溺れていく表情を見逃さないように美紅の顔を見つめている。羞恥に襲われながらも感じる美紅は、彼の首に腕を回してキスをねだった。

　直後、重なった唇を食み合い、獣のように舌を絡ませた。お互いの唾液を交換するように、ねっとりとしたくちづけで舌をこすり合わせる。

　絡めては外し、また角度を変えて口内を貪り合うキスを繰り返す。その姿はそれぞれが相手に溺れていくことを、どんな言葉よりも雄弁に語っていた。

「ぁ、ふっ……あ、んっ」

　舌を吸い上げられた美紅が、負けじと同じ行為をする。

　彰史の息遣いと、自身の吐息混じりの声。そして、下肢で響く淫靡な水音が情欲を煽り、もっと大きな悦楽を求めて姫襞を捏ね回す指を食いしばった。

「もっ……ぁ、挿れ、て……」

　キスの合間にねだれば、彼がうっとりとしたように瞳をたわませる。一見すると優しい面差しに反し、その目の奥には飢えた肉食獣のような光を宿していた。

「俺ももう、美紅のナカに挿りたい……」

　頷いた彰史に、瞳を緩めて見せる。彼は、ベッドサイドのチェストから箱を取り、下半身に巻いていたバスタオルと取ると、性急にパッケージを破いた。

　猛々しく反り返った雄芯に薄膜を被せる様が、どうしようもなく淫靡で。焦れたような目が、とても色っぽくて。羞恥はあるのに視線を逸らせない。

　それどころか、準備を整える彰史に見入っていた美紅は、喉を小さく鳴らしてしまう。

　すると、彼がふっと笑った。

「今夜は後ろから挿れようか」

　一瞬悩んだ美紅に、彼が柔らかい笑みを浮かべる。

　背後からの挿入では彰史の顔が見えないが、焦れているのは美紅も同じだった。少しして頷くと、彼も首を小さく縦に振った。

「じゃあ、後ろを向いて。それから……わかるよね？」

「……うん」

　美紅は恥じらいつつもベッドに両膝をつき、彰史にお尻を向ける。そのまま四つん這いになったあと、おずおずと腰を持ち上げた。

「いい子だ」

　まろみを帯びた臀部を撫でられ、淫道がきゅうっとすぼまる。彰史も膝をつくと、熱い吐息を零す美紅の秘孔に雄芯を押し当てた。

　ハッ……と、ふたり同時に息を漏らす。そこには愛欲と興奮が混じり、寝室の空気がより淫蕩さを増す。エアコンが効いていないのかと思うほど暑かった。

　彼が割れ目に沿わせるように剛直をこすりつけると、美紅が待ち切れないとばかりに腰を揺らす。くちゅん、くちゅっ……といやらしい音が響き、興奮を隠せなかった。

　そうして楽しんでいたが、ようやくして彰史が照準を定めて蜜口を押し開く。屹立の質量に息を詰めそうになりつつも、美紅は彼を受け入れるために必死に力を抜いた。

「ああっ……！」

「はぁ……クッ……！」

　ゆっくりと侵入してくる熱杭を、とろけた隘路が締めつける。襞をこすり上げるようにして奥を目指す彰史が、美紅の背後で快感をこらえるように歯噛みした。

「……あ、っ、アアッ……っ」

「ほら……っ、さっきみたいに力を抜いて」

　凶暴な切っ先で掻きむしられる姫洞がきゅうきゅうと戦慄き、彼は苦しげに息を吐く。言われた通りに力を抜こうとしても、淫悦に邪魔をされて身体が強張った。

　それでもなお、楔は奥へ奥へと進み、程なくして最奥の壁にぶつかった。

「ひっ……ぁ」

「ん……気持ちいいね」

　彰史の熱い息が美紅の耳朶に触れ、舌が耳殻をかたどるように舐める。耳をねぶられるとゾクゾクして、蜜孔が甘えるように雄幹に纏わりついた。

「動くよ」

「ぅぁ……!?　待って……まだ……ああっ」

「だめだ……。俺も限界、って言っただろう？」

　身を捩ろうとする美紅の腰を掴み、彰史が自身の腰を引く。

「美紅の水着姿を見た時からずっと、こうしたかったんだから」

　悩ましげな声音が落とされた直後、まるで美紅の内臓を抉るようにガンッと勢いよく突かれた。

「──ふぁっ！　……あぁんっ」

　視界が揺れ、強烈な快楽が押し込まれる。今日はまだ一度しか達していないのに、姫筒はいつにも増して敏感で、ぎゅうぅっ……とうねった。

　後ろから強引に揺すぶられれば、容赦なく愉悦が押し寄せてくる。

　たわわに実った乳房がぷるんっと跳ね回るように揺れ、美紅はこらえ切れずにベッドに肘をついた。

「まだ……っ、挿れたばかりだよ？」

「ぅ、あっ……だっ、て……」

　たしなめるような声が降ってきたかと思うと、腰を掴んでいた右手が胸を捕らえ、我が物顔で揉みしだく。真っ赤に熟れた頂きを摘まみ上げられると、じんじんと痺れた。

「でも……俺も、今日はあんまり持たない、かも……」

　荒い息を吐き出す彰史の律動が、どんどん激しくなる。蜜壺をこすり上げる楔がいつも以上に熱くて、過ぎた悦楽とともに美紅を高みに押し上げていく。

　下肢を混ぜ合わせるような粘着質な水音が大きくなるにつれ、寝室に飛び散る嬌声には涙が混じっていった。

　髪を振り乱して腰をのたうたせる美紅を、彼は容赦のない抽挿で追いつめる。しごかれ続けている突起は痛いほどに勃ち、秘部と呼応するように電流のような鋭い痺れを感じ取っていた。

「やぁっ……だめっ……！　イッちゃ……」

「……ハッ、ん……！　俺も、もう……」

　腰を突き上げる勢いが増し、怒張を食いしめる襞がさらに激しく嬲られる。

　グチャグチャにかき回されると酸欠になりそうなほど苦しいのに、最奥のくぼみを抉られるのがどうしようもなく気持ちよかった。

　暴力的なほどの淫悦に、脳髄までもがビリビリと痺れて息ができない。

　とっくに役に立たなかった脳が、ドロドロに溶け切る寸前。

「ひ、ああっ……イッ……あああぁぁぁぁっ──！」

　美紅の体内で渦巻く法悦が一気に弾け、四肢に甘苦しい電流が走り抜けたかと思うと、愛蜜を飛び散らせて昇り詰めた。

「ぅ……はぁっ……くっ──！」

　限界まで収縮した隘路がぎゅうぅぅっ……とすぼまり、硬く膨らみ切った熱杭を食いしばる。刹那、荒い呼吸を噛みしめるようにした彰史が、胴震いしながら薄膜越しに欲を吐き出した。

　崩れ落ちる美紅に覆い被さるようにして、彼の身体が折り重なる。

　どちらの体温かわからないほど、汗に塗れた全身が熱い。

　けれど、幸福感と安堵感に包まれた美紅の思考は、どうすることもできずに白んでいく。

「……おやすみ、美紅」

　優しい声に答えるよりも早く、美紅は幸福感に包まれながら意識を手放した──。
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　翌朝、美紅は彰史の腕の中で目を覚ました。

　汚れていたはずの身体は、服こそ着ていないものの綺麗になっている。きっと、彼が拭いてくれたんだろう。半乾きだった髪も乾かしてくれたようだった。

　まだ眠っている彰史は、下着だけ身につけていた。

　このまま彼の腕の中で甘えていたいところだが、今日は午後から美紅の実家に行く予定がある。シャワーを浴びる時間を計算すると、あまりゆっくりしている暇はなかった。

　名残惜しさを抱えながらも、彰史を起こさないようにベッドから抜け出す。夢の中にいる彼の寝顔に笑みを零し、そっと寝室を後にした。

　軽くシャワーを浴び、昨夜できなかった肌の手入れを念入りにしながら、朝食のメニューを考える。

　実家では、美紅たちのためにお茶菓子が用意してあるだろう。夕食を食べていくことになるのも予想済みのため、朝昼兼用で十一時前に食べるくらいがちょうどいいかもしれない。

（冷蔵庫にブリがあるから照り焼きにして、だし巻き卵とお味噌汁……あとはお義母さんからもらった明太子でいいかな）

　今から炊飯器のスイッチを入れれば、白米が炊き上がる頃にはおかずも完成するはずだ。

　美紅は「うん、そうしよう」と誰に言うでもない独り言を零し、キッチンに行った。

　白米をセットし、フライパンでブリの照り焼きを調理する。お味噌汁の具材は、敏恵が手塩にかけて育てたナスをメインに、冷蔵庫の残り野菜も加えた。

　手が空いたところでだし巻き卵も作り、予定通りに朝食が出来上がった。

　緑がないが、今日は良しとしよう……と自身を納得させる。時刻もちょうど十一時前で、いい具合に空腹感もあった。

（そういえば、彰史さん遅いな）

　普段は美紅が起こしに行くことが多いが、彰史はだいたい起きている。寝起きのいい彼は、いつも美紅のおはようのキスを待っているだけなのだ。

　ただ、今朝のように美紅が起こしに行くタイミングを逃した時には、自らリビングに現れてキスをしてくれる。いつもとは違うことに小首を傾げつつ、朝食が冷めないうちに寝室に声をかけに行くことにした。

「彰史さん？　朝だよ」

「ん……美紅……」

　ドアを開けてベッドを覗くと、彰史は布団に潜るようにしていた。彼らしくない寝方に、目を瞬かせながらベッドに歩み寄る。

「どうしたの？」

　その様子がなんだか可愛くてクスクスと笑い、ベッドに腰掛けて彼の顔を覗き込む。

「おはよう、旦那様」

　そして、キスをしようと頬に手を添えた時。

「……あれ？」

　美紅は手のひらに感じる体温に違和感を覚え、慌てて彰史の額を触った。

「嘘……！　熱があるんじゃ……」

「いや、大丈夫だから……」

「そんなわけないよ！　彰史さん、結構熱いよ！」

　慌てて首筋や手にも触れてみれば、体温計を使わなくても熱いのがわかる。少なくとも、微熱レベルではないのは明らかだった。

「このまま待っててね」

　急いでリビングに置いてある救急箱から体温計を取って寝室に戻ろうとすると、リビングに出てきた彰史が「美紅」と声をかけて微笑んだ。

「本当に大丈夫だよ」

「どう見ても大丈夫じゃないよ！　彰史さん、熱があるんだよ！」

　平静を纏う彼をソファーに座らせ、耳用の電子体温計で体温を計測する。少しして電子音が鳴ると、小さなディスプレイには【三七・八】と表示されていた。

　美紅が顔を上げると、彰史は苦笑を漏らしながら「大丈夫だから」と口にした。

「朝ご飯を食べて支度したら、美紅の実家に行こう。お義父さんたち、楽しみにしているはずだから」

「だめだめ、なに言ってるの！　今日は中止！　彰史さんは絶対安静です！」

「いや……」

「実家には私から連絡しておくから」

「だが……」

「だめだよ、これは妻命令です。今日だけは私の言うことを聞いてもらいます」

　申し訳なさそうにする彰史に、美紅は珍しく食い下がる。美紅がここまで強く言うことは滅多にないが、それだけ彼の体調を心配しているのだ。

「今日はゆっくり休もう。ね？」

「……すまない。美紅にもお義父さんたちにも申し訳ないよ。せめて美紅だけでも──」

「彰史さんは逆の立場だったらそんなことするの？」

　彰史の言いたいことを先読みした美紅に、彼が自嘲混じりの微笑を零す。

「いや、美紅の言う通りだ」

　なんとか彰史を説得でき、美紅は密かに胸を撫で下ろした。

　とはいえ、彼の体調が悪化する可能性も考えると、心から安心することはできなかったけれど……。

　

　彰史の分の朝食は消化にいい卵雑炊を作り直し、彼に食べてもらっている間にベッドのシーツを交換した。

　昨夜はお風呂からベッドに直行した上、激しい情事でシーツは濡れていたはず。美紅はあのまま眠ってしまったが、夢現に肌に当たる布が冷たかった気がした。

（あれ？　そういえば……）

　整えたベッドを見て、ふと記憶を手繰り寄せる。

　昨日の情交のさなか、美紅の体内に挿ってきた彰史はいつもよりも熱かった。

　お互いに夢中だったし、お風呂上がりであったことと興奮のせいかと思っていたけれど……。それにしても、彼らしくなく達するのが早かった気もする。

　しかも、彰史はプールから帰宅したあとには『温かいものが食べたい』と言い、湯船に浸かっていた時間も普段よりも長かった。

（どうして気づかなかったんだろう……）

　プールでも帰宅後も美紅の体調を気遣ってくれていたが、もしかしたら彼自身はあの時すでに異変を感じていたのかもしれない。

　それなのに、彰史は眠った美紅の身体を綺麗にし、髪まで乾かしてくれたはずだ。

（ナイトプールだって、もともとは私ががっかりしてたから連れて行ってくれたんだよね。やだ……彰史さんが体調を崩したのって、絶対に私のせいだよ……）

　彼にこんなことを言えば否定されるに違いないが、もはやそうだとしか思えない。

　なにも気づかずに無邪気にナイトプールで楽しみ、帰宅後にも彰史に甘えていた。そんな自身の行動を深く反省し、せめて彼の看病に徹しようと決めてリビングに戻った。

「彰史さん、ベッドの用意ができたよ」

「ごめん、ありがとう」

「謝らないで。それより、薬も飲んだ？」

「ああ」

「じゃあ、眠ってね。彰史さんはなにも気にしなくていいから、とにかくゆっくり休んで」

　心配をあらわにして念押しする美紅に、彰史が苦笑混じりに頷く。彼について寝室に行き、ベッドに横になったのを見届けると、美紅は小さく笑った。

「なにか欲しいものがあれば言ってね」

　額に熱冷まし用のシートを貼り、ベッドサイドにミネラルウォーターを置く。

　彰史の傍にいたいのは山々だったが、彼がそれを拒否することはわかっていた。名残惜しさをこらえて「おやすみ」と言い置き、寝室を後にして実家に電話を入れた。

『──熱？』

「うん、そうなの。だから、今日は行けなくなっちゃった。ごめんね」

『それはいいけど、彰史さんは大丈夫なの？』

「たぶん……。ご飯は食べられたし、解熱剤も飲んだし、とりあえず今日は様子を見ようってことになって……」

　彰史は『病院に行くほどじゃないよ』と笑っていたが、彼が体調を崩したところを見たことがない。美紅自身は結婚当初、慣れない生活のせいか疲労が出たことはあったが、発熱するほどではなかった。

　美紅も彰史もこれまで大きなけがや病気をしたことはないし、きっと今回もただの夏風邪だろうとは思う。一方で、いつだって頼れる彼の体調不良は、美紅を不安にさせた。

『美紅が弱気になってどうするの。つらいのは彰史さんなんだから、あなたは動揺していないでしっかり看病してあげなさい。なにかあればすぐに駆けつけるから』

　そんな美紅を、美紅の母は優しくたしなめた。こんな時、母親の偉大さを痛感する。

　幼い頃から、体調を崩した時には必ず母が献身的に看病してくれた。高熱で心細くなっても、いつものように微笑んでくれる母が傍にいてくれることが心強かった。

　それを思い出し、大きく頷く。

「うん、そうだよね。ありがとう」

『きっと、夏風邪よ。あなたもお父さんもよく罹ってたけど、栄養のあるものを食べて二、三日寝れば治ってたでしょ。でも、くれぐれも美紅まで体調を崩さないようにね』

「気をつけるね。本当にありがとう」

　美紅は近いうちに実家に行く約束をしたあとで電話を切り、急いで朝食を食べて寝室を覗きに行った。

　すると、彰史は寝息を立てていた。彼が眠れていることにホッとする。

　それから少し悩んだ末、今のうちに買い出しに行っておくことにした。

　

　数時間後、美紅は寝室に足を踏み入れた。

　様子を見に来るのは帰宅してから五度目だが、彰史はずっとよく眠っていた。薬が効いているのか、熱も少しは下がっているようだ。

「ん……」

「あ、ごめんね。起こしちゃった？」

「いや……。喉が渇いたんだ……」

　目を覚ました彰史に、美紅はすぐさま冷蔵庫から出してきたばかりのミネラルウォーターをグラスに注いだ。起き上がった彼はよほど喉が渇いていたようで、グラスはあっという間に空になり、二杯目の水も飲み干した。

「体調はどう？」

「うん、だいぶよくなったよ。薬が効いたみたいだ」

「お粥を作ってあるから、食べられそうなら温め直すよ。あと、ゼリーとかスポーツドリンクも買ってきたの」

　時刻は十七時前で、夕食時にはまだ早い。とはいえ、彰史は昼食を摂っていないため、熱が下がりつつあるならお腹が空いているだろう。

「そうだな……。薬も飲みたいし、少し食べようかな」

「じゃあ、用意してくるね」

　美紅は笑顔を残し、急いでキッチンに行った。

　一時間ほど前に作っておいた粥を温め直しながら、買ってきたスポーツドリンクとお茶、薬も用意し、寝室に戻った。

「熱、下がった？」

「ああ、三十七度だった。身体もラクになったし、たぶんもう大丈夫だ」

「よかった」

　ベッドに腰掛けた美紅が微笑めば、彰史はチェストに体温計を置いて「心配かけてごめん」と苦笑を零す。

「ううん。でも、ご飯を食べたらまた休んでね」

　頷いた彼を横目に、崩した梅と粥をレンゲで掬い、ふぅふぅと息を吹きかける。

「はい、あーんして」

　それを彰史の口元に差し出せば、彼は目を瞬かせ、次いで眉を下げて微笑した。

「さすがに自分で食べられるよ」

「だめだよ。妻の役目を奪わないで？」

　彰史をじっと見つめる美紅に、彼が面食らったように笑う。

「今日の美紅はちょっと強引だね」

「だって、彰史さんが風邪ひいたのって、ほとんど私のせいだもん」

「美紅のせいじゃないよ」

「ううん。昨日プールにいた時から、身体が冷えてたんだよね？　それなのに、お風呂でも寝る時にも彰史さんに甘えちゃったから、きっと体調が悪化したんだよ」

「違うよ。俺も美紅とプールに行きたかったし、美紅の水着姿を見て自制できなかった。だから、美紅のせいじゃなくて、俺の自業自得だ」

「彰史さんならそう言うと思ったけど、私も責任を感じてるの。だから、看病させて？」

「……わかった。俺の負けだよ」

　彰史は、今日は一歩も譲らない美紅に頷き、美紅が差し出したままのレンゲを素直に受け入れた。

「おいしい。朝の卵雑炊もおいしかったけど、塩加減がちょうどよくて食べやすいよ」

　微笑んだ美紅は、続けて掬った粥に息を吹きかけて冷まし、彼の口元に運ぶ。

　いつもは美紅が甘やかされてばかりで、彰史がこんな風に甘えてくれることは滅多にない。不謹慎ではあるが、そんな彼の看病ができることが嬉しかった。

　彰史は粥を食べ終えたあと、薬を飲んだ。普段よりも食欲は落ちているものの、ずっと眠っていたことを考えれば食べられた方だろう。

　よくなっている彼の顔色を見て、美紅はホッと胸を撫で下ろした。

「汗を掻いたし、着替えようかな。シャワーも浴びたいけど、さすがにやめた方がいいか」

「じゃあ、身体を拭く？　少しはすっきりするんじゃないかな」

「そうだな。着替えるなら、その方がいいかもしれない」

「着替えとホットタオルを持ってくるね」

「ありがとう」

　美紅は手際よくタオルや着替え、洗面器に入れた熱めの湯を寝室に運んだ。エアコンの温度を少し上げながら、彰史にパジャマを脱ぐように告げる。

　その間に洗面器にタオルを浸け、固く絞ってホットタオルを用意した。

「背中から拭くね」

「これも自分でさせてもらえないみたいだね」

「うん、私にやらせてね」

　世話を焼きたがる美紅に、彼は喜びと申し訳なさを同居させたような顔でいる。一方の美紅は、広い背中にタオルを持った手を伸ばした。

　うなじから肩、肩甲骨周りや背中を拭いていく。彰史の身体が冷えてしまわないように、丁寧にしつつも手早く作業することを心掛けた。

　適度に鍛えている体躯についた筋肉は、改めて見ると本当に逞しい。

　僧帽筋や背筋は硬く、自分の身体とは全然違う。上腕二頭筋も綺麗な筋肉がついており、いつもこの腕で抱きしめられているのかと思うと、ついドキドキしてしまった。

「前も拭くね」

「ああ、ありがとう」

　タオルなどと一緒に持ってきた電器ケトルから洗面器に少量の湯を注ぎ、再びタオルを浸してしっかりと絞る。それで彼の首筋から鎖骨、胸元を拭いていく。

　美紅は平静を装っていたが、実際は少しずつ速まっていく鼓動を落ち着かせることに必死だった。にもかかわらず、思考はどんどん余計なことを考えていく。

　軽く隆起した胸部に触れれば、昨夜プールで抱きしめられたことを思い出して。綺麗に割れたシックスパックの腹筋を見ては、彰史との情交がまざまざと蘇ってきた。

（彰史さんは体調が悪いんだから、こんなこと思い出してる場合じゃないのに……）

　あられもない想像をしている自身に反し、彼は素直に身を任せてくれているというのが余計にいたたまれなさを感じさせる。

『彰史さんが相手だと、美紅は縛るくらいしないと勝てないんじゃない？』

　しかも、こんな時に限って麻紀の言葉が脳裏に過り、美紅の心をいたずらに乱した。

　今は彰史を縛っているわけではないが、彼はいつになく無防備だ。それがなおさら想像力を掻き立ててくるようで、美紅はうっかり喉をこくりと鳴らしてしまった。

　それをごまかすように、慌てて口を開く。

「えっと、上半身はもう終わったから、次はズボンを脱いでくれる？」

「あ、いや……そっちは自分でやるよ」

「え？　遠慮しなくていいよ？」

　視線を下げた美紅は、ズボンに手をかけようとする。刹那、彰史の下肢を見て息を呑んだ。

「……っ」

　ゆったりとしたパジャマでもわかるほど、その中心が少し盛り上がっていたのだ。

　視線をわずかに逸らした彼は、気まずそうに微笑を漏らした。

「美紅に触れられていると思うと、つい色々考えてしまって……」

（……彰史さんも同じ気持ちだったのかな？）

　胸がきゅうっと戦慄く。邪な想像をしていたのは自分だけではないと知り、彰史への愛おしさが突き上げてくる。

「美紅は心配してくれているのに……すまない」

　申し訳なさそうな彰史に、首をブンブンと横に振る。

　本音を打ち明けるのは恥ずかしい。反面、彼と似たようなことを考えていたのだと思うと、心が通じ合っている気がして喜びもあった。

「ううん……。私も、ちょっとだけそういうこと考えてたから……」

　羞恥を抱えつつも告げ、彰史と彼の下肢を交互に見る。数瞬して、美紅は頬が熱くなっていくのを自覚しながら、布を押し上げている部分にそっと触れた。

「……ここも、私がしてもいい？」

　今度は彰史が息を呑んだ。

　布越しに触れているそこはまだ柔らかさを残しつつ、形を変え始めている。美紅の唇からは吐息が零れ、雄の存在を確かめるようにツツッ……と指を這わせた。

「……ああ、いいよ」

　彼の視線には、さきほどとは違う意味を持つ熱が孕んでいた。

　

　ベッドに乗った美紅は、彰史と向かい合うように座った。

「今日は私が全部するね？」

　素肌をさらしたままの硬い腹部に手を置けば、彼の瞳が期待を隠さずに緩められる。

「それは楽しみだな」

　柔和な表情なのに、その双眸の奥にははっきりとした劣情が見えた。

　美紅も積極的にはなってきたものの、まだすべてをリードしたことはない。いつもは彰史に誘導されているし、自ら奉仕していても結局は彼に主導権を握られている。

　けれど、今日は普段とは違う雰囲気なのは明らかだった。

　美紅は緊張を隠すように息を吐き、彰史の両肩に手を置いてキスをした。

　唇を重ね、角度を変えてゆっくりと食む。柔らかな感触を確かめるようにくちづけを繰り返していると、どちらからともなく唇を開いていた。

　わずかな隙間から舌を差し込み、彼の口内をまさぐる。触れた肉塊には絡めず、歯列をたどって舌先で上顎を撫でた。

　艶めかしい水音が響く中、彰史が焦れたように美紅の舌を捕らえる。美紅はそれに応え、舌を絡ませ合った。

　美紅のキスは、まだ時折たどたどしさを感じさせる。美紅自身もそれを自覚しているため、いつも自分がされていることを思い出し、彼の口腔で必死に舌を動かす。

　そのさなか、美紅が彰史の肩に置いていた手をそっと滑らせ、鎖骨をたどって胸元に下ろした。隆起したそこは硬く、柔らかな美紅の身体とはまったく異なる。

　滑らかな肌に手を滑らせて、突起をくすぐるように爪の先で軽く引っ掻いた。

　彼の肩が跳ねたが、感じているというよりは反射だったようで、それ以降はあまり反応がない。

　名残惜しさを抱えながら唇を離した美紅は、そのまま彰史の首筋に唇を這わせ、ちゅっ、ちゅっ……とキスをしながら鎖骨に向かった。

　鎖骨にもくちづけたあとは、カリカリとくすぐっていた粒にくちづける。ねっとりと舌を絡ませるように舐め、反対側は指の腹で優しく捏ねた。

　彼の息遣いが変わっていく。これまで反応がなかった身体が小さく上下し、熱い吐息が降ってきたことによって興奮が伝わってきた。

「美紅、脱がせていい？」

「うん、いいよ」

　小さな羞恥を押しのけて頷き、彰史を見上げる。彼は熱を孕ませた瞳で美紅を見下ろしながら、艶麗な笑みを浮かべていた。

　屈むようにして彰史の腹筋にくちづければ、無防備な背中に手が伸びてくる。

　迷うことなく目的地にたどりついた節くれだった指先が、淡いブルーのワンピースのファスナーを下ろした。

　ミディアム丈のワンピースが肩からずらされていき、美紅自身も布から抜け出すようにする。パステルイエローのブラがあらわになり、すぐさまお揃いのショーツも見えた。

　一方、美紅が綺麗に割れた腹筋の下にある彼の中心にそっと触れると、さきほどよりも硬さを増していた。布の上からでも、充分に質量があるのがわかる。

　すり……と撫で、形をかたどるように指を這わせる。彰史が吐息を零したことに笑みが漏れ、美紅の指には微かに力がこもった。

　ズボンを脱がせようとすると、彰史が腰を上げる。

　ボクサーパンツを押し上げている雄芯は、すでに準備が整っているようにも見えたが、快感を与えるために黒い下着も押し下げ、筋肉質な脚から抜き取った。

「もう……大きくなってるね」

　彼は少し気まずそうにしつつも、その双眸には愛欲が宿っている。

　雄々しくそびえ勃つ男性の象徴に、美紅は再び手を持っていく。優しく握るように指を纏わせると、彰史が息を殺したのがわかった。

　ゆっくりと手を上下させ、熱杭をこすり始める。

　腹筋につきそうなほど反り返った屹立はすでに充分に硬く、美紅の喉が小さく鳴る。下腹部が疼きを覚え、思わず膝をすり合わせてしまった。

　彼は美紅のブラのホックを外し、窮屈そうに収まっていた双丘を解放する。たわわなふたつの実が大きく揺れ、その隙間から差し込んだ手でゆったりと揉みしだいた。

「ん、ぁっ……」

　それだけで興奮が増して甘い声が飛び出し、期待に染まった身体がぴくりと跳ねる。喜悦を求めてくねる腰が戦慄くのを感じる中、美紅は剛直にそっとキスをした。

　ぷっくりと膨らんでいる先端に舌を這わせ、ねっとりと舐める。くぼみに舌先を差し込み、そのまま裏側にも舌を下ろしていき、今度は下からしっかりと舐め上げた。

　彰史が美紅の弱い場所を熟知しているように、美紅も彼の好きなところはそれなりに把握している。

　先の部分、裏側、柔らかな袋。彰史の好みに添って、舌を動かすように意識する。美紅の唾液に塗れた昂ぶりはいっそう硬くなり、まるで生き物のごとくビクビクと震えていた。

　同時に手も上下させ、彰史を責め立てていく。

　右手は雄幹を掴みながらこすり、左手はその下にある柔らかい部分を軽く揉む。舌を纏わせては時折ちゅうぅっ……と吸い上げ、また飲み込めるだけ口内に含む。

　喉の奥まで届くと苦しくて嗚咽が漏れそうになるが、太く逞しく変化していく彼の分身に必死に愉悦を送り込んだ。

　じゅぷっ、ぬぷっ……と粘膜の絡むような音が響き、いたずらに鼓膜がくすぐられる。まだ触れられてもいない美紅の秘部が疼き、ショーツが湿り始めていることに気づいた。

「ん、ッ……んくっ……は……っ、んむ……」

「っ……クッ！」

　美紅の乳房をやんわりと揉みしだいていた彰史の手が、いじらしく奉仕を続ける美紅の頬を撫でる。優しく触れてくる仕草に、美紅の胸がキュンと高鳴った。

「……美紅、ッ……俺も、舐めたい……」

　ハッ、と荒々しい息を吐いた彼の申し出に、美紅は一瞬だけ躊躇した。

（今日は全部私がしたい……。でも……）

　滾りを咥えたまま顔を上げれば、彰史が熱と情欲に塗れた瞳で美紅を見つめていた。

　その表情を前にすれば、自身の思考や目的よりも彼の望みを叶えたくなって。抱いたばかりのためらいを押しのけ、ゆっくりと頷いた。

「ショーツを脱いで、俺の顔の上に跨って」

　美紅が身体を起こせば、淫蕩な指示が飛んでくる。何度か経験したことがある行為でも、いつものように身体が溶かされていない今はこれまでよりも緊張と羞恥を感じさせた。

　けれど、彰史に真っ直ぐ見つめられてしまうと、ジクジクと疼き始めていた下肢が戦慄き、甘い吐息が漏れた。

「……うん」

　消え入りそうな声で返事をし、白いレースがあしらわれたパステルイエローのショーツに手をかける。戸惑いを隠して脚から抜き取れば、彼の面差しに満悦の笑みが咲いた。

「お尻をこっちに向けて」

　小さく息を呑んだ美紅に、仰向けになった彰史が誘惑に満ちた囁きを落とす。おずおずと身体を反転させ、彼の眼前に秘部をさらす形で跨った。

「ああ……少し濡れているね。まだたいして触っていないのに、興奮していたのか」

　自身の状態を言葉にされて、美紅は羞恥で顔が熱くなる。いやらしい身体だと揶揄されている気がして俯くと、反り返った怒張が視界に入る。

　恥ずかしさをごまかすようにそこにくちづけようとした時、一拍早くあわいに節くれだった指が這わされた。

「アッ……」

　軽く一往復した指が、秘孔に埋められる。チュクッ……と淫靡な音が鳴ったかと思うと、蜜を纏わせた指先がまだ芽吹いていない蕾を押した。

「ふぁっ……あんっ……」

　優しく捏ねられ、隘路がすぼまる。脆弱な部分に与えられる甘い痺れが、美紅の身体を弄ぶように広がっていく。

　無防備な蜜粒は快感を受け取り、静かに芽吹こうとしていた。

「硬くなってきた。ほら……ここ、好きだよね？」

　姫核を下から持ち上げるようにこすられ、腰が震えてしまう。

「ひっ……ああっ」

　美紅は喜悦に襲われながらも、目の前の雄芯に舌を這わせた。

「ッ……ハッ」

　刹那、彰史の熱い息が秘裂を撫で、その淡い感覚すらも甘い痺れに変わった。それでも、彼の弱い部分を舐めてはこすり、欲を吐き出させようと責め立てる。

　彰史も蜜をまぶすようにしながら花芽をクリクリといじくり、包皮を優しく剥いていった。

　可憐な蜜芯を愛でられるのは、たまらなく気持ちいい。そっと引っ掻き、かと思えばグリグリと潰すように押し、時折ピンッと弾かれる。

　ぷっくりと膨らんだ花芯を摘まんで指の腹でこすり合わされると、蜜口が雄の欲望を誘うようにはくはくと震えた。

「ひぅっ、あんっ！　ァッ、んっ……やあぁっ……」

　甲高い声で啼きながらも楔を離さない美紅は、唾液に塗れた舌先で先端のくぼみをほじくり、漏れ出る体液をちゅうっと吸い上げる。

　すると、長い指で淫裂を大きく開かれ、ツンと尖った蜜核に狙いを定めて厚みのある舌が押しつけられた。ついでとばかりに姫洞に二本の指を差し込まれ、白い腰がしなる。

「ああっ、んっ……はぁんっ」

　法悦に押し負けそうになり、屹立を掴んでいる両手を上下させ、必死に舌を這わせる。そのまま咥え込んだ雄杭を吸い上げ、舌を絡ませて顔ごと動かした。

　一方の彼も、柔襞を撫で、丹念にこすっていく。指の腹で掻きむしるようにされると、むずがゆさと痺れをない交ぜにした感覚に襲われた。

　お互いを追い立てようと必死になればなるほど、自身が淫悦の淵に追いつめられる。快楽を噛み殺すようにして愛撫を与え合うという行為が、さらに興奮を大きくした。

　彰史の指が淫道をかき回し、舌が秘芽を舐めて嬲る。ツンと充溢した突起にそっと歯を立てられると、蜜がコポッと音を立てて噴き出した。

　限界を迎える予感を抱いた美紅が、彼の欲を放出させるべく口腔いっぱいに咥え込んでいる楔にちゅうちゅうと吸いつく。

　直後、下腹部の裏側を指で押しながら淫芽を吸い上げられて──。

「ふうぅっ……！」

　美紅は熱芯に吸いついたままくぐもった声を漏らし、腰を戦慄かせながら高みに押し上げられた。

　身体から力が抜け、彰史の上に倒れ込みそうになる。それでも、法悦の余韻でもたつきそうな手で熱杭をこすり、柔らかな袋を揉みながら、ちゅうぅっ……と吸い上げた。

　間を置かずして怒張がビクンッと震え、いっそう質量を増す。

「ハッ……ぅあっ……！」

　次いで先端から飛沫が迸り、美紅の口内に白濁した欲を吐き出した。

「ふぅ、っ……ん……」

　喉の奥を叩きつける体液に、息が苦しくなる。ねばついた精を嚥下し、最後の一滴まで飲み下したところで、そっと口を離した。

「全部、飲んだんだ……」

「うん……」

　笑みを浮かべて先端にキスを落とし、彰史を見上げる。彼は愛欲に塗れた視線を寄越しつつも、美紅の頭を優しく撫でた。

　はにかむように微笑んだ美紅に、起き上がった彰史がミネラルウォーターを注いだグラスを差し出す。

「ありがとう」

　喉を潤した美紅の身体を翻そうとした彼に、美紅が「だめ」と小さく訴える。

「私がするから、彰史さんは横になってて？」

「今日はやけに積極的だね」

「私が看病するって言ったでしょ？」

　目を細めた彰史が再び仰向けになり、美紅はドキドキしながらも逞しい身体に跨る。

　彼の頭の横に手を置くと下肢を合わせ、そっと腰を動かした。吐精したばかりなのに、雄の象徴はすでに半分以上の硬さを取り戻している。

　隔てるものがなにもない粘膜同士がこすれ合う感覚に、美紅はうっとりと吐息混じりの声を漏らし、彰史は熱い息を吐き出した。

　身体を前に倒すようにして腰を揺らめかせれば、鋭敏な粒が彼の欲望で刺激される。甘い痺れに柔襞が轟き、寂しげにキュンキュンとすぼまった。

「美紅……挿れたい」

「うん、私も……ッ、欲しい……」

　いつの間に用意していたのか、チェストから出していたらしいパッケージを開けた彰史が薄膜を出した。

「美紅、つけられる？」

「えっと……やってみるね」

　いつもは彼自身で準備してくれるため、美紅がコンドームを触ること自体ほとんどない。

　やり方は何度も見て知っているが、できるかと言われれば自信はなかった。

　けれど、今日は美紅ができるだけのことをしようと決めていたのもあり、それを受け取って剛直に触れた。

　腹部につきそうなほど反り返った熱芯を支えるように持ち、たどたどしい手つきで先端から薄膜を被せていく。根元まで覆ったところで、彰史をちらりと見た。

「うん、それでいいよ。よくできました」

　柔和な笑みで頭を撫でられ、美紅の瞳が緩む。感じていた羞恥と緊張よりも、褒められたことに対する喜びが上回り、早くひとつになりたくなった。

「じゃあ、挿れるね？」

「ああ」

　腰を浮かし、淫裂に雄幹の先端を押し当てる。身体を押し開くような圧迫感に息を詰めそうになるのをこらえ、彼の腹筋に手を置いて身体を落としていった。

「ん、はぁっ……あんっ、ふぁ……」

「ハッ、ぅ……クッ……」

　荒い息を噛み殺す彰史に、美紅の胸がきゅうっと締めつけられる。自分の行為で興奮して快感をこらえる彼の姿が、愛おしくてたまらなかった。

　そんな美紅の気持ちを表すように、蜜壁が雄杭に纏わりつく。ぎゅうぎゅうと食いしばるがごとくうごめく襞の抵抗を受けながら、灼熱の滾りをゆっくりと最奥まで迎え入れた。

「あっ、ん……全部……挿ったね」

　その質量に苦しくなったが、心も身体も悦んでいるのがわかる。甘苦しい感覚に恍惚の笑みを浮かべる美紅に、彰史は快楽をこらえるように息を吐いた。

「動ける？」

「うん……いっぱい気持ちよくなってね？」

　淫蕩な笑みで吐息を漏らした美紅が腰を上げ、自重を頼りに身体を落とす。

「ひぁっ……ああっ」

　途端、甘切ない痺れが頭のてっぺんまで走り抜け、柔壁がうねって熱塊を締めつけた。

　いつにも増して熱い欲望で姫筒をこすれば、求めていた喜悦が生まれる。自ら動いて淫悦を貪り、そして彼に与えているのだという事実に興奮し、脳が酩酊感を抱いた。

　太く硬く逞しい杭で蜜路を引っ掻き、腰を回して隅々まで掻きむしるようにすれば、それはいっそう大きくなる。

「はっ……美紅っ……！」

　あんまり持たないかも、と零した彰史の声が耳に届く。痺れる脳がその意味を噛み砕くと、瞬く間に興奮と愛欲が膨らんだ。

　上下左右に激しく腰を躍らせれば、豊満な乳房が悩ましげに揺れる。

「今日はまだ、ここを触っていなかったね」

　言い終わるよりも早く、おもむろに手を伸ばした彼がその頂きで震える果実を摘まんだ。

「ああぁぁっ……」

「うっ……！」

　媚肉が轟き、屹立をきゅうぅっ……と食いしばる。

　いつもは薄桃色の果実は濃く色づき、芯を持ったように硬さを増した。そこを指の腹でこすり合わせるようにしながら引っ張られ、甘い痺れが広がっていく。

　両方の突起を捏ねられて、快感が膨れ上がった。

　それなのに、強欲な身体はもっと悦楽を求めている。確かに気持ちいいのに、普段の彰史が与えてくれる頭がおかしくなるような淫悦には届かない。

　それが切なくて、美紅は身体をわずかに倒して下肢をこすり、彼の下腹部にぷっくりと膨れた蜜核を押しつけた。

「ッ、あぁんっ、ふぁ、んんっ……いいっ……！」

「くっ……!!　美紅……ハッ……」

　喜悦の波が押し寄せてくる。

　彰史も限界が近いのか、下から腰を突き上げてきた。双丘がぷるんっと揺れるのに合わせて先端を摘まみ上げられ、敏感な三つの粒に電流のような痺れが注ぎ込まれる。

　蜜壺をかき回される感覚に、美紅は恍惚の表情で身体を揺らめかせ、さらに深い法悦を求めて怒張を締めつける。

　きゅうきゅうとうごめく柔襞は、硬く太い芯を離さない。充溢し切った雄芯が欲を吐き出すのを、今か今かと待ちわびていた。

　熱に浮かされた双眸が美紅を捉え、虚ろな美紅の視線と交わる。涙で滲む視界でも彼が余裕を失くしているのがわかり、美紅は息を乱しながらも下肢をぶつけた。

　彰史が息を噛み殺し、最奥のくぼみをこじ開けるように力強く穿つ。ガンガンと脳が揺さぶられるほど突き上げられて、美紅の四肢がビリビリと痺れた。

「やぁっ、ああっ……も、イッちゃ……！」

　腰を打ちつけ合うふたりは限界まで激しく動き、お互いに最果てへ押し上げようとする。

　脳芯が朦朧として思考が白んでいくさなか、ひと際強く姫洞の奥を突かれて──。

「ひっ──ぁ、やあぁぁっ……！」

　美紅は大粒の涙を零し、全身をガクガクと震わせながら達した。

　反り返る美紅の身体を押さえるように腰を掴み、そのままうねる隘路を二、三度抉った彰史が歯噛みする。

「ウッ……く、ぁ……ッ──」

　大きく胴震いすると、充溢し切っていた熱杭がビクビクと跳ねるようにして精を吐き、薄膜越しに飛沫を叩きつけた。

　鋭敏な美紅の身体は、その感覚にうっとりとした甘い吐息を漏らす。

「……美紅？」

　まだ眠ってはいけないと思うのに、意思に反して瞼が閉じていく。

「……美紅がこんなに大胆になってくれるのなら、体調を崩すのも悪くないな」

　意識が薄らいでいく中で、どこか幸せそうな彼の声が聞こえ、そこでハッとした。

　ここで自分が眠ってしまったら、昨夜の二の舞になってしまう。そう思い、美紅はなんとか目を開いた。

「眠っていいよ？」

「だめ……。ちゃんと着替えなきゃ」

　身体が落ち着くまでは動けなかったが、やがて体力が戻ってきた美紅がもぞもぞと身を起こし、彰史の身体を拭き直した。

　彼は苦笑を零しながらも、甲斐甲斐しく世話を焼こうとする美紅を優しい眼差しで見守っていた──。
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　数日の雨が続き、幾分か暑さが和らいだ八月最後の土曜日の夜。

「美紅！」

　表参道駅から程近い大通り沿いの道を曲がると、スペインバルの店の前に立つ麻紀の姿が見え、美紅に気づいた彼女が手を上げた。

　その傍らには、可愛らしい雰囲気の女性が立っている。

「ごめんね、待たせちゃって」

　美紅が急いで駆け寄ると、ふたりは笑みを浮かべた。

「気にしないで。私たちが予定より早く上がれただけだから」

　麻紀の隣にいる女性に頭を下げられ、美紅も笑顔で会釈を返す。

「彼女は同じ職場の鈴すず原はら千ち佳かちゃん。千佳ちゃん、この子が親友の美紅よ。一昨年に結婚したばかりで、旦那さんと超ラブラブなの」

「ちょっと、麻紀！」

　初対面の相手にそんな紹介をされ、美紅は頬を赤くして抗議する。麻紀が悪戯な笑みを浮かべると、千佳が頬を綻ばせてクスクスと笑った。

「はじめまして、鈴原千佳です。麻紀さんには本当にお世話になってるんです。麻紀さんからいつも美紅さんのお話を聞いてたので、お会いできるのが楽しみでした」

「三嶋美紅です。私もすごく楽しみでした。よかったら、仲良くしてください」

　千佳の言葉に美紅が微笑むと、和やかな雰囲気に包まれた。麻紀は満足そうに頷き、「とりあえず入ろうか」とふたりを促した。

　広い店内は賑やかで、気兼ねなく談笑できそうな雰囲気だ。

　麻紀と千佳が昼休憩にランチに行った帰りに見つけたらしく、麻紀からこの店を提案された時にホームページを見てから、美紅もとても楽しみにしていた。

「私、ちゃんとしたスペインバルって初めてかも」

「私もです。麻紀さんは？」

「お姉ちゃんがスペイン料理が好きだから、何回か一緒に行ったことあるよ。でも、ここはメニューが豊富だから楽しみにしてたんだよね」

　麻紀にスペイン料理の定番やおすすめを訊きながらメニューを選び、ドリンクで乾杯をする頃には早くも和気藹々とした雰囲気が出来上がっていた。

　美紅と千佳はサングリア、麻紀はスパークリングワインを片手に、次々と運ばれてくるスペイン料理に舌鼓を打つ。

　世界三大ハムのひとつである生ハムのハモン・セラーノ。トルティージャと呼ばれる厚焼きオムレツに、マッシュルームと魚介がたっぷりのアヒージョ。

　美紅が特に気に入ったのはクロケッタというスペインのコロッケで、ハモン・セラーノを始め、マッシュルームや鶏肉など、中に入っている具材が日本のものとは違った。

　魚介と鶏肉がたっぷりのパエリアもとてもおいしく、三人が「こんなにおいしいパエリアは初めて」と口を揃えたほどだ。

　おいしい食事を通して会話もよく弾み、麻紀と同様にコミュニケーション能力が高い千佳のおかげで、美紅もすぐに打ち解けた。店内に入ってから三十分もすれば、話題は自然と各々の恋愛のことへと発展していった。

　美紅たちよりも一歳年下だという千佳は、下着が好きなのが高じてハニードロップに就職し、麻紀と同日に表参道店に配属されたのだとか。プライベートでは自社のエリア統括マネージャーの玉たま木き秀しゅう人とと付き合っており、同棲を始めてまだ半年弱だという。

「なんかこう……彼があまりにもかっこよくて、未だにドキドキするんです。もちろん、一緒にいると幸せだし落ち着くんですけど、緊張することもあるっていうか……」

　千佳がそんな悩みを零すと、麻紀が首を傾げた。

「付き合い始めたのって去年の三月でしょ？　同棲の前にも半同棲してたんだよね？　それなのに、そんなに緊張する？」

「しますよ！　だって、秀人さんってすごく大人だし、本当にかっこいいですから！　別にずっと緊張してるわけじゃないですけど、不意にものすごくドキドキさせられて緊張するんです。それに、私ばっかり翻弄されてますし、そういうのもちょっと悔しいんですよね」

「私も彰史さんには毎日のようにドキドキしてるし、緊張だって未だにするよ。だって、見た目も中身も本当にかっこいいし！　だから、翻弄されてばかりでちょっと悔しいって気持ちとか、すごくわかるよ！」

　力説する千佳に美紅が全力で共感し、ふたりを見ていた麻紀は苦笑を漏らす。美紅と千佳はお互いの手をガシッと握り、同士に巡り会えた喜びを分かち合うように力を込めた。

「でも、ドキドキしないよりする方がいいし、ときめきがなくなって倦怠期になるより幸せな悩みでしょ」

「……確かにそうですね」

「それはそうだけど……麻紀はそういうことってないの？」

「そりゃあ、あるよ。ときめかない相手と付き合うわけがないじゃない。ただ、最初の頃ほどドキドキするわけじゃないし、最近は安定感の方が大きいかな」

　麻紀の恋人は美紅や彼女と同い年で、基本的には対等な関係だと聞いたことがある。

　デート代は彼が出してくれることが多い反面、家賃や生活費は折半し、家事も分担しているようだった。それに、ふたりで結婚資金も貯めているのだとか。

　お見合いからのスピード婚をした上、彰史がなにもかも初めての相手だった美紅にとっては尊敬を覚える話だが、しっかり者の麻紀らしい関係性なのかもしれない。

「結婚を視野に入れて付き合ってるし、私はときめきよりも安心感が欲しいかな。対等に付き合えて、精神的に安定してる関係になりたいっていうか。もう緊張することなんてないけど、だからってドキドキしないわけじゃないから満足してるよ」

　恋人と落ち着いた関係性を築き上げている麻紀は、美紅と同い年とは思えないほど大人に見えた。

「いいなぁ、麻紀さん。私も早く麻紀さんみたいな関係性になりたいです」

「こういうのは時間の問題だと思うけど、美紅と千佳ちゃんはふたりなりの関係性を築いていけばいいんだよ」

「でも、私ばかり翻弄されてるんですよね。秀人さんはちゃんと気持ちを伝えてくれるんですけど、いつも余裕そうですし」

　千佳の言葉に共感しか生まれない美紅は、うんうんと首を縦に振ってしまう。

「気持ちを言葉にしてくれるのって大切だよ。『好き』とか『可愛い』って言ってくれない彼氏や旦那だったら、可愛くいる努力をしようって思わなくなるかもしれないし」

「でも、そもそも相手に飽きられたくないから自分磨きを頑張るんじゃないんですか？」

　美紅の代わりに疑問を紡いだ千佳が、食い入るように麻紀を見る。

「それもあるよ。ただ、何年一緒にいてもやっぱり好きな人には褒めてもらいたいし、ちょっとした変化にも気づいてほしいじゃない？」

　ワイングラスの中身を飲み干した麻紀に、美紅と千佳が相槌を打つ。

「ネイルやメイク、服装を褒めてくれたり、『好き』って言ってくれたりしないと、ときめきもなくなるし。自分磨きって、自分が自信を持つためだったりもするけど、なによりも好きな人にもっと好きになってほしいっていうのがあるでしょ」

「確かにそうですね。下着を可愛く着こなしたくてトレーニングを頑張ってますけど、秀人さんが褒めてくれるとやる気が倍増しますし」

「うん。私も彰史さんが『可愛い』って言ってくれるのが嬉しくて、自分磨きを頑張ろうって思うもんね」

「私の彼氏はもともと口数があんまり多くなくて、そういうことは言わない人だったから、『ちゃんと言葉にして』ってお願いしたよ。それからは伝えてくれるようになった」

　笑みを浮かべた麻紀に、美紅と千佳の感嘆混じりの歓声が重なる。自分の意見をはっきりと伝えられる麻紀が、とてもかっこよく思えた。

「だから私は、彰史さんや玉木マネージャーが最初からちゃんと伝えてくれてたのは羨ましいかな。でも、好きな人に褒めてもらえるのが一番嬉しいってことであって、別に褒めてくれる人と付き合いたいってわけでもないし。まぁ、ないものねだりかもしれないね」

　苦笑を零す麻紀に、美紅と千佳は今日一番の大きな相槌を打ち、今度はお互いの夫や恋人の素敵なところを口にしていった。

　意地悪な時もあるけれど優しいとか、大人でかっこいいとか、常にリードしてくれる……といったことを話した美紅に、千佳が「秀人さんもです」と満面の笑みを見せる。

　彰史の好きなところなら他にも挙げればキリがないほどあるため、ひとしきり千佳の話を聞いたところで麻紀に視線を遣った。

「麻紀は？」

「私の話はいいよ。今日はふたりの惚気を聞きたくてこの場を設けたんだから」

「だめですよ、麻紀さん。私たちは言ったんですから、ちゃんと教えてください」

「いや、それはふたりが勝手に言い出したんでしょ」

「いいからいいから。私も麻紀の彼氏さんのことが聞きたいもん」

　麻紀は頼んだばかりの白ワインを一口飲むと、「素敵なところねぇ」とごちた。

「仕事で疲れてても、私の話を聞いてくれるところ。それと、口数は多くなくて硬派だけど、大切にしてくれるところかな。あとは……」

　そこで話を止めた麻紀が、一瞬ためらうようにして「これはいいか」と独り言のように言い、グラスに口をつけた。

「え？　気になるじゃない」

「そうですよ。そこで止めないでくださいよ」

　食い下がる美紅と千佳に、麻紀がふっと微笑んだ。

「身体の相性がめちゃくちゃいいところ」

「身体っ……!?」

「やだっ……！　こんなところでなんてこと言うの……！」

　口々に驚嘆する千佳と美紅に、麻紀はあっけらかんとした顔で「私たちにしか聞こえてないわよ」と言い放つ。

「だいたい、ふたりがそういう反応すると思ったから言うのをやめたのに。でも大事なことでしょ？　相性だけを重視するわけじゃないけど、エッチだって恋人や夫婦のコミュニケーションのひとつなんだから」

　麻紀の言うことはもっともだが、いざはっきりと言葉にされてしまうと気恥ずかしい。そんな風に感じる美紅と同じように、千佳も頬をわずかに赤らめていた。

「それに、どうせふたりだってラブラブなエッチしてるくせに」

「もうっ、麻紀！」

「そんなこと言えませんよ！」

　顔を真っ赤にしてうろたえる美紅と千佳に、麻紀がケラケラと笑う。

　初めての三人での女子会は最後まで盛り上がり、また近いうちに会う約束をしてから解散した──。

　

「美紅」

　最寄り駅の改札口を出たところで名前を呼ばれ、美紅の顔に笑みが広がった。

「彰史さん！　迎えに来てくれたの？」

「ああ。夜道をひとりで歩かせたくないからね」

　過保護だな、と思う。反面、彰史の言動が嬉しくて、素直に「ありがとう」と伝えた。

「楽しかった？　麻紀さんの同僚とは初めて会ったんだろう？」

「うん、すごく楽しかったよ！」

　手を繋いで歩き始め、ついさきほどまでのことを話す。

「千佳ちゃんってひとつ年下だけど、人懐っこいっていうかコミュニケーション能力が高くて、すぐに打ち解けたんだ。可愛くてスタイルもよくて、本当に素敵な子だったよ。話も弾んだし、また近いうちに会おうって約束もしたの」

　美紅の話を聞く彼は、微笑ましげにしていた。

「そうか。でも、初対面の子との女子会って、なにを話すんだ？　麻紀さんもいるとはいえ、三人でそんなに盛り上がるもの？」

「最初は自己紹介して、ご飯がおいしいねって話とかして……。でも、一番盛り上がったのはやっぱり恋愛のことかな」

「恋愛？」

「うん。千佳ちゃんの話に共感しちゃって、すごく盛り上がったよ」

「どんな話に共感したの？」

「うーん……」

　興味深そうな彰史に、美紅が逡巡するように夜空を仰ぐ。次いで、彼に笑顔を向けた。

「千佳ちゃんの彼氏が、大人でかっこいいってところかな。あとは、私も千佳ちゃんと同じで、彰史さんに翻弄されてばかりでちょっぴり悔しいって話とか？」

　悔しいと言いながらもふふっと笑う美紅の言葉に、彰史が瞳をふわりと緩める。

「俺だって美紅に翻弄されているよ」

「……そうかな。私はそんな風に感じたことなんてないよ？」

　不服そうに眉を寄せた美紅が、そのままの気持ちを口にする。

「そんなことはない。たとえば、この間看病してくれた時とか……ね」

　すると、わざわざ耳元に顔を近づけて囁いた彼が、色香を纏った笑みを湛えた。いたずらに鼓膜をくすぐられた美紅は、先日のことを思い出して頬がカァッと熱くなった。

「俺は俄然責める方が好きだが、たまにはああいう美紅も悪くない」

　なおも低い声音で囁いた彰史を前に、美紅はますます恥ずかしくなる。

　程なくして閑静な住宅街に続く角を曲がったのを機に、彼が美紅の顔を覗き込むようにしたかと思うと、まるで息をするように自然な仕草で唇を奪ってきた。

「……ッ。彰史さん、こんなところで……」

　触れるだけのくちづけだったとはいえ、自宅までは五分もない場所での行為にドキドキしてしまう。

　彰史はクスリと笑うと、「今夜が土曜日でよかった」なんて意味深にひとりごちた。

　そこに込められた意図を察して、美紅の心と身体がキュンと震える。顔から広がる熱が指先まで届き、彼に握られたままの手からもそれが伝わっているだろう。

　数分前まで今夜の出来事を楽しく話していたはずだったのに、今はもうそんな雰囲気は溶けたように消え、わずかな淫靡さを孕んだ空気に包まれている。

　マンションに着くまでに口数はどんどん減っていき、エレベーターに乗る頃には会話はなくなっていた。

　昇っていく箱の中で、美紅の鼓動は次第に大きくなっていく。

　玄関のドアを開けてリビングに足を踏み入れた直後、背後からそっと抱きすくめられた。

「美紅」

「ぁ……」

　うなじに優しく唇を落とされ、背筋がゾクッと粟立つ。

「さっきから様子がおかしいけど、どうかした？」

　色気たっぷりの声に耳朶を撫でられ、美紅の唇からは甘い吐息が漏れてしまう。わかっているくせにそんなことを問うなんて、こういう時の彰史はやっぱり意地悪だ。

　けれど、胸の奥が甘やかな音を立て、彼の言動に心が捕らわれる。

「美紅？」

「だって、彰史さんがあんなこと……」

「仕方がないだろう。美紅がいなくて寂しかったんだから」

　そんな風に言われてしまえば、ドキドキさせられる悔しさよりも喜びが勝っていく。

　今日は夕方までふたりで出かけていたし、昨夜だって心と身体が溶けてしまうほど熱く抱き合った。

　それでも、たった数時間離れていただけで甘い言葉をかける彰史にときめき、美紅の胸がキュンキュンと震える。

「美紅、こっちを向いて」

　柔和な声で請われた美紅は、従順に顔だけで振り向いた。彼と視線が交わり、ドキドキする心とは裏腹に笑みが零れる。

　数瞬して、唇がそっと重なった。

　頬に手を添えた彰史が、美紅の唇を食む。彼に倣うように、美紅も同じ行為を繰り返す。

　彰史の言動のせいか、それとも麻紀や千佳と彼のことをたくさん話したせいか。今夜は無性に抱き合いたくて、もっとたくさんキスをしてほしいと思った。

　どうやら彰史も飲んでいたようで、お互いの呼気に混じるアルコールの匂いがいっそう気分を高めていく。

「どうした？　もう待ち切れない？」

「うん……」

　美紅が素直に頷けば、彼はふっと目を眇めた。

「じゃあ、今日はここでしようか」

　今の美紅には、場所なんてさほど問題ではなかった。彰史に触れたくて、彼に抱かれたくて、それだけしか考えられなくなっていく。

「ここでいいから……しよ？」

「今夜はやけに積極的だね。いつもよりたくさん飲んだ？」

「ん……そうかも」

　キスの合間に訊かれて苦笑しつつも、またくちづけをねだるように彰史の方に身体を向ける。そのまま彼の首に手を回すと、再び唇が降ってきた。

　チュッ、チュッ……とリップ音が響き、少しして唇を開けば彰史の舌が差し込まれた。熱い舌を絡ませれば、アルコールの余韻が色濃くなる。

　縺れ合うようにソファーに倒れ込んだ時、美紅は彼のキスに翻弄されながら下肢を戦慄かせていた──。
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　楽しかった女子会から二週間が経ち、九月も上旬が終わろうとしていた。

　麻紀と千佳とはメッセージアプリでグループを作り、ここ数日は次の女子会の話で盛り上がっている。日程は調整中だが、店は麻紀が見つけたという飲茶専門店に決まりそうだ。

　先日のスペイン料理も本当においしかったため、次に行く店への期待値が高まった。

　しかも、明日はまたスペインバルに行くことになっている。

　料理を絶賛していた美紅に、彰史が興味を示し、早くも再訪することになったのだ。きっと、彼も気に入ってくれるに違いない。

　女子会の時には食べられなかったチーズリゾットやレバーパテも気になっていたから、なにを食べようかと考えて今からワクワクしてしまう。

（よし、今日はちょっと掃除を頑張ろう！）

　フルールから帰宅した美紅は、出勤前にあまりできなかった掃除の続きを始めた。

　バスルームで浴槽を洗い、ついでに洗面台も隅々まで磨く。水回りがピカピカになると気持ちよくて、満足感に笑みが零れた。

　今度はリビングに掃除機をかけ、革張りのソファーも硬く絞った布で拭いていく。

（そういえば……あの夜はここでしたんだっけ……）

　女子会から帰宅した直後、背後から彰史に抱きしめられ、愛欲のままに抱き合った。アルコールのせいもあってか、ベッドに行くまで待ち切れなかったことを思い出す。

（今思い出すと恥ずかしいけど……いっぱいキスしてくれて嬉しかったな）

　彼は甘い言葉を何度も零しながら美紅にくちづけ、身体を繋げてからも繰り返し唇を重ねてくれた。

　快楽に襲われる中で交わすキスは安心感を抱かせてくれ、心は喜びでいっぱいだった。

　ソファーでの行為だったわりには普段ほど激しくもなく、どちらかと言えばゆったりとした情交だったことも、より安堵感が大きくなった。

　いつものような激しい情事も心と身体が満たされるが、お互いを労わるような穏やかさのある行為も好きだ。

　余裕がなくなって意識が途切れることもなく、最後まで彰史の表情を見ていられるから。

　とはいえ、優しくされても愉悦を与えられ続けるため、それなりに疲労感には見舞われるし、しばらくは動けないのだけれど。

（激しくない時だって、やっぱり私ばかり翻弄されちゃうんだよね）

　あの日に駅まで迎えに来てくれた彼は、『俺だって美紅に翻弄されているよ』なんて言っていたが、その後に抱かれた時には普段通り美紅が翻弄された。

　別に情交の時以外だって、美紅が彰史を翻弄できたと感じることは滅多にない。時折、余裕がなさそうに見えたとしても、結局は彼に主導権を握られてしまうからだ。

（……もし、看病した時みたいにまた私から色々すれば、ちょっとは翻弄できるのかな）

　彰史が体調を崩していた時には、美紅なりに一生懸命尽くしたつもりである。たどたどしさやもどかしさもあったかもしれないが、慣れていないながらも必死にリードした。

　彼が喜んでくれていたことも知っている。

『俺は俄然責める方が好きだが、たまにはああいう美紅も悪くない』

　夜道でそうも言っていた彰史の表情を反芻し、じっとソファーを見つめてしまう。

　彼は『悪くない』という言い方をしていたが、あれは『よかった』と褒めてくれていたも同然だった。もちろんお世辞も多少はあったとしても、それだけでもないはずだ。

（彰史さんが疲れてそうな時とかに、また頑張ってみようかな？　でも……）

　自ら仕掛けるには、なかなかハードルが高い。彰史は決まって先を見越してリードしてくれるから、美紅にはそんな彼を誘導するのは難しかった。

　あの時は、彰史が体調不良だったという状況に後押しされた部分が大きく、彼も比較的あっさり言うことを聞いてくれたが、平素の状態ではそうもいかないだろう。

（絶対、いっぱい意地悪なこと言われちゃうよね）

　口をへの字にしてしまったものの、美紅は彰史の意地悪が嫌ではない。むしろ、ああいう時の意地悪な言葉にはますます興奮し、より感じてしまうのを自覚している。

「……って、なに考えてるの！　掃除中だってば！」

　いやらしい想像を追い払うように、首をブンブンと横に振る。邪念だらけの思考を叱責し、小さな咳払いをひとつしてから彼の書斎に向かった。

　彰史の書斎は、いつも整頓されている。

　本棚には様々な書籍が綺麗に並べられ、デスクの上が散らかっていることも滅多にない。汚れなども見受けられないし、美紅が掃除をしなくてもよさそうなほどである。

　それでも、サッとデスクを拭いたあとは、掃除機をかけ始めた。

　直後、スリッパを履いている足の裏でなにかを踏んだ感触があり、掃除機を止めてラグに視線を遣った。

　美紅の足元に落ちていたのは、彰史が普段使いしている黒いＵＳＢメモリーだった。

　蓋が外れていたそれを慌てて拾い上げると、よく確認しなくても外側のプラスチックの部分が割れていることに気づいた。差込口にもこすったような傷が入っている。

「嘘っ……！」

　慌ててリビングに走ってノートパソコンを起動させ、ＵＳＢを差し込んだ。しかし、程なくして表示されたのは、【ＵＳＢデバイスが認識されません】という無情な文字だった。

「やだ……。嘘でしょ……」

　このＵＳＢにどんなデータが入っているのかまでは知らないが、彼が通勤バッグから出しているところは見たことがある。少なくともプライベートのものではないのだろう。

　ということは、どう考えても仕事関連のデータが入っているに違いない。

「どうしよう……」

　何度か差し込み直しても、ディスプレイに表示されるのは同じ文言ばかり。

　彰史にとって大切なものに違いないのに、美紅の不注意で壊してしまった。ＵＳＢそのものはすぐに買い直せても、重要なのは外側ではなく中身の方だ。

　けれど、どれだけ不安と責任を感じたところで、美紅にはどうすることもできない。

　大変なことをしてしまった……ということだけが頭の中でグルグルと回り、どうすればいいのかわからなくて涙が込み上げてくる。

　呆然とする美紅は、しばらくディスプレイを見つめたまま動けなかった。

　

　今夜は飲み会だった彰史が帰宅したのは、二十二時前だった。

「ただいま」

「おかえりなさい……」

　玄関で彼を出迎えた美紅の面持ちは暗く、いつもの笑顔もない。

「美紅？」

「あのっ、ごめんなさい！」

　様子がおかしい美紅に怪訝な顔をした彰史を遮る勢いで、美紅はＵＳＢを差し出しながら頭を下げた。

「書斎を掃除してた時に踏んづけちゃって……壊したみたいなの……」

　半泣きで「本当にごめんなさい！」と謝った美紅が、不安でいっぱいの顔で彼を見上げる。

「これ、お仕事のやつだよね……」

「そうだけど……。とにかく中に入ろう」

　涙目の美紅を促した彰史とともにリビングに行き、事情をもう一度説明して謝罪もしたが、ソファーに腰を下ろした彼はＵＳＢを見たままなにも言わない。

　その沈黙が怖くて、美紅はどうすればいいのか必死に考えていた。

「困ったな……」

　程なくして独り言のように零した彰史が、美紅をじっと見つめてきた。真剣な顔つきを前にして、緊張が走り抜ける。

　仕事で使用しているものが壊れたとなれば、困るのは当然である。

「あの……復元とかできないかな……。お店に持っていくとか……」

「……まぁ難しいだろうね」

　彼の答えに絶望感を抱いてしまう。わずかな望みすらもなくなり、美紅はますます責任を感じて唇を噛みしめた。

「私……なにかできないかな？」

　そう尋ねたものの、彰史の仕事を美紅が手伝えるはずもなく、できることと言えば新しいＵＳＢを購入することくらいしかないだろう。もっとも、彼がそんなことを望んでいるとは思えず、償う方法がないのは明白だった。

「そうだな……」

　大きなため息をついた彰史が、スッと目を眇める。その表情からは彼の感情が上手く読み取れず、怒っているのかどうかがわからない。

　ただ、どちらにしても美紅の不注意で迷惑をかけ、困らせているのは事実である。

　できることはなんでもしようと決めていた美紅は、緊張の面持ちで彰史をじっと見つめたまま次の言葉を待った。

「とりあえずお仕置き、だね」

　その数秒後、彼が静かに、けれどはっきりとした口調で言い放った。

「おいで」

　ソファーから立ち上がった彰史は、ローテーブルにＵＳＢを置き、キッチンに向かった。美紅は戸惑いながらも彼の後を追う。

「脱いで」

「えっ……」

　目を大きく見開いた美紅は、彰史の言葉を脳内で反芻して、なんとか噛み砕く。

　今の状況にふさわしいとは思えない内容だったが、彼はまるで口を閉ざすようになにも言わずに立っている。その双眸にはいつもの優しさは感じられない。

　この場に不釣り合いな行為だとしても、美紅の思考はとにかく彰史に言われた通りにするべきだと判断を下した。

　震えそうな手をワンピースのボタンにかけ、ひとつ目を外す。

　Ａラインのプリーツワンピースは初秋にぴったりの明るいグレイカラーで、ちょうど昨年の今頃に彼がデート中に選んでくれたものだ。

　歩くとひらひらと揺れるプリーツ生地や、ふくらはぎが綺麗に隠れるロング丈のデザインが可愛く、ウエストのリボンを正面やサイドで結ぶとスタイルがよく見えるところも気に入っている。さらりとした質感で着心地もとても好い。

　けれど今は、首元からウエストにかけて一列に並ぶ六個のボタンを外せば簡単に脱げてしまうことが、美紅をなんとも心許ない気持ちにさせた。

　それでも、ウエストのリボンも解いて肩からワンピースを落とし、彰史から視線を逸らしてキャミソールも脱ぐ。

　下着姿になったところで彼を見れば、真っ直ぐな瞳とぶつかった。

「美紅」

　たしなめるような声に、肩を小さくびくつかせる。

「下着も脱ぐんだ」

　次いで飛んできた指示は予想通りのもので、美紅はおずおずと背中に手を回し、ブラのホックを外した。

　瞬間、締めつけから解放された豊満な双丘が、ぷるんと弾むように飛び出した。

　痛いほどの視線を感じながら、ショーツにも手をかける。前屈みになって脚から抜き取れば、美紅だけが一糸纏わぬ姿になった。

「さて、どうしようかな」

　静寂を裂いた声音は、どこか楽しげに聞こえなくもない。しかし、恐る恐る彰史を見れば、彼の面持ちにはさきほどと同様に普段の柔和さはなかった。

　明るいライトに照らされたキッチンには隠れる場所なんてない。彰史には何度も肢体をさらしているが、こんなところで自分だけが裸でいるのだと思うと羞恥が大きくなる。

　思わず右手で胸を隠し、左手を柔毛の辺りに持っていこうとしたけれど。

「美紅」

　低い声が飛んできて、咄嗟に両手を引っ込めた。

「……っ」

「隠していいなんて言ってないだろう？」

「ごめんなさい……」

　彰史は意地悪な時もあるが、こんな状況は初めてで少しだけ怖くもなってしまう。

　ひどいことをされるとは思わない反面、なにをされるのかと考えると安堵感はまったく持てない。

「ああ、そうだ。いいこと思いついた」

　そんな美紅を見ていた彼が小さく呟いたかと思うと、右手の人差し指で軽くネクタイを緩めながらうっすらと笑みを浮かべた──。






六








「彰史さん……これって……」

　白昼のような明るさのキッチンに、美紅の羞恥に塗れた声が落ちていく。

　全裸になって数分も経たないうちにエプロンをつけるように言われ、躊躇しつつも彰史の指示通りにしたばかりである。

　緊張の中でも冷静な思考が戻り始めると、自ら服を脱いだことにも、自分だけこんな恥ずかしい格好をしていることにも、いたたまれなくなってしまった。

「裸エプロンだよ」

　知らない？　と訊かれて、答えに困る。知らないわけではなかったが、そういう意味で尋ねたのではなかったからだ。

「一回やってみたかったんだ」

　美紅が困惑をあらわにしていると、少し離れて立っていた彼がふっと瞳を緩めた。

　どこか意地悪さと淫蕩さを孕みながらも、ほのかに優しさも感じられる。

「もう一度言っておくけど、これはお仕置きだからね？」

　いつもの彰史の雰囲気が垣間見られて安心したのも束の間、彼の言葉が美紅をじわじわと追いつめる。

　この行為が〝お仕置きである〟ということを改めて自覚させられた直後、彰史がゆっくりと美紅のもとに歩み寄ってきた。

　思わず後ずさりたくなるような緊張感の中、美紅はただその場でじっと彼を待つ。

　影がかかるほど距離が近づいた彰史は、小さな笑みを湛えて手を伸ばした。

「ァ……ッ」

　骨張った手が、美紅のたわわな乳房をグッと掴む。痛みを感じないギリギリの力加減だったが、唐突に両方の膨らみを握るようにされて声が漏れた。

「……ここはまだ勃っていないか」

　胸全体を押し潰すようにした彰史が、手のひらで双丘の先端を軽く撫でる。

　確実にいやらしさを含んだ動きなのに、敏感な部分にはしっかりと触れてはこない。器用に柔らかな肉を掴みながらも、蕾にはあまり刺激を与えないようにしているのがわかった。

　中途半端な感覚がもどかしいのに、自らねだることはできない。あれほどお仕置きであることを念押しされた以上、きっと〝そういうことなんだ〟と悟っていた。

　そんな美紅が、吐息をこらえるように唇をキュッと閉じ、快感を逃がそうと半ば無意識に腰を引く。すると、彼の手に力がこもり、ふたつの突起を親指の腹でこすり上げた。

「んっ……」

　まだ柔らかい頂きに刺激が注がれていき、わずかに硬さを帯び始めていった。

「ほら、エプロンの上からでも硬くなったのがよくわかるよ」

　淫靡な指摘に思わず視線を下げれば、可憐な粒が淡いピンクの花柄の布を押し上げているのが見えた。

　裾や肩紐の周辺にフリルがあしらわれたデザインは、数枚持っているエプロンの中でも特にお気に入りのものだ。以前、彰史が『一番似合っている』と言ってくれてから、より出番が増えた。

　ただ、購入した時には想像もしていなかった使い方に、羞恥心が煽られる。目に映る淫靡な光景に身体とともに脳芯も刺激され、全身が熱くなって眩暈がした。

「ふぁっ」

　やがて先端を摘まみ上げられ、美紅の唇からあえかな声が漏れた。指の腹をこすり合わせるように丹念にいじくられ、布一枚を挟んだ感覚に下肢が震える。

　思わず膝をすり合わせると、彼がクスッと笑った。

「エプロンの上からいじっているだけなのに気持ちいい？」

「はっ……ん、だって……」

　直接的な刺激には敵わなくとも、美紅の身体を知り尽くしている彰史の手技は抜かりがない。

　芯を持った突起を摘まみながらこすり、親指で押し潰すようにしたり、先端の小さなくぼみを爪で優しく引っ掻いたり……と、確実に弱い場所ばかりを嬲ってくる。

　足りなかった悦楽が少しずつ膨らみ、まだ触れられてもいない下腹部が疼き始めていた。

「彰史さん……キス、して……」

　いつもはくちづけから始まるのに、今日は彼が帰宅した時からまだ一度もキスを交わしていない。急激に寂しさを覚えて訴えた美紅に、意味深な笑みが向けられた。

「ああ、いいよ」

　すんなりと願いが聞き入れられたことに安堵し、顔を上げて彰史を見つめる。そのまま瞼を閉じれば、数瞬して彼の顔が近づいてきた気配がした。

「ひぁっ!?」

　刹那、予想外のところに鋭い刺激を感じて、美紅が身体を仰け反らせる。

　咄嗟に開いた目で状況を確認しようとすると、視界いっぱいに広がっていたのはたわわな乳房に顔を埋めるようにしている彼の姿だった。

「ッ、彰史さっ……！」

　過敏な突起に唇を寄せていた彰史が、うっすらと笑みを零す。

「キス、してほしかったんだろう？」

　低く囁くが早く、彼は再び右側の先端にくちづけ、ツンと尖った果実に吸いついた。

「あんっ……」

　ひっそりとした甘い痺れに襲われ、蜜口がキュンとすぼまる。

　焦らされていたせいか、布の上からでも気持ちがいい。お仕置きだとわかっているのに、身体は『もっと』とでも言いたげに悦んだ。

　彰史の口内に含まれた尖りが、舌で刺激される。

　飴玉のように転がされ、ねっとりと舐められて。ちゅうっと水音を響かせて吸われ、思い出したかのように歯を立てられる。

　そうして丹念にねぶられていると、エプロンが邪魔に思えてくる。気持ちいいと感じられたのは最初だけで、指で弄ばれているもう片方なんてその何倍ももどかしかった。

（ちゃんと触ってほしい……）

　どうされたいかは明確にわかるのに、言葉にすれば余計に意地悪されるのもわかっている。美紅はこのじれったさに耐えるしかないと、自身の身体に言い聞かせる。

　けれど、次第に息が上がっていき、与えられる感覚をこらえようとすればするほど意識が向いてしまう。

「そういえば、このエプロンって俺の実家でもつけていたよね？　あの時の美紅もすごく可愛かったな。また今度行く時もこのエプロンを持って行ってよ」

　吐息を布越しに感じるほどの距離で話しながら、左手で膨らみを揉みしだき、右手でもう一方の先端をクリクリと嬲られる。

「っ……ゃ……」

　美紅が首を小さく振れば、彰史がクスッと笑った。

　彼は別に、本気でそうしてほしいわけではない。ましてや、美紅に自身の実家での手伝いを強要する気もないはずだ。

　彰史はただ、美紅に想像させたいだけである。

　三嶋の実家でこのエプロンをつければ、美紅が必然的に今夜の行為を思い出してしまう──ということを。

　美紅もそれを察しているからこそ、真っ赤な顔をしかめて彼を見た。

「意地悪……ッ、あんっ！」

　小さな抵抗をあらわにした美紅の先端がきつく摘ままれ、濡れたエプロンごと反対側の乳頭が噛まれた。同時に、秘部に膝を押しつけられ、美紅の身体が大きく跳ねる。

「美紅、これはお仕置きだよ？」

　意地悪く緩められた目が、美紅を捉える。表情に怒りは感じられなかったが、声音は至って真剣だった。

「ごめ、なさっ……」

　彰史の膝があわい全体をこすり、美紅は力が抜けそうになる。必死に脚に力を込めたものの、一瞬でも気を抜けばへたり込んでしまいそうだった。

　胸への愛撫も休めずに膝でグリグリと秘所を刺激されて、ますます逃げ場がなくなった。

　布の感触のせいか、的確な場所に快楽を得ることはできない。それが甘苦しくて、美紅の腰が自然と動いていた。

　くちゅん、くちゅっ……と淫靡な音が響き、蜜路から零れた雫が太ももを伝っていく。

「もう濡れているね。エプロンの上から触っていただけなのに、そんなに感じた？」

「ぁ……だっ、て……んっ」

「お仕置きなのに感じるなんて悪い子だ」

「やっ……」

　いつも甘やかして褒めてくれる彰史が、『悪い子だ』なんて言うことは滅多にない。そんな彼からの揶揄に、羞恥が大きくなった。

「今も腰が揺れているし、ここはすっかり硬くなったし……そろそろ直接触ってほしい？」

　乳房の頂きをふたつ同時にツンと突かれ、妖しく眇めた目で見下ろされる。下肢はなおも膝で撫でられ続けて、じんじんとした痺れが強くなっていった。

「……ん、さわって、ほし……」

　彰史の胸元に手を置き、さらに腰を押しつける。もどかしさを隠さずに視線を絡ませれば、彼が満足げに笑みを湛えた。

「じゃあ、触ろうか」

　言うが早くエプロンの腰紐が解かれ、右の脇腹辺りの隙間から入ってきた手が直接胸を掴む。もう一方の手は裾を捲り、太ももをふんわりと撫でたあとで割れ目をたどった。

「ふぅ、ァッ……ぅんっ」

　秘孔を軽く突いた指先が、蜜を掬うように轟く。軽くくすぐられただけでも、期待に満ちた身体が揺れ、内壁がきゅうきゅうと戦慄いた。

　早く敏感なところに触れてほしくて、腰を揺らめかせる。彼はそれを見透かしていると言いたげに嗤い、会陰の形を確かめるように撫でた指を上へと向かわせた。

「あぁっ……！」

　数瞬して、幼気な花粒をピンッと弾かれ、美紅は背中を反らせた。

　希望通りの愉悦が与えられたことに、心も身体も悦びを隠せない。うっとりとした瞳で彰史を見つめ、甘えた声で「もっと……」と呟いた。

「いいよ。でも、まだイかないようにね？」

「え……ッ──ひっ、やああぁっ……！」

　意味深な笑顔で寄越された言葉の意味を理解する前に、可憐な蕾をグリッと押し潰された。唐突に大きくなった快楽についていけない身体が、のたうつように大きく跳ねる。

　彼は二本の指を巧みに使い、秘裂を押し開くようにして包皮を剥き、無防備になった花芯を一気にこすり上げた。

「アアッ……あんっ、はぁ、んっ……ふぁあっ……」

　脆弱な姫核をいたぶられるのは、たまらなく気持ちいい。待ちわびていた刺激を歓待する身体は喜悦に震え、美紅は腰をくねらせた。

　幼気な突起が急速に膨らみ始め、やがて硬さを帯びてツンと勃ち上がった。

　下から撫で上げられ、弾くように引っ掻かれて。クリクリと捏ね回されたかと思えば、指の腹同士を合わせるようにこすられて。今にも思考が溶けてしまいそうだった。

　淫悦を注入される蜜核を嬲られるたびに、蜜孔からは透明な液がとろとろと零れ、太ももを伝って足首の方へと流れていく。

「あぁんっ、ああっ……ぁ、ひっ……！　だめっ……」

　限界が来るのは、思いのほか早かった。焦らされた身体には思っていた以上に悦楽が募っていたようで、怒涛の勢いで高みが近づいてくる予感を抱く。

　彰史は満悦の笑みを見せると、右側の胸の飾りと蜜粒を同時にきゅうっ……と摘まみ上げた。

「ぅあっ……!?　ッ、やあぁぁぁぁっ……!!」

　刹那、美紅の全身に電流のごとく鋭い痺れが走り抜け、腰がのたうった。次いで滲む視界の中にいる彼と目を合わせたまま、淫裂から飛沫を上げて果てた。

「はっ……ぁ、ふぁっ、んっ」

　ところが、彰史は手を止めず、痛いくらいに尖った秘芯をいたずらにかすめてくる。軽くツンツンとされるだけでも、身体は再び緩やかな速度で昇り始めていった。

「待って……！　アンッ」

　制止の声を嘲笑うように、彼の指の腹が蜜芯をくすぐってくる。連続で法悦の中に引きずられるのは苦しいのに、甘い刺激に悦び混じりの声が飛び散ってしまう。

　そのうちにまた腰が揺れ出し、快感を追いかけるように彰史の動きに合わせていた。

「待ってほしいって言っていたのに、身体は待ち切れないって言っているみたいだね」

「もっ……やっ……」

　瞼を閉じて首を横に振れば、姫粒をキュッと摘まみ上げられて咄嗟に腰を引く。

「あんっ」

　しかし、彼がそれを許すはずもなく、まろい臀部を掴むようにして引き戻された。

「こら、だめだよ。ちゃんと俺の目を見て。いやらしく感じている姿を全部見せるんだ」

　彰史の命令は、美紅にとっては誘惑と同じ。彼の声音で囁かれてしまえば、従順になるのは必然だった。

　目を開けて潤んだ瞳で彰史を見ると、ふっと淡い笑みが返される。

「いい子だ」

　今度は褒められて嬉しいのに、それでもいつものようにキスをしてもらえないことが寂しい。彼の首に手を回しても、くちづけだけは与えてくれない。

「アッ、んっ……はぁ、っん、ぅ……ッ」

　代わりと言わんばかりに、淫芽だけは執拗に嬲られ続け、二度目の絶頂が目の前まで迫ってきた。

（もう……だめ……っ！）

　限界を迎える予感を抱き、確実に押し寄せる甘い波に備えた直後──。

「……ッ!?」

　スッと彰史の指が離れ、膨らみ切った愉悦までも遠のいていった。

「え……？」

「待ってほしかったんだろう？」

　意地悪く唇の端を持ち上げる笑顔を前に、不満混じりの吐息が零れる。お仕置きだということを忘れていれば、きっとはしたなくねだっていた。

　ついさきほどまでは甘苦しい感覚に襲われて、どこかつらくもあったのに……。彼に触れてもらえなくなった途端から、身体は虚しさと寂しさを抱えた。

「すごく扇情的な格好だね。今度からこのエプロンを見るたびに思い出しそうだ」

　そんな美紅の腰を撫でた彰史が、淫靡さを宿した目で嗤う。彼の言葉のままに想像力を働かせてしまい、美紅は改めて自身があられもない姿であることを自覚した。

「やっ……」

　恥ずかしくて、なんだか泣きたくなる。それなのに、身体はまだ足りないと訴えるようにひどく疼いている。

　腰を撫で回していた彼の手が、そっと下へと向かう。柔らかな臀部をグッと掴まれると、わずかな快感が生まれた。

　後ろから割れ目をたどった指が、ぬかるみに差し込まれる。入り口の部分だけをゆるゆるとこすられて、物足りなさで勝手に腰が動いた。

　それを見透かすように、彰史の右手が前へ回り、再び陰核を可愛がり始める。

「アッ……！」

　ゆっくりとこすり、クルクルと回して優しく捏ね、時にピンピンと弾かれて。秘孔に侵入させたままの指では浅いところをくすぐられ、萎んでいた快楽が急激に膨らんだ。

　いたぶられ続けている身体からは、力が抜けていく。膝がガクガクと震えて、今にも崩れ落ちてしまいそうだった。

「ちゃんと立っていて。今日はここで最後までするからね」

　たしなめる声に目を見開き、次いでキッチンでの情交の記憶がまざまざと蘇ってきた。

　そう多くないが、彼は時折ここで美紅を抱く。ベッドではしないような体位での挿入は苦しく、けれど最後にははしたなく達してしまう。

　バスルームでの羞恥心ともまた違った恥ずかしさがあるのに、ベッドでの行為とは違うやり方が刺激になるのか、いつだって甘苦しい淫悦に堕ちるのだ。

　ゾクッと背筋が戦慄き、姫筒がきつくすぼまる。

「……ああ、また上手に想像できたみたいだね？」

「アンッ……やぁっ、ちがっ……」

「嘘つき。今日の美紅は本当に悪い子だね」

　ピンッと秘芽を弾かれ、喉が仰け反る。滲んだ視界の中で、彰史が嘲笑うようにふっと息を吐いた。

「美紅のナカ、俺の指をきゅうきゅう締めつけてくるよ。まだ入り口しか触っていないのに、すごくきつそうだ。ここでのセックスを思い出したからだろう？」

　図星を突かれた美紅は、観念して首を小さく縦に振る。

「嘘をついた罰として、お仕置きをもっとひどくしようか？」

「んあっ……や、っ……」

　グッと身体が密着し、美紅を見下ろす彼の顔が近くなる。けれど、それに構う余裕もなく、必死にかぶりを振った。

「例えば、ずっと焦らしてイかせないとか、反対に気を失うまでイかせるとか……。それとも、このまま挿れずにやめてしまおうか」

　彰史の表情がよく見えない。そのせいで、彼がなにを考えているのか読めない。

　確実にいつもとは違う意地悪に打ち震える身体に反し、心の中では不安が大きくなって、どうすればいいのかわからなくなった。

「ふっ……ごめなさっ……。壊したこと……ッ、何度でも、謝るからぁ……」

　とうとうこらえ切れなくなった涙が零れ、悦楽に塗れた嬌声の合間に「ごめんなさい」と小さく繰り返す。

　ＵＳＢを壊したことは怒っていないようにも見えていたが、そんなはずはない。美紅のせいで彰史の努力が台無しになったのだから、いくら温厚な彼でも苛立っただろう。

　もし言葉通りに、このまま焦らされたり気を失うまで責め立てられたり、はたまた中途半端にやめられても、身体はつらい。

　ただ、それよりも苦しくてつらいのは、彰史を怒らせてしまったこと。

　キスをしてくれない彼と心の距離が離れた気がして、身体はこんなにも感じているのに心が寂しくてたまらなかった。

「ひぅっ……!?」

　唐突に二本の指が隘路を突き上げ、美紅が喉を引き攣らせるように息を詰めた。入り口だけを撫でていた指が一気に奥まで挿入され、あまりの苦しさに涙が零れる。

「んあっ……あんっ、ひぁっ、アッ……だ、め……」

　可憐な尖りも捏ね繰り回され、容赦のない喜悦が濁流のように押し寄せてきた。

「だめっ……やあっ、イッちゃ……」

　蜜粒と柔壁を苛烈に嬲られ、身体はあっという間に法悦の頂きへと駆け上がる。

　一度達し、焦らされ、意地悪な言葉を浴びせられ続けたせいか、もうどうしたって止まらなかった。節くれだった指を食いしばるがごとく、肉壁がきゅうきゅうと収縮する。

　極めつけに胸の飾りを噛まれ、柔襞を掻きむしり、姫核を容赦なく押し潰されて──。

「ひぁっ……あぁんっ、ああぁぁぁあっ……！」

　美紅は泣きじゃくるような声を上げて全身をいっそう戦慄かせ、大量の淫蜜を滴らせた。

　昇り詰めた身体が叩き落され、脳芯まで真っ白になる感覚。自身が果てたのだと気づくまで、数瞬の時差があった。

　ガクガクと揺れる膝が崩れないように力を込め、ぼんやりとしながらも彰史に縋りつく。

　涙で濡れた顔に髪が張りつき、視界を覆っていた。彼の顔が見えないことに不安を抱きながらも、まずは呼吸を整えることを意識した。

　

「……ごめん、嘘だよ」

　やがて、彰史がぽつりと呟いた。

　その言葉の意味を噛み砕けない美紅は、彼に体重を預けたまま顔を上げる。すると、バツの悪そうな面差しが向けられていた。

「嘘……？」

「うん、嘘なんだ。ＵＳＢは美紅が壊したわけじゃない」

「え……？」

「あれはもともと破棄するつもりで、俺が傷を入れておいたんだ」

　美紅は、ＵＳＢを踏んづけた時よりもずっと驚愕し、言葉を失くして瞠目した。

「データもすでに新しいものに移してあるし、あのＵＳＢが読み取れなかったのは俺のせいだよ」

　彰史いわく、あのＵＳＢは随分前に購入したものであり、故障を懸念して新しく購入したものにデータを移行した。その際、古いＵＳＢのデータはすべて削除したが、念のために傷をつけて二度と使えないようにしたのだ──と。

「今朝、デスクの上に置いていったつもりだったけど、もしかしたら落としていたのかもしれない。それを、たまたま美紅が踏んでしまったんだと思う」

　後半の話は、ほとんど頭に入ってこなかった。美紅にとって重要なのは前半の内容で、つまり自分は無実だった……ということである。

　そこではたと気づき、彼をじっと見つめた。

「じゃあ、どうしてお仕置きなんて……」

「まぁ……最初は少しいじめたくなっただけなんだけど、止まらなくなったというか……。いや、これは言い訳だな。すまない」

　彰史は潔く白状したが、美紅の思考はまだ整理し切れていない。

「さすがにやり過ぎたと反省しているよ」

　けれど、彼の謝罪を聞きながら、涙が零れた。

「ひどいよ……」

　鼻を啜りながら訴え、泣き顔で彰史を睨む。迫力はないが、彼に罪悪感を抱かせるには充分な威力があった。

「彰史さんの大切なものを壊したんだって……すごく不安で、申し訳なくて……どうしようって……」

　あんなに不安と罪悪感でいっぱいで、多忙な彰史の足を引っ張るようなことをしたんだと反省していた。

「美紅、本当にごめん」

　それなのに、彼はあろうことか嘘をつき、美紅にお仕置きをしていたなんて……。

「よかった……」

「え？」

　けれど、同時に大きな安堵感に包まれた。

「彰史さんの大切な仕事のデータを壊したわけじゃなくて……」

「美紅……」

　ホッとしたように微笑む美紅に、彰史の中の罪悪感が大きくなったらしい。彼の面持ちが後悔と反省でいっぱいになり、心底申し訳なさそうに「ごめん」と口にした。

「でもだめ、許しません」

　美紅が眉を寄せ、彰史に抗議の目を向ける。そのあとで、ふっと口元を綻ばせた。

「……仕方がないから、いっぱいキスして、ちゃんと最後までしてくれるなら、今日だけは許してあげてもいいよ？」

　さきほどの仕返しとばかりに悪戯に笑い、彼の答えを促すように首を傾けて見せる。

　一瞬面食らった様子だった彰史が、すぐさま眉を下げて微笑んだ。

「それくらいで許してもらえるのなら安いものだ」

　彼は美紅の身体を優しく抱きしめ、右手で顎を掬ってくちづけた。

　ようやく唇が重なり、美紅の心は喜びと安心感でいっぱいになる。やっぱり彰史のキスは優しくて、彼とこうしていると心が満たされていく。

　触れるだけだった唇はすぐにこすり合わせるようにされ、程なくしてやわやわと食まれた。美紅も同じようにしながらも、物足りなさを隠さずに唇を開く。

　すると、彰史の舌がするりと口内に滑り込んできた。

　肉厚の熱塊が、歯列をゆっくりとたどっていく。上顎を撫で回し、優しくうごめいていたかと思うと、美紅の小さな舌が搦め捕られた。

　絡み合った舌がお互いを高めるように動く。くちゅっ、ぴちゃっ……と鳴る水音は淫靡で、鼓膜までもがくすぐられた。

　彼はねっとりとしたキスをする傍ら、スーツを脱ぎ、シャツのボタンを外していた。粘膜をすり合わせる音に、忙しない衣擦れの音が混じる。

　美紅が待ち切れないとばかりに身体を寄せれば、お腹の辺りに硬いものが当たった。その感触に蜜壺が戦慄き、思わず腰を揺らめかせてしまう。

　美紅の動きに合わせるように、彰史も雄芯をグイグイと押しつけた。

　いつの間にか真ん中に寄っていたエプロンは、皺だらけの上に体液に塗れてグチャグチャである。いやらしくてはしたない姿なのに、美紅の中にあるのは羞恥よりも愛欲の方が大きかった。

　上半身の服を脱ぎ終えた彼と密着していると、双丘の尖りが逞しい胸板で刺激されて、よりいっそう淫欲が増していく。

「んっ……あ、ふっ」

　ようやくして唇が離れると、ふたりを繋ぐように銀糸が光り、ぷつりと切れた。乱れた息が、静かなキッチンに響く。

「……ベッドに行こうか」

「……ここでいいから……早く、して？」

　我慢できないの……と、美紅が震える声で囁く。

　刹那、彰史が熱い息を吐き捨て、獲物を射るような鋭い視線で美紅を見下ろした。

　骨張った手によって美紅の首にかかるエプロンの紐が解かれ、どこか乱雑に引き抜かれてしまう。申し訳程度に美紅の肢体を隠していた布が、床に落ちていった。

　それに気を取られた一瞬の隙に、彼がバックルを外していたベルトごとスラックスを落とし、ボクサーパンツも脱ぎ捨てた。

「このまま挿れるよ」

「ん……」

　左脚が持ち上げられ、あわいに怒張が押しつけられる。軽くこすられれば下肢が震え、美紅の唇からは期待混じりの吐息が零れた。

　望んでいたものが与えられると思うと、心も身体も逸る。美紅が誘うように腰を揺らめかせた直後、ぷっくりとした先端が狭い入り口を押し開いた。

「アッ、ぅあっ……」

　彰史が腰を進めるたび、内壁がきゅうきゅうと収縮する。隘路には大きい雄杭の質量を阻むようでいて、歓待していると言わんばかりに纏わりついた。

　柔襞の感触を味わうようにゆっくりと侵入してくる彼に、美紅はじれったくてたまらなくなり、自らもできる限り腰を押しつける。

　その瞬間、彰史が一気に楔を打ち込んだ。

「ひゃあっ……！」

　予期していたはずだったのに、想像以上の圧迫感に美紅の身体が弓なりになる。思わず背後のキッチンに手をつき、なんとか身を支えた。

「美紅、ッ……力、抜いて」

「ん……ぁ、ぁんっ」

「クッ……！」

　力を抜こうとしているのに、蜜路は剛直を締めつけてしまう。彼は余裕なさげに荒い息を吐くと、半ば強引に腰を引いた。

　次いでガンッ……と勢いよく穿たれ、脳が揺れる。快楽なのか苦しみなのかわからないほどの刺激が押し寄せ、美紅は甲高い声を上げて涙を流した。

　熱芯は轟く淫道を容赦なくこじ開け、姫襞をこすり上げる。とろけた蜜壁を縦横無尽に掻きむしられるのは、たまらなく気持ちよかった。

「ッ、ふあぁっ、ああっ……アンッ……はぁんっ」

「ハッ……美紅……っ」

　美紅の耳元で荒い息を吐き出した彰史が、小さな耳殻を舐める。ねっとりとねぶり、甘噛みしたあとで、耳孔に舌を差し込んだ。

「アアッ……やあっ……」

　くちゅっ、ピチャッ……と淫靡な音が脳の奥で響くようで、下肢への刺激とあいまって頭がおかしくなりそうだった。

　けれど、次第にそれも愉悦へと変わっていく。腰を掴まれている感覚にすら感じて、内襞がきゅうきゅうとすぼまり、熱芯をおいしそうに食いしめた。

「うっ、ぁ……クッ」

「あんっ、んっ、んぁっ！」

　彼が眉根を寄せて歯噛みし、いっそう強く腰を打ちつけてくる。向かい合って片足を持ち上げられた不安定な体勢でガンガンと突き上げられて、苛烈な淫悦が襲いかかってきた。

　早くも頂きが見え始め、美紅は無意識のうちに閉じていた瞼をうっすらと開いた。

　限界だと伝えたくても、唇から零れ出るのは嬌声ばかり。飛び散る甘い声がさらに高くなり、彰史が息を呑んだ。

「あっ、イッちゃ……だめ、っ……アアッ……！」

「美紅……」

　もう少し待って、と聞こえた気がしたが、美紅の身体は勝手に最果てへと駆けていく。自分でもどうすることもできず、快楽に抗えないまま高みへと押し上げられた。

「ああっ……アンッ……はぁ……やっ、ッ……ああぁぁぁっ……!!」

　四肢の先まで過激な痺れが駆け抜け、全身がガクガクと震える。持ち上げられている脚の爪先がピンと張り、背中を大きくしならせた。

「……ッ！」

　柔襞が嬉しそうにうねって雄の欲望を求めたが、彼は息を殺すようにして動きを止め、喉奥をグッ……と鳴らした。

「……先にイくなんてひどいな」

　意地悪く囁いた彰史が、愛おしげに美紅の唇を奪う。放心していた美紅は、甘いくちづけにうっとりと瞼を閉じた。

「……ひぅんっ！」

　刹那、彼が再び腰を突き上げた。

　膨張している楔の圧迫感に、喉が引き攣る。美紅が息を詰めてかぶりを振ると、彰史はゆるゆると抽挿しながらうっすらと嗤った。

「だめ、待ってあげないよ。俺だって……もう、限界なんだ」

　熱い呼気が美紅の唇を撫で、獲物を前にした肉食獣のような鋭い視線に捕らわれる。

　そんな表情を見せられてしまっては、拒むことなんてできない。ちゃんと気持ちよくなってほしくて、美紅は縋りつくように彼の首に手をかけた。

　彰史は瞳を緩めて美紅の額にくちづけると、腰を大きく動かして蜜洞をかき回した。

「ふぁっ」

　いきなり弱い部分を嬲られ、身体が跳ねた。爪先立ちの美紅は、自重と与えられる感覚に腰を震わせる。甘苦しい悦楽に息が上手くできないのに、姫襞は悦ぶように轟いた。

　お腹の裏側をゴリゴリと責められ、激しい快感に翻弄される。さきほどの余韻が残ったままの身体は、あっという間に法悦の海底に堕ちていく。

「ああっ……やあぁっ、あぁんっ、ッ……あき、ふみさっ……」

「美紅、可愛い……。……クッ！　っ、ほら……ここ、もっとこすろうか？」

　脆弱なところばかり抉る雄杭を締める美紅に、彰史が熱い眼差しを向けてくる。見つめられていると心が戦慄き、連動するように身体が悦びに打ち震えた。

「彰史さん、すき、ッ！　……アッ、あんっ……」

「ハッ……！　これ以上、煽るんじゃない……」

　そう言う彼も、美紅の耳元で「可愛い」と囁き、「俺も好きだよ」と紡いだ。甘い言葉が嬉しくて、美紅の瞳がわずかに緩む。

　その直後、彰史が怒涛の勢いで腰を打ちつけ、蜜路をグチャグチャに突き上げた。強烈な快楽を注入された美紅は、脳が酩酊して息ができなくなる。

「……ひっ!?　ぅあっ……やあぁぁぁぁぁッ……！」

　激情に飲み込まれた美紅が、濡れた瞳を閉じて喉を大きく仰け反らせる。

　ほぼ同時に、彼はぶるっ……と胴震いし、充溢し切った楔がビクンビクンッと跳ねた。

　熱い欲望を食い尽くそうと収縮する淫道に吐き出された精が、グズグズにとろけた蜜壁に叩きつけられる。美紅は、その生々しい感覚に心酔するような吐息を漏らした。

　

　呼吸が整うまでの時間、ふたりは床に座り込んで抱き合っていた。

　ぼんやりとしていた美紅が、やがて混ざり合った体液が流れ出てくる感覚に気づき、身をふるりと戦慄かせる。

「……ぁ、出てきちゃう……」

　吐息で唇を震わせ、甘ったるい声で小さく呟いた直後。

「ふぁっ……」

　姫筒に埋め込まれたままの雄芯がビクンッと震え、再び硬さを纏い始めた。

「やぁ……また……」

「……今のは美紅が悪いよ。あんな言い方、俺を誘惑しているとしか思えない」

　とんだ言いがかりだと思うのに、隘路はまたしてもきゅうぅっ……とすぼまり、喜悦を求め出す。彰史がそれを見逃すはずもなく、美紅の身体をゆるりと突き上げた。

「このままもう一回、いい？」

　じっと見つめられて、息を呑む。艶麗な笑みを湛える面差しは、淫蕩な愛欲を隠すことなく浮かべていた。

　訊かれるまでもなく、すでに彼と同じ気持ちだった。けれど、美紅の答えを待っているのだと察し、小さく頷いて見せる。

　どちらからともなく微笑み合ったのを合図に、お互いに腰を押しつけた。

「んっ……」

「美紅のナカ、すごく熱い」

「彰史さんだって……」

　快感を貪るように下肢をこすりつけ合えば、すぐに甘い刺激が生み出される。

　どちらの熱かわからないほどに絡まった柔襞と怒張が、ふたりの蜜欲を表すがごとく淫靡な水音を奏でた。

　同じように向かい合っていても、立ったまま挿入されていた時よりも座っている今の方が、より肌が密着して幸福感が大きくなる。

「ね……ッ、キスして……」

「美紅はキスが好きだね」

　まぁ俺も好きだけど、と零した彰史が美紅に優しくくちづける。唇をすり合わせ、食み合って。律動で揺れる身体のせいでキスが解けてしまえば、またすぐに唇を結び直す。

　甘ったるいくちづけが心地好くて、胸の奥がキュンと高鳴った。

　そうして戯れのようなキスを交わしているうちに焦れ始め、次第に腰の動きが大きくなっていった。

　解れ切っている蜜路を、硬く太い剛直で撫でこすられ、快感が膨らんでいく。逞しい胸板でたわわな乳房の先端がこすれ、甘やかな痺れが広がっていった。

　汗に塗れたお互いの肌が滑り、熱を孕んだままの突起が固さを取り戻す。いつもは薄桃色のふたつの蕾が赤く色づき、ツンと尖って天を向いた。

「ふっ……はあぁんっ、んんっ」

「ハッ、っ……くっ」

　柔壁を捏ね回され、密着する彼の下腹部で秘芯が刺激されて。肉襞がきゅうきゅうと収縮し、撹拌されたふたりの蜜液が飛び散っていった。

　グチュッ、グチュンッ……と響く水音が、鼓膜を伝って全身に興奮を届ける。

　荒くなる呼吸を気にも留めずに、美紅が髪を振り乱して腰を揺らす。彰史もそれに負けじと屹立を打ち込み、獰猛な切っ先で最奥のくぼみをガツガツと穿った。

「ひぅっ、あんッ……ああっ」

　紙一重で痛みを伴うような激しい痺れに、四肢がじんじんする。蜜孔の一番奥を責め立てられ、総毛立つほどの愉悦が募っていく。

　どちらが上か下かもわからないほど脳が酩酊し、酸素が足りなくて苦しいのに……。唇を離したくなくて、必死にキスを繰り返す。

　全身が涙や体液で濡れ、グチャグチャに汚れている。それに構わず快楽を貪り、お互いを追いつめようと激しく下肢をぶつけ合う。

「もっ……だめ、ッ……ふぁっ」

「……ん、っ！　俺も……あとちょっと、だから……」

　彼は、自然と逃げる美紅の細い腰を掴み、いっそう強く灼熱の滾りを打ちつけてくる。

　苛烈な刺激に反射的に身を反らせようとしたが、美紅には逃げ場がない。

　限界がすぐ目の前まで来ているのに、彰史を待つのは苦しくて。苦悶の表情で首を横に振り、必死に喜悦を分散させようとする。

　けれど、そんな幼気な抵抗も虚しく、無情にも彼がなおも律動を速め、獰猛な滾りで一番奥の脆弱なくぼみをガンガンと穿った。

　視界に星が散り、ひどく明滅する。

「イッ……アッ……ぅあっ!?　ッ……ああぁぁぁっ──！」

　刹那、襲いくる激しい痺れに包まれる肢体を大きく戦慄かせ、美紅はわけもわからないまま法悦の彼方に押し上げられた。

　ぎゅうぎゅうとうごめく蜜襞が、充溢し切った熱芯に甘えるように纏わりつく。

「ぅあっ……！　ハッ……！」

　次いで、彰史も数回奥を抉り、淫悦を噛み殺すように歯噛みする。

「クッ──！」

　数瞬して、ぶるっ……と全身を震わせると、熱い欲望を吐き出した。

　勢いよく蜜壁を叩く飛沫に、美紅はうっとりとした瞳で吐息を零す。

　隔てるものがなにもないため、その感覚をしっかりと感じ取ることができる。愛する人の精を受け入れた子宮が悦びをあらわにし、きゅうぅっ……とすぼまった。

　乱れる息を落ち着かせたいのに、思考が白んでいく。

「美紅……」

「ん……」

　彼の呼びかけに答えるのもやっとで、瞼がゆっくりと落ちていってしまう。

「無理させてごめん。このまま眠っていいから」

　優しい声音を聞きながら、やっぱり甘やかされているなぁ……なんて思う。

　彰史にはどうしたって敵わないと改めて思い知り、薄れゆく意識の中でほんの微かな悔しさが芽生えたけれど。

「愛しているよ」

　彼の甘い声を聞いた刹那、まぁいいか……なんて思い、そっと小さな笑みを浮かべる。

　夢現だった美紅の心と身体は、愛する夫の温もりと優しい幸せに包まれていた──。







エピローグ








　残暑が厳しい日々が過ぎ去り、九月ももうすぐ終わる土曜日の夜。

　彰史は書斎にこもり、来月末の結婚記念日をどんな風に祝おうかと考えていた。

　パソコンであれこれ検索しては、美紅が一番喜ぶ方法を熟考する。もちろん、彼女ならなんでも喜んでくれるとは思うが、それでもやっぱりできるだけのことはしたかった。

　昨年は、式を挙げたホテルでディナーを楽しみ、そのまま宿泊した。普段よりも着飾った美紅は綺麗で、いつも以上に見惚れたことを思い出す。

　結婚式の時の彼女のウェディングドレス姿も蘇ってきて、実に感慨深い夜だった。

　もうすぐあれから一年。つまり、結婚して丸二年になる。

　振り返れば、本当に色々あった。

　最初は互いに遠慮していたり、美紅も言いたいことを言えなかったりしていたようだが、きちんと本音を打ち明け合ったことでより夫婦仲が深まった。

　今年の春前には彰史の浮気疑惑が浮上し、初めての夫婦喧嘩もしてしまった。あの時は、彼女のいない日々が虚しくて寂しくて、随分と落ち込んだものだ。

　一人暮らしの期間が長く、ひとりで過ごすのもそれなりに慣れたもので、あまり寂しさなんて抱いたことはなかった。仕事が忙しく、日々の生活に追われていたのもあるが、公私ともに充実していたからである。

　しかし、美紅と結婚してからは、そんな感覚が一変した。

　結婚後の方がもっと充実感が増したはずなのに、ひとりで過ごすことになれば寂しさを抱くようになり、家にいる時は彼女と一緒に過ごしていたいと思うようになった。

　平日に美紅が友人と出かけると聞けばできるだけ遅くに帰宅し、休日ならば笑顔で送り出しながら寂寥感に包まれている。

　まるで子どもみたいで、いい歳をした大人が情けない……と苦笑が漏れる。

　もちろん彼女の前では決してそんな素振りを見せないが、それでもこれが本音であることは自身の中では認めていた。

　今夜も美紅は不在だ。友人の麻紀と、その同僚の千佳と二回目の女子会を開催するのだと、ずっと楽しみにしていた。

　満面の笑みの美紅を駅まで送り、改札口の向こう側に消えていく彼女と笑顔で別れたが、帰宅する道中では早く帰ってきてほしい……なんて考えてしまったほどだ。

　友人との時間も楽しんでほしいと思う反面、美紅の気配のない部屋はまるで自分の家ではないような気さえして、どこか物寂しい。

　独身時代はひとりの時間を謳歌していたのに、今やそんなものは見る影もなかった。

　こんな風に美紅を恋しく思うと、彼女が帰宅した時にはむちゃくちゃに抱きたくなる。甘く優しくしたいのに、独占欲に負けてしまいそうになるのだ。

　それでなくても、素直で可愛い美紅を見ていると、腕の中にずっと閉じ込めておきたいと思うことすらある。それに加え、彼女自身が結婚当初と比べて随分とセックスに積極的になってくれていることが、彰史の愛欲をさらに掻き立ててくるせいに違いない。

　まだ一緒にお風呂に入る時には恥じらうかと思えば、体調を崩したお盆の頃のように自らリードしようとすることもある。

　後者の場合、だいたいは彰史が痺れを切らしてすぐに形勢逆転する。しかし、あの時は本調子ではなかったためにそれもできず、おかげでひどく淫靡な美紅の姿を見られたことに密かに感激していた。

　基本的には責める方が好きではあるが、ああいう彼女もそそられるし、たまにはリードされるのも悪くはない。

　とはいえ、やっぱりＵＳＢの件でお仕置きと嘘をついた時のように、責めて啼かせる方が大好物なのだけれど。

（あの夜はいつにも増して本当に可愛かったな）

　泣いて、鳴いて、啼いて……。甘えてねだってくる美紅は、あまりにも魅惑的で理性が保てなかった。

　嘘をついた罪悪感から、謝罪のあとからは優しくしようと思ったのに。蜜欲を纏った泣き顔を向けられると理性はあっという間に焼き切れ、ついつい激しく抱いてしまった。

　普通だと思っていた性癖が、実は美紅に限ってはアブノーマルでもいけるかもしれないと自覚したのも、間違いなくあの夜だった。

　全裸にエプロンだけをつけさせた、いわゆる〝裸エプロン〟。あんなものだけで、ひどく興奮するとは思いもしなかった。

　正直、あの日を境に他にもしてみたいことが浮かんでしまい、どうやって彼女を誘惑しようかと密かに考えている。

　きっと、美紅なら最初は恥ずかしがって戸惑いを見せるだろう。けれど、すぐに感じ始めて彰史を魅了し、最後には恥辱に塗れながらも淫靡な姿を見せてくれるに違いない。

「……なにを考えているんだ、俺は」

　いつの間にかあらぬ方向に思考が捕らわれてしまっていたことに気づき、呆れ混じりのため息が漏れる。

　彼女のことばかり考えていたせいで、まだ送り出してから一時間しか経っていないというのに、早く会いたくなってきた。

　ただ、今夜に限って言えば、美紅がいない間に結婚記念日の計画をじっくり立てるという目的があるため、焦燥感に苛まれることはない。

　彼女が帰宅するまでは、まだ二時間以上あるだろう。

　駅まで迎えに行くつもりだが、それまでにもう少し熟考しようと思いながら腰を上げる。

　美紅が作ってくれた夕食を食べようとリビングに行けば、煮込みハンバーグの匂いが充満していた。彰史の好物を用意してくれていた彼女の気遣いが嬉しく、自然と頬が綻んだ。

　

　二時間後、美紅から【今から帰るね】とメッセージが届いた。

　彼女が出かけてから四時間ほどになるが、きっと今夜も盛り上がったのだろう。一部始終を話してくれるはずの可愛い笑顔を想像すれば、自然と穏やかな笑みが零れていた。

　結局、結婚記念日の祝い方はまだ決められなかったが、候補をふたつにまで絞れたのは大きな進歩だ。一ヶ月以上前から色々と調べていたのに、ここに至るまで随分と悩んだ。

　最終的に残った案は、昨年と同様に式を挙げたホテルでのディナーと、ディナークルーズである。後者は、つい先日バラエティー番組で特集されており、一緒に観ていた美紅がとても食いついたため、いつか連れて行ってあげたいと思っていた。

（いっそのこと、両方でもいいかもしれないな）

　少し贅沢だが、愛する妻のためなら安いものだ。

　結婚記念日当日は平日だから、一足早く休日にディナークルーズで祝い、当日の夜は昨年と同じ店でディナーをする──なんて、我ながら名案ではないだろうか。

　主婦としてしっかりとしてきた彼女は、もしかしたら『ちょっと贅沢だよ』と困惑するかもしれないが、それでも喜んでくれるはずだ。

　そこまで思い至って時計を確認し、薄手のカーディガンを羽織って家を出た。

　十五夜を過ぎた初秋の夜空には黄金色の月が見え、小さな星も目視できる。公園の前を通り過ぎる時には虫の鳴き声が聞こえ、すっかり秋らしい夜になったな、と思う。

　たまには、こういう夜に美紅とふたりで散歩をするのもいいかもしれない。そんなことを考えていると、通りがかったコンビニから出てきた仲睦まじい家族が視界に入ってきた。

「ねぇ、パパ！　おんぶして！」

「仕方がないなぁ」

「もう、甘えん坊さんなんだから」

　四歳くらいの女の子の可愛いおねだりに、父親が困ったように言いながらも幸せそうに笑い、母親はその様子を微笑ましげに見ていた。

　こういう光景を目にすると、自然と自分たちの未来に思いを馳せてしまう。

　子どもはいつできてもいいと思っているし、早く欲しいと感じたこともあった。

　一方で、美紅とふたりきりの時間をまだ味わっていたくて、最近は彼女の体調に合わせて以前よりも避妊するようになった。

　美紅とは『授かれば産む』と話し合っているし、それ以外の選択肢は考えられない。ただ、見合いをしてからすぐに結婚したため、まだまだ恋人のような新婚気分を味わっていたくもあった。

　友人の中には若くして親になり、代わりに老後は夫婦でゆっくり過ごそうと計画している者もいるが、彰史自身は子どもはもう少し先でもいいと考えていた。

　もちろん、彼女も賛成してくれた。もし妊活を始めるのであれば、三年目の結婚記念日の頃を目途にすることも決めている。

　もしかしたら、上手くいかない場合や最終的に授かれないこともあるかもしれない。夫婦の希望としては〝授かりたい〟ということで一致しているため、来年の今頃には妊活に取り組むかもしれないものの、結果として万が一の場合だってあるだろう。

　そうなってしまうのは残念だが、その時には夫婦ふたりの生活を大切にすればいい。

　愛する美紅との子どもが授かれないことになれば悲しいが、彼女とふたりでも幸せな日々を送れると胸を張って言えるからである。

（でも、もし子どもが生まれたら、美紅も俺も甘やかしてしまいそうだな）

　男の子でも間違いなく可愛いが、美紅に似た女の子が生まれたらきちんと叱れる気がしない。彼女にそっくりの顔で『パパだいすき』なんて言われた日には、嫁に出すのも嫌になりそうだ。

　逆に男の子だった場合、母親にとっては〝小さな彼氏〟と形容されると知っているため、自分と息子で美紅の取り合いになりそうだ。

　その時には、きっと彼女は幸せそうに微笑むのだろう。

　温かい未来を想像しながら駅に着くと、程なくして改札口から流れ出てくる人の中に美紅の姿を見つけた。

　数瞬して彼女も彰史に気づき、わかりやすいほどに喜色を浮かべた。

「彰史さん！」

「おかえり」

「ただいま！　お迎え、ありがとう」

　弾んだ声の美紅は、彰史の腕にしがみつくようにしたかと思うと、ふふっと笑った。

「どうかした？」

「なんだか早く会いたいなって思ってたから、彰史さんに会えて嬉しいの」

　間髪容れずに答えた美紅が、嬉しそうに瞳を緩める。

　素直な彼女の言葉には、きっと他意はない。けれど、その可愛い笑顔を前にすれば、まるで小悪魔に誘惑されている気分になった。

「俺も早く会いたかったよ」

　たった数時間離れていただけで、いったいなにを言っているんだ、と自嘲する。反して、満面に笑みを広げている美紅を見ていると、柔らかな幸福感を抱いた。

（やっぱり、まだふたりきりがいいな）

　この笑顔をもう少しだけ独占していたい、と思う。彼女とふたりきりの時間を、あと少しだけ満喫したい。

　そんな風に思う心は、美紅への恋情と愛情に溢れている。

　煌々と月が輝く秋の夜空の下、どちらからともなく自然と微笑み合えば、彼女と繋いだ手から伝わってくる温もりに至福を感じた──。

ＥＮＤ
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　こんにちは、桜さくら月づき海み羽うです。

　このたびは『三嶋夫妻はもっと淫らに愛し合いたい　〜溢れる蜜欲、溺愛のお返し〜』をお手に取ってくださり、本当にありがとうございます。

　大変光栄なことに、また『三嶋夫妻』を書かせていただくことになり、今作で三巻目に突入いたしました。一巻を執筆中にはまさか続編を書かせていただけるとは思っておらず、二巻を書いていた時も然り……。三巻なんて、本当にまったく想像もしていませんでした。

　ですが、三度も美紅と彰史を書くことができ、とても嬉しかったです。

　こんなにも素敵な機会をいただけたのは、ひとえにいつも応援してくださっている方々のおかげです。

　

　今回も、美紅と彰史は甘すぎるくらい甘々でした。

　前作のような事件（？）もなく、わりと平和なストーリーだったと思います。

　前担当様から『三嶋夫妻』の三巻目のお話をいただいた時は、本当に大丈夫かな……と不安もありましたが、〝三嶋夫妻らしさ〟を意識して書き上げましたので、ますます仲が深まったふたりのなにげない日常を楽しんでいただけていましたら幸いです。

　また、たくさん登場した新キャラの中には、濃蜜ラブルージュ様から刊行中の著書のキャラたちがいます。千佳以外は名前のみの登場になりましたが、桜月の既刊を読んでくださっている方に気づいていただけていたら嬉しいです。

　ちなみに、千佳は『淫らな恋人の溺愛は要注意　～俺に毎晩抱かれる覚悟しておいて～』のヒロインで、ストーリー的にもほんの少しだけ繋がっている部分があります。

　

　最後になりましたが、細やかなご指南をくださった担当様、『三嶋夫妻』の三巻目をご提案くださった前担当様と濃蜜ラブルージュ様、本当にありがとうございます。

　三度目のご縁となりました、ｒｅｒａ先生。またご一緒できて感無量です。ｒｅｒａ先生が『三嶋夫妻』のイラストを担当してくださったからこそ、今回もふたりを書かせていただく機会に恵まれました。心よりお礼申し上げます。

　そしてなによりも、いつも応援してくださっている皆様と今これを読んでくださっているあなたに、精一杯の感謝を込めて。本当にありがとうございました。

　また、どこかでお目にかかれますように──。






桜月海羽
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